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第１章　総則

1.1　目的

この積算基準は、阪神高速道路株式会社が施行する公共工事に係る機械設備の製作据付工

事の工事費の算定について必要な事項を定めることにより、請負工事の設計金額の算定を適正

に行うことを目的とする。

1.2　適用の範囲

この積算基準は、トンネル換気設備、トンネル非常用施設、道路排水設備、車両重量計設備、

遠方監視操作制御設備、鋼製付属設備、消融雪設備の製作据付工事に適用する。

1.3　請負工事費の構成

請負工事費の構成は次のとおりとする。

工事原価 　製作原価

　据付工事原価

工事価格

請負工事費 　設計技術費

一般管理費等

消費税等相当額

製作原価の構成は次のとおりとする。

材料費

機器単体費

直接製作費 労務費

塗装費

直接経費

製作原価

間接労務費

間接製作費

工場管理費
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　純製作費



据付工事原価の構成は次のとおりとする。

輸送費

材料費

直接工事費 労務費

塗装費

直接経費

仮設費

据付工事原価

共通仮設費

間接工事費

現場管理費

据付間接費

1.4　請負工事費の費目

 1.4.1 製作原価

製作原価の費目は、次のとおりとする。

1) 直接製作費

(1) 材料費

製作に当たって、直接及び補助的に使用される材料の費用である。

　 ① 直接材料費

　　　　設備の構成要素である製品の製作に関して直接消費され原則としてその製品の基本的

　　　実体となって再現される材料及び部品の費用

　 ② 補助材料費

　　　　設備の構成要素である製品の製作に関して、補助的に消費され、製作過程において多く

　　　は消滅し、原則として製品の基本的実体となって再現されない材料の費用

(2) 機器単体費

　　　　設備の構成要素である製品の製作にあたって、そのまま組込むことが出来る機器、又は

　　　単体の製品で設備の構成要素となるものの費用である。

(3) 労務費

　　　　設備の構成要素である製品の製作に直接従事する作業者に対して支払われる賃金であり、

　　　基準内給与、通勤手当、諸手当、賞与、退職金及び退職給与引当金繰入額からなる。

　　　　なお、工場社内試験及び工場立会確認のために必要となる製品の仮組立・調整・解体に

　　　直接従事する作業員に対して支払われる賃金は、労務費に含まれる。

(4) 塗装費

　　　　工場において行う製品の塗装に要する費用である。

　純工事費
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(5) 直接経費

　　 　 設備の構成要素である製品の製作に必要な木型費、試運転費、特別経費に要する費用

　　　である。

   ① 木型費

　　　　木型費が鋳放し単価に含まれていない場合の木型に要する費用

　 ② 試運転費

　　　　特に必要と認められる試運転に要する費用

　 ③ 特別経費

　　　　特に必要があると認められる模型実験費、特許使用料等に要する費用

2) 間接製作費

　　　工場（据付工事部門等を除く）の管理運営のために要する費用及び製作品の製造設計に

　　係る費用（システム設計費用を除く）である。

　　　なお、工場社内試験及び工場立会確認のために必要となる費用のうち、試験装置・計器等

　　の費用は工場管理費に含まれ、試験・運転費用は間接労務費、工場管理費に含まれる。

(1) 間接労務費

   ① 間接工・工場管理業務者の給料手当等

     　 工場における間接工・工場管理業務に従事した従業員に支払われる基準内給与、通勤

　　　手当、諸手当、賞与、退職金及び退職給与引当金繰入額等

　 ② 製造設計に係る従業員並びに間接工の給料手当等

　　　  製作品の製造設計に直接従事した従業員並びに間接工の基準内給与、通勤手当、諸

　　　手当、賞与、退職金及び退職給与引当金繰入額等

(2) 工場管理費

   ① 消耗工具備品費

        消耗工具、備品等の費用

   ② 工場消耗品費

        消耗品等の費用

   ③ 事務用品費

        事務用消耗品、新聞、参考図書等の購入費

 　④ 修繕維持費

　　　 建物、機械、装置等の修繕維持費、倉庫物品の管理費等

 　⑤ 通信交通費

　　　 通信費、交通費及び旅費

   ⑥ 会議費

       会議に要する費用

   ⑦ 交際費

       来客等の対応に要する費用

   ⑧ 法定福利費

       従業員に関する労災保険料、雇用保険料、健康保険料及び厚生年金保険料の法定の

    事業主負担額等に要する費用

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 １ 章　総則

-1-7-



   ⑨ 福利厚生費

        工場の従業員に係わる慰安娯楽、貸与被服、医療、慶弔見舞い等福利厚生、文化活動

      等に要する費用

   ⑩ 動力用水光熱費

        工場における電気料、水道料、ガス料、重油等燃料費等に要する費用

   ⑪ 印刷製本費

        工場における資料のコピー、写真、印刷製本等に要する費用

   ⑫ 試験試作費

        製品、材料、機械等の検査料及び製品開発、研究、設計、試作等に要する費用

   ⑬ 教育訓練費

        工場における技能養成、啓発、資格取得、安全訓練等に要する費用

   ⑭ 地代家賃

        工場の土地、建物等の借地借家料に要する費用

   ⑮ 保険料

        工場の建物、機械、自動車等の損害保険料、火災保険に要する費用

   ⑯ 租税公課

        固定資産税、自動車税、軽自動車税等の租税公課

　　　  ただし機械経費の機械器具等損料に計上された租税公課は除く

   ⑰ 減価償却費

        工場の有形固定資産、無形固定資産、繰延資産等の減価償却額

　 ⑱ 製作外注経費

        製品の加工・塗装等を専門業者等に外注する場合に必要となる費用

   ⑲ 工場内運搬費

        製品の工場内運搬等に要する費用、製品の輸送に伴う荷造り費

   ⑳ 雑費

        ①から⑲に属さない諸費用
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 1.4.2 据付工事原価

　　　据付工事原価の費目は、次のとおりとする。

1) 直接工事費

(1) 輸送費

　　　　製作工場の所在地から据付現場までの製品の輸送に要する費用である。

(2) 材料費

　　　　工事を施工するに当り、直接及び補助的に使用される材料の費用である。

　 ① 直接材料費

　　　　直接に消費され、原則として設備の基本的実体となって再現される材料及び部品の費用

　　　である。

　 ② 補助材料費

　　　　補助的に消費され据付過程においては多くは消滅し、原則として設備の基本的実体と

　　　なって再現されない材料の費用である。

(3) 労務費

　　　　工事を施工するに当り直接従事する作業者に対して支払われる賃金であり、基準内給与、

　　　通勤手当、諸手当、賞与からなる。

(4) 塗装費

　　　　据付時に行う設備の塗装に要する費用である。

(5) 直接経費

　　　　工事を施工するに当り、直接必要な特許使用料、水道光熱電力料、機械経費、試運転

　　　経費及び特別経費等に要する費用である。

　 ① 特許使用料

　　　　工事費の積算において必要な特許使用料の算定については次のとおりとする。

    　 ただし、これによりがたい場合は別途考慮するものとする。

　　イ．特許使用料の適用

　　　　特許使用料の適用は、特許権等に係る施工法、試験法、製造法並びに特許権、実用

　　　新案権及び意匠権等を用いて施工・製作させた装置等、工業所有権等に係るもの全てを

　　　対象とした特許工法等とし、特許法に基づく手続きのうち、設定登録が完了している場合

　　　及び出願を完了し、且つ、設定登録が完了していない手続き期間において、当該工法等

　　　を使用する積算に適用する。また、特許使用料を計上するのは、共有特許及び民間特許

　　　工法等を使用する場合とする。

    ロ．特許使用料の積算

　　　 特許使用料は、工事を施工するのに直接必要とする経費とし、その算定は契約に基づき

　　  使用する特許の使用料および派出する技術者等に要する費用の合計額とする。

　 ハ．特許使用料の算出

　　　 共有特許工法等を使用する場合は、実施契約に基づく、民間企業等が有する特許権の

　　 特分に対応した特許使用料を計上し、民間特許工法等を使用する場合は、当該特許工法

　　 に係る全ての特許使用料を計上する。なお、特許権、実用新案権及び意匠権等を用いて

　　 施工・製作させた装置等については、特許使用料が含まれている場合があるので注意する

　　 こと。
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　 ② 水道光熱電力料

　　　　工事を施工するために必要とする電力、電灯使用料及び用水使用料

　 ③ 機械経費

　　　　工事を施工するために必要とする機械器具の経費で、機械損料、運転経費等の合計額

　 ④ 試運転経費等

　　　　特に必要と認められる総合試運転に要する費用

　 ⑤ 特別経費

　　　　特に必要があると認められる費用

(6) 仮設費

　　　　工事を施工するために必要とする仮設物の設置・解体、電力等の供給設備、仮道、仮橋、

　　　現場補修、交通管理等に要する費用。

2)間接工事費

(1) 共通仮設費

　　　　共通仮設費の項目及び内容は次のとおりとする。

   ① 運搬費

       イ．機械器具の運搬等に要する費用

       ロ．現場内における機材の運搬に要する費用

   ② 準備費

       イ．工事着手時の準備及び完成時の後片付けに要する費用

    　 ロ．調査、測量、丁張等に要する費用

       ハ．伐開、整地及び除草に要する費用

   ③ 事業損失防止施設費

        工事施工に伴って発生する騒音、地盤沈下・地下水の断絶等の事業損失を未然に防止

　　　するための仮施設の設置費・撤去費及び当該施設の維持管理等に要する費用

   ④ 安全費

       イ．安全施設等に要する費用

       ロ．安全管理等に要する費用

       ハ．イからロに揚げるものの他、工事施工上必要な安全対策等に要する費用

   ⑤ 役務費

       イ．土地の借上げに要する費用

       ロ．電力、用水等の基本料

       ハ．電力設備用工事負担金

   ⑥ 技術管理費

       イ．品質管理のための試験等に要する費用

       ロ．出来形管理のための測量等に要する費用

       ハ．工程管理のための資料の作成に要する費用

       ニ．完成図書、設備管理台帳等の作成及び電子納品等に要する費用

       ホ．イからニに揚げるものの他、技術管理上必要な資料の作成に要する費用
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　 ⑦ 営繕費

       イ．現場事務所、倉庫及び材料保管場の営繕に要する費用

       ロ．労働者宿舎の営繕に要する費用又は、労働者の宿泊に要する費用

       ハ．労働者の輸送に要する費用

       ニ．営繕費に係る敷地の借上げ費用

(2) 現場管理費

　　　　工事を施工するに当り、工事を管理するために必要な共通仮設費以外の費用である。

   ① 労務管理費

        現地採用の労働者及び事務員に係る次の費用

      イ．募集及び解散に要する費用（赴任旅費及び解散手当を含む）

      ロ．慰安、娯楽及び厚生に要する費用

      ハ．直接工事費及び共通仮設費に含まれない作業用具及び作業用被服の費用

      ニ．賃金以外の食事、通勤等に要する費用

      ホ．労災保険法等による給付以外に災害時に事業主が負担する費用

   ② 事務員給料手当等

　　　  現地採用の事務員の給料、諸手当（危険手当、通勤手当等）及び賞与

　 ③ 退職金

        現地採用の事務員に係る退職金及び退職給与引当金繰入額

   ④ 事務用品費

        現地における事務用消耗品、新聞、参考図書等の購入費

   ⑤ 通信交通費

        現地における通信費、交通費及び旅費

   ⑥ 交際費

        現場への来客等の応対に要する費用

   ⑦ 法定福利費

        現地採用の労働者及び事務員に関する労災保険料、雇用保険料・健康保険料及び厚生

　　　年金保険料の法定の事業主負担額並びに建設業退職金共済制度に基づく事業主負担額

   ⑧ 福利厚生費

        現地採用の事務員に係る慰安娯楽、貸与被服、医療、慶弔見舞い等福利厚生、文化活

      動等に要する費用

   ⑨ 安全訓練等に要する費用

　　　  現地における安全、衛生に要する費用及び研修訓練等に要する費用

   ⑩ 保険料

        自動車保険（機械器具等損料に計上された保険料は除く）、工事保険、組立保険、法定

      外の労災保険、火災保険、その他の損害保険の保険料

   ⑪ 租税公課

        固定資産税、自動車税、軽自動車税等の租税公課

      ただし機械経費の機械器具等損料に計上された租税公課は除く
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   ⑫ 補償費

        工事施工に伴って通常発生する物件等の毀損の補償費及び騒音、振動、濁水、交通等

      による事業損失に係る補償費。ただし臨時にして巨額なものは除く

   ⑬ 据付外注経費

        据付工事を専門工事業者等に外注する場合に必要となる経費

   ⑭ 工事登録費

       工事実績の登録等に要する費用

　 ⑮ 雑費

　　　 ①から⑭までに属さない諸費用

(3) 据付間接費

　　　　据付工事部門等を管理運営するために要する費用である。

   ① 間接工・管理業務者の給料手当及び機械設備据付工の退職金等

　　　　据付工事部門等の間接工・管理業務に従事した従業員（現場代理人を含む）に支払

      われる基準内給与、通勤手当、諸手当、賞与、退職金及び退職給与引当金繰入額並び

      に機械設備据付工に支払われる退職金及び退職給与引当金繰入額

　 ② 事務用品費

        据付工事部門等の事務用消耗品、新聞、参考図書等の購入費

　 ③ 交通通信費

        据付工事部門等の従業員の通信費、交通費及び旅費

   ④ 会議費

        据付工事部門等の会議に要する費用

   ⑤ 交際費

        据付工事部門等の来客等の応対に要する費用

   ⑥ 法定福利費

        据付工事部門等の従業員に関する労災保険料、雇用保険料、健康保険料及び厚生年金

      保険料の法定の事業主負担額

   ⑦ 福利厚生費

        据付工事部門等の従業員に係わる慰安娯楽、貸与被服、医療、慶弔見舞い等福利厚生

      文化活動等に要する費用

   ⑧ 動力用水光熱費

        据付工事部門等の電気料、水道料、ガス料、重油等燃料費等に要する費用

   ⑨ 印刷製本費

        据付工事部門等の資料のコピー、写真、印刷製本等に要する費用

   ⑩ 教育訓練費

        据付工事部門等の技能養成、啓発、資格取得、安全訓練等に要する費用

   ⑪ 地代家賃

        据付工事部門等の土地、建物等の借地借家料に要する費用

   ⑫ 保険料

        据付工事部門等の建物、機械、自動車等の損害保険料、火災保険に要する費用
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   ⑬ 租税公課

        固定資産税、自動車税、軽自動車税等の租税公課

      ただし機械経費の機械器具等損料に計上された租税公課は除く

   ⑭ 雑費

        ①から⑬に属さない諸費用

 1.4.3 設計技術費

1) システム設計に係る従業員並びに間接工の給料手当等

 　　  製作品・機器の製造設計以外のシステム設計等に直接従事した従業員並びに間接工の 　　  製作品・機器の製造設計以外のシステム設計等に直接従事した従業員並びに間接工の

    基準内給与、通勤手当、諸手当、賞与、退職金及び退職給与引当金繰入額。    基準内給与、通勤手当、諸手当、賞与、退職金及び退職給与引当金繰入額。

2) システム設計に係る管理費等

　　   システム設計等に関して設計部門を管理運営するために要する備品、消耗品、事務用品費、　　   システム設計等に関して設計部門を管理運営するために要する備品、消耗品、事務用品費、

    維持修繕費、通信交通費、会議費、交際費、法定福利費、福利厚生費、動力用水光熱費、    維持修繕費、通信交通費、会議費、交際費、法定福利費、福利厚生費、動力用水光熱費、

    印刷製本費、教育訓練費、雑費等の費用である。    印刷製本費、教育訓練費、雑費等の費用である。

3) 設計技術費（システム設計にかかる費用）と、製作原価における間接労務費及び工場管理費

　　で計上する製造（製作）設計にかかる費用の区分は次表のとおりとする。

設
 

計
 

計
 

算
 

書

・発注設計図書の確認 ・確定仕様に基づく製作品の設計及び検討

・製作品の詳細数量表の作成

・設計に関する打合せ資料の作成
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システム設計にかかる費用 製造（製作）設計にかかる費用

・実施仕様書、全体取扱説明書の作成 ・製作品に組込む材料・部品の注文仕様書

・最適設計、細部計画等の立案 ・製作品の強度計算書等の作成

・設計計算書の作成（開閉荷重等）

　認 等の資料作成 

・他工事（土木・建築等）との取合確 　資料の作成

　の作成

・機器単体品の注文仕様書の作成 ・鋳鍛鋼部品の製作に必要な材料手配

・システムシーケンス図の作成

　示す図面の作成（全体図、組立図等） 　詳細図の作成(部分詳細図、製作図面)

・フローシート

・工事全体及び構成機器の完成状態を ・工場で製作するために直接必要な各種

・製作品に組込む部品等の注文図書の作成

・機器単体品の注文図面の作成

・他工事（土木・建築等）との取合い

・据付工事図面(基礎図、配管配線図等)
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設計技術費で計上 間接労務費・工場管理費で計上

　確認等に必要な図面の作成

設
 

計
 

図
 

面
 

関
 

係



 1.4.4 一般管理費等

　  　一般管理費等の項目及び内容は次のとおりとする。

(1) 一般管理費

    　 施工にあたる企業の経営管理及び活動に必要な本店及び支店における経常的な費用で

　　　ある。

　 ① 役員報酬

        取締役及び監査役に対する報酬及び役員賞与（損金算入分）

   ② 従業員給料手当等

        本店及び支店の従業員に対する給料、諸手当及び賞与

   ③ 退職金

        退職給与引当金繰入額並びに退職給与引当金の対象とならない役員及び従業員に対

　　　する退職金

   ④ 事務用品費

        事務用消耗品費、固定資産に計上しない事務用備品費、新聞、参考図書等の購入費

   ⑤ 修繕維持費

        建物、機械、装置等の修繕維持費、倉庫物品の管理費等

   ⑥ 通信交通費

        通信費、交通費及び旅費

   ⑦ 交際費

        本店及び支店などへの来客等の応対に要する費用

   ⑧ 法定福利費

        本店及び支店の従業員に関する労災保険料、雇用保険料、健康保険料及び厚生年金

　　　保険料の法定の事業主負担額

   ⑨ 福利厚生費

        本店及び支店の従業員に係る慰安娯楽、貸与被服、医療、慶弔見舞等福利厚生等、

　　　文化活動等に要する費用

   ⑩ 動力、用水光熱費

        電力、水道、ガス、薪炭等の費用

   ⑪ 調査研究費

        技術研究、開発等の費用

   ⑫ 広告宣伝費

        広告、公告、宣伝に要する費用

   ⑬ 寄付金

   ⑭ 試験研究費償却

        新製品又は新技術の研究のため特別に支出した費用の償却額

   ⑮ 開発費償却

        新技術又は新経営組織の採用、資源の開発、市場の開拓のため特別に支出した費用

　　　の償却額
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　 ⑯ 地代家賃

        事務所、寮、社宅等の借地借家料

   ⑰ 保険料

        火災保険及びその他の損害保険料

   ⑱ 租税公課

        不動産取得税、固定資産税等の租税及び道路占用料、その他の公課

   ⑲ 減価償却費

        建物、車両、機械装置、事務用備品等の減価償却額

   ⑳ 契約保証費

        契約の保証に必要な費用

   ㉑ 雑費

　　　　電算等経費、社内打合せ等の費用、学会及び協会活動等諸団体会費等の費用

(2) 付加利益

　　　　施工にあたる企業が継続して経営するために必要な費用である。

　 ① 法人税、都道府県民税、市町村民税等

　 ② 株主配当金

　 ③ 役員賞与（損金算入分を除く）

　 ④ 内部留保金

　 ⑤ 支払利息割引料、支払保証料その他の営業外費用

 1.4.5 消費税等相当額

      消費税等相当額は、消費税及び地方消費税相当分の費用である。

1.5　請負工事費の積算

 1.5.1 製作原価

　　　工場製作にかかる各費目の積算は次のとおりである。

1) 直接製作費

(1) 材料費

　　 ① 直接材料費

　　　　イ．

　　　　ロ．所要量の算定は積み上げによるものとする。ただし、鋼材、ボルト、ナット、リベット等で

　　　　　実績等により標準数量の明らかなものはそれによるものとする。なお、積み上げに

　　　　　よる鋼材等の所要量は、製品質量とし原則としてネット質量の積み上げとするが、

　　　　　ボルト穴、リベット穴、スカラップ、ウインチドラムのロープ溝、ネジ溝等は、グロス質量の

　　　　　積み上げとする。

　　　ハ．単価は次のとおりとする。

　　　　ａ. 鋼材の単価

　　　　－（スクラップ単価×材料割増率×0．7）
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直接材料費＝（所要量）×（単価）

鋼材単価＝（ベース価格＋エキストラ料）×（1＋材料割増率）
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　　　　ｂ. エキストラ料は、規格エキストラ、寸法エキストラを必要に応じ加算するものとする。

　　　　ｃ. 材料割増率は表1.1によるものとする。

　　　　ｄ. スクラップ単価は原則として表1.2「スクラップの該当品目」の区分による単価を適用する。

　　　　ｅ. 鋳造品のベース価格は、鋳放し単価を採用するものとする。なお木型費は汎用な

　　　　　ものについては鋳放し単価に含めるが、特殊なものについては「直接経費」として

　　　　　別途計上するものとする。

　　　　ｆ. 鍛鋼品は、打放し（鍛造後）の単価を採用するものとする。

   　② 補助材料費

　　　　イ．

　　　　ロ．補助材料費率は各章で定めた率による。

      (補助材料の内訳)

        　接着材料、溶接材、ハンダ、酸素、アセチレンガス、油脂類（潤滑油、作動油を除く）、

　　　　補修材、釘等である。ただし、鋳造に必要なコークス、石灰石、重油等は含まない。

(2) 機器単体費

　　　　イ．

　　　　ロ．所要量の算定は積み上げによるものとする。

(3) 労務費

　　　　イ．

　　　　ロ．工数は各章に定めた値によるものとする。

　　　　ハ．機械設備製作工の１日あたりの標準賃金は、別に定めるものとする。

(4) 塗装費

　　　　イ．

              　ただし、実績等により塗装費の明らかなものはこれによってよいものとする。

　　　　ロ．塗装面積の算定は、積み上げによるものとする。ただし実績等により塗装面積の

　　　　　明らかなものはこれによってもよいものとする。

　　　　ハ．溶融亜鉛メッキ・ステンレス鋼酸洗費等防食に伴う費用は、塗装費として計上する。

(5) 直接経費

　　　　イ．個々の費目別に見積書、実績価格等の資料により決定するものとする。

　2) 間接製作費

　 (1) 間接労務費

　　　　イ．

　　　　ロ．間接労務費対象額は、直接製作費中の労務費とする。

　　　　ハ．間接労務費率は表1.3によるものとする。

　　　　ニ．複数工種を一括発注する場合の間接労務費率は、原則として各工種区分毎の

　　　　　率を適用するものとする。

塗装費＝（塗装面積）×（1㎡当りの単価）

間接労務費＝（間接労務費対象額）×（間接労務費率）

機器単体費＝（所要量）×（単価）

労務費＝（工数）×（賃金）
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　 (2) 工場管理費

　　　　イ．

　　　　ロ．工場管理費対象額は、「純製作費」から「材料費」「機器単体費」を除いた額とする。

　　　　ハ．純製作費は、「直接製作費」「間接労務費」の合計額である。

　　　　ニ．工場管理費率については表1.4によるものとする。

　　　　ホ．複数工種を一括発注する場合の工場管理費率は、原則として各工種区分毎の率を

　　　　　適用するものとする。

 1.5.2　据付工事原価

　　　据付けにかかる各費目の積算は、次のとおりとする。

1) 直接工事費

(1) 輸送費

         イ．輸送費の積算は、表1.5による。なお、これによりがたい場合は別途積み上げる。

　　　　ロ．輸送費算定時の出発地は、当該工事における入札参加業者等のうち、輸送距離が

　　　　　最も近い製作所在地とする。

　　　　ハ．継続的工事における随意契約又は変更契約等の場合の輸送起点は、前回契約

　　　　　または元契約と同一とする。

(2) 材料費

　　 ① 直接材料費

　　　　イ．

　　　　ロ．所要量の算定は積み上げによる。ただし、ボルト、ナット、リベット等で実績等により

　　　　　標準数量の明らかなものはそれによるものとする。

          （直接材料の内訳）

          　据付用鋼材、電線、電線管、鋼管、銅管等

     ② 補助材料費

　　　　イ．

　　　　ロ．補助材料費率は各章で定めた率による。

        （補助材料の内訳）

        接着材料、溶接材、ハンダ、酸素、アセチレンガス、くぎ等

(3) 労務費

　　　　イ．

　　　　ロ．工数は各章で定めた値によるものとする。

　　　　ハ．機械設備据付工の１日あたりの標準賃金は別に定めるものとする。

　　　　ニ．機械設備据付工以外の労務費は、「公共工事設計労務単価」による。

補助材料費＝（補助材料費対象額）×（補助材料費率）

労務費＝（工数）×（賃金）

工場管理費＝（工場管理費対象額）×（工場管理費率）

直接材料費＝（所要量）×（単価）
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 　(4) 塗装費

　　　　イ．

　　　　　　　ただし、実績等により塗装費の明らかなものはこれによってよいものとする。

　　　　ロ．塗装面積の算定は、積み上げによるものとする。

　　　　　　　ただし実績等により塗装面積の明らかなものはこれによってよいものとする。

　　　　ハ．ステンレス鋼酸洗費等防食に伴う費用は、塗装費として計上する。

　 (5) 直接経費

　　　　イ．個々の費目別に見積書、実績価格、標準料金等の資料により決定するものとする。

　　　　　なお、機械経費は国土交通省土木工事積算基準「請負工事機械経費積算要領」又

　　　　　は「建設機械等賃料積算基準」等によるものとする。

　　　　ロ．機械経費として計上するラフテレーンクレーン、空気圧縮機、発動発電機等の経費

　　　　　は国土交通省土木工事積算基準「建設機械等賃料積算基準」によることを標準とする。

 　(6) 仮設費

　　　　　現場条件等を適確に把握することにより、必要額を適正に積み上るものとする。

　　　　なお、積上げ計上した場合は特記仕様書に明示するものとする。

　　　　また、別途工事と並行作業となるような場合は、必要に応じてその区分を特記仕様書

　　　　に明示し重複計上のないようにするもとする。

　　　　イ．交通誘導警備員及び機械の誘導員等の交通管理に要する費用

　　　　ロ．その他、現場条件等により積上げを要する費用

2) 間接工事費

(1) 共通仮設費

　　　　①

　　　　　　　　　　＋（積上げによる費用）

　　　　② 共通仮設費対象額は「直接工事費」「事業損失防止施設費」「（無償貸付機械等

　　　　　評価額＋支給品費）」「準備費に含まれる処分費」の合計額とする。

　　　　③ 直接工事費とは据付工事原価中の「輸送費」「材料費」「労務費」「塗装費」「直接

　　　　　経費」「仮設費」の合計額とする。

　　　　④ 無償貸付機械等評価額及び支給品費は「直接工事費」「事業損失止施設費」に

　　　　　含まれるものを対象とする。

　　　　⑤ 共通仮設費率は表1.6によるものとする。

　　　　⑥ 複数工種を一括発注する場合の共通仮設費率は、原則として主たる工種区分の

　　　　　率を適用するものとする。なお、主たる工種区分と共通仮設費対象額が大きい方の

　　　　　工種区分をいう。
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塗装費＝（塗装面積）×（1㎡当りの単価）

共通仮設費＝（共通仮設費対象額）×（共通仮設費率）

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 １ 章　総則



         ⑦ 施工地域を考慮した共通仮設費率の補正及び計算

　　　　　ａ 次表の適用条件に該当する場合、施工地域、工事場所を考慮した共通仮設費率の

　　　　　　補正は、表－1.6の共通仮設費率に次表の補正係数を乗じるものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域補正の適用

１．２ ３

　　　（注）１　施工地域の区分は以下のとおりとする。

　　　　　　　　市街地：施工地域が人口集中地区（DID 地区）及びこれに準ずる地区をいう。

　　　　　　　　　　　　　なお、DID 地区とは、総務省統計局国勢調査による地域別人口密度が

　　　　　　　　　　　　　4,000人／ km2以上でその全体が5,000 人以上となっている地域をいう。

　　　　　ｂ　適用条件の複数に該当する場合の取扱い

　　　　　　適用条件の複数に該当する場合は、適用優先順に従い決定するものとする。

　　　　　ｃ　その他

　　　　　　設計変更時における共通仮設費率の補正については、工事区間の延長等により当初

　　　　　　計上した補正値に増減が生じた場合、あるいは当初計上していなかったが、上記条件

　　　　　　の変更により補正出来ることとなった場合は設計変更の対象として処理するものとする。
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一般交通影響有り
（１）

全ての工種（注１）

２車線以上（片側１車線以上）かつ交通量が
5,000台/日以上の車道において規制を行う
場合。ただし、常時全面通行止めの場合は
対象外とする。

１．３ １

施工地域区分 工種区分 対象

適用条件 補正
係数

適用
優先

一般交通影響有り
（２）

全ての工種（注１）
一般交通影響有り（１）以外の車道におい
て、規制を伴う場合。（常時全面通行止めの
場合を含む。）

１．２ ２
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　　　　⑧ 運搬費　　　　⑧ 運搬費

　　　　　イ．共通仮設費率に含まれる運搬費は次のとおりとする。　　　　　イ．共通仮設費率に含まれる運搬費は次のとおりとする。

　　　　　　ａ．建設機械の自走による運搬（油圧伸縮ジブ型80t以上は、積み上げるものとする。）　　　　　　ａ．建設機械の自走による運搬（油圧伸縮ジブ型80t以上は、積み上げるものとする。）

　　　　　　ｂ．質量20ｔ未満の建設機械の搬入、搬出及び現場内小運搬（分解・組立を含む。）　　　　　　ｂ．質量20ｔ未満の建設機械の搬入、搬出及び現場内小運搬（分解・組立を含む。）

　　　　　　ｃ．質量20ｔ以上の建設機械の現場内小運搬　　　　　　ｃ．質量20ｔ以上の建設機械の現場内小運搬

　　　　　　　ただし、特殊な現場条件等により分解・組立を必要とする場合は別途加算出来る　　　　　　　ただし、特殊な現場条件等により分解・組立を必要とする場合は別途加算出来るも

　　　　　　　ものとする。　　　　　　　のとする。

　　　　　　ｄ．ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ（油圧伸縮ジブ型20～50t吊）・ラフテレーンクレーン（油圧伸縮ジブ型　　　　　　ｄ．ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ（油圧伸縮ジブ型20～50t吊）・ラフテレーンクレーン（油圧伸縮ジブ型

　　　　　　　20～70t吊）の分解、組立及び輸送に要する費用　　　　　　　20～70t吊）の分解、組立及び輸送に要する費用

　　　　　　ｅ．建設機械等（重建設機械を含む）の日々回送（分解・組立、輸送）に要する費用　　　　　　ｅ．建設機械等（重建設機械を含む）の日々回送（分解・組立、輸送）に要する費用

　　　　　　ｆ．機材等（型枠材、支保材、足場材、敷鉄板（敷鉄板設置撤去工で積上げた分は除く）、　　　　　　ｆ．機材等（型枠材、支保材、足場材、敷鉄板（敷鉄板設置撤去工で積上げた分は除

　　　　　　　トレミー管等）の搬入、搬出及び現場内小運搬　　　　　　　く）、トレミー管等）の搬入、搬出及び現場内小運搬

        　ロ．積み上げ積算による運搬費は次のとおりとし、工事施工上必要なものを適正に        　ロ．積み上げ積算による運搬費は次のとおりとし、工事施工上必要なものを適正に

　　　　　　積み上げるものとする。　　　　　　積み上げるものとする。

　　　　　　ａ．質量20ｔ以上の建設機械の貨物自動車等による運搬　　　　　　ａ．質量20ｔ以上の建設機械の貨物自動車等による運搬

　　　　　　　ただし、建設機械の日々回送の場合は、共通仮設費率に含む。　　　　　　　ただし、建設機械の日々回送の場合は、共通仮設費率に含む。

　　　　　　ｂ．仮設材等（鋼矢板、H形鋼、覆工板、敷鉄板等）の運搬　　　　　　ｂ．仮設材等（鋼矢板、H形鋼、覆工板、敷鉄板等）の運搬

　　　　　　　ただし、敷鉄板については敷鉄板設置撤去工で積上げた敷鉄板を対象とする。　　　　　　　ただし、敷鉄板については敷鉄板設置撤去工で積上げた敷鉄板を対象とする。

　　　　　　ｃ．重建設機械の分解、組立及び輸送に要する費用　　　　　　ｃ．重建設機械の分解、組立及び輸送に要する費用

　　　　　　　ただし、トラッククレーン（油圧伸縮ジブ型20～50t吊）・ラフテレーンクレーン　　　　　　　ただし、トラッククレーン（油圧伸縮ジブ型20～50t吊）・ラフテレーンクレーン

　　　　　　　（油圧伸縮ジブ型20～70t吊を除く。）　　　　　　　（油圧伸縮ジブ型20～70t吊を除く。）

　　　　　　ｄ．賃料適用のトラッククレーン（油圧伸縮ジブ型80t吊以上）及びクローラクレーン　　　　　　　ｄ．賃料適用のトラッククレーン（油圧伸縮ジブ型80t吊以上）及びクローラクレーン　

　　　　　　　（油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型35t吊以上）の分解組立時にかかる本体賃料及び　　　　　　　（油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型35t吊以上）の分解組立時にかかる本体賃料及

　　　　　　　運搬中の本体賃料　　　　　　　び運搬中の本体賃料

　　　　　　ｅ．上記以外の質量20t以上の建設機械の損料適用機械の運搬中の本体損料　　　　　　ｅ．上記以外の質量20t以上の建設機械の損料適用機械の運搬中の本体損料

　　　　　　ｆ．その他工事施工上必要な建設機械器具の運搬等に要する費用　　　　　　ｆ．その他工事施工上必要な建設機械器具の運搬等に要する費用

　　　　　　g．上記イ．及びロ．ａ～ｆにおける自動車航送船使用料に要する費用　　　　　　g．上記イ．及びロ．ａ～ｆにおける自動車航送船使用料に要する費用

　　　　　　　　（運搬中の本体賃料・損料を含む。）　　　　　　　　（運搬中の本体賃料・損料を含む。）
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　　　　⑨ 準備費

　　　　　イ．共通仮設費率に含まれる準備費は、次のとおりとする。

　　　　　　ａ．工事着手前の基準点測量等や工事着手時の準備費用

　　　　　　ｂ．完成時の後片付け費用

　　　　　ロ．据付工数に含まれているものは、次のとおりとする。

　　　　　　  施工期間中における準備、後片付け費用

　　　　　ハ．積み上げ積算による準備費は次のとおりとする。

　　　　　　  伐開、除根、除草、整地、段切り、すり付け等に要する費用

　　　　　　　　この場合は特記仕様書に明示し積み上げ積算するものとする。

　　　　⑩ 事業損失防止施設費

　　　　　　現場条件等を的確に把握することにより、必要額を適正に積み上げるものとする。

            ａ．工事施工に伴って発生する騒音、振動、地盤沈下、地下水の断絶等に起因

　　　　　　する事業損失を未然に防止するための仮施設の設置費、撤去費及び当該仮施設

　　　　　　の維持管理等に要する費用

            ｂ．事業損失を未然に防止するために必要な調査等に要する費用

　　　　⑪ 安全費

　　　　　イ．共通仮設費率に含まれる安全費は、次のとおりとする。　　　　　　　　　

　　　　　　ａ．工事地域内全般の安全管理上の監視、あるいは連絡等に要する費用

           　ｂ．不稼働日の保安要員等の費用

　　　　　　ｃ．安全用品等の費用

　　　　　　ｄ．安全委員会等に要する費用

　　　　　　ｅ．標示板、標識、保安燈、防護柵、バリケード、架空線等事故防止対策簡易

　　　　　　ゲート、照明等の安全施設類の設置、撤去、補修に要する費用及び使用期間

 　　　　　　中の損料

　　　　　ロ．積み上げ積算による安全費は次のとおりとし、現場条件等を適確に把握する

　　　　　　ことにより、必要額を適正に積み上げるものとする。

　　　　　　なお積み上げ計上した場合は特記仕様書に明示するものとする。

　　　　　　ａ．鉄道等に近接した工事現場における出入口等に配置する安全管理要員等に

　　　　　　　要する費用

　　　　　　ｂ．夜間作業を行う場合における照明に要する費用

　　　　　　ｃ．酸素欠乏症の予防に要する費用

　　　　　　ｄ．河川、海岸工事等における救命艇に要する費用

　　　　　　ｅ．粉塵作業の予防に要する費用

　　　　　　ｆ．高圧作業の予防に要する費用

　　　　　　ｇ．長大トンネル等における防火安全対策に要する費用（工事用連絡設備含む）

　　　　　　ｈ．バリケード、転落防止柵、照明、工事標識等の美装化に要する費用

　　　　　　ｉ．その他、現場条件等により積み上げを要する費用
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　　　　⑫ 役務費

　　　　　　現場条件等を適確に把握することにより必要額を適正に積み上げるものとする。

            ａ．土地の借上げ等に要する費用

            ｂ．電力、用水等の基本料

            ｃ．電力設備用工事負担金

　　　　⑬ 技術管理費

　　　　　イ．共通仮設費率に含まれる技術管理費は次のとおりとする。

　　　　　　ａ．据付けにおいて施工管理に必要な試験に要する費用

　　　　　　ｂ．据付けにおける出来形管理のための測量、計測、図面作成に要する費用

　　　　　　ｃ．据付けにおける品質管理のための資料の作成に要する費用

　　　　　　ｄ．据付けにおける工程、出来形、品質管理の確認等に必要な写真管理に要する費用

　　　　　　ｅ．据付けにおける工程管理のための資料の作成等に要する費用

　　　　　　ｆ．現場据付試運転報告書等の作成に要する費用

　　　　　　ｇ．据付けにおける完成図書等の作成に要する費用

　　　　　　ｈ．据付けにおける塗装膜厚施工管理に要する費用

　　　　　　ｉ．据付けにおける施工管理で使用するＯＡ機器の費用

             ｊ．品質証明に係る費用（品質証明費）

             ｋ．情報共有システムに係る費用（登録料及び使用料）

　　　　　ロ．積み上げ積算による技術管理費は次のとおりとし、必要額を適正に積み上げるもの

　　　　　　　とする。なお、積み上げ計上した場合は特記仕様書に明示するものとする。

　　　　　　ａ．施工管理項目以外の試験等特別な品質管理に要する費用

　　　　　　ｂ．施工実態調査及び諸経費動向調査に要する費用

　　　　　　　 調査に要する費用とし、その費用については、設計技術費のみ非対象とする。

　　　　　　ｃ．その他現場条件等により積み上げを要する費用

　　　　　　ｄ．上記以外に特に技術的判断に必要な資料の作成に要する費用

　　　　　ハ．上記イ　ｋ.について、阪神高速道路(株)の情報共有システム(Hi-TeLus)を利用する

　　　　　　　場合は、「本章 1.5.2　据付工事原価　2) 間接工事費　 (1) 共通仮設費　⑤」により

　　　　　　　算出された額から、工期分の利用料を控除する。

　　　　⑭ 営繕費

　　　　　イ．共通仮設費率に含まれる営繕費は次のとおりとする。

　　　　　　ａ．現場事務所等の営繕(設置、撤去、維持、補修)に要する費用

　　　　　　ｂ．労働者宿舎の営繕(設置、撤去、維持、補修)に要する費用又は、労働者が旅館

　　　　　　　等に宿泊した場合の宿泊に要する費用

　　　　　　ｃ．倉庫及び材料保管場の営繕(設置、撤去、維持、補修)に要する費用

　　　　　　ｄ．営繕費に係る土地・建物の借上げに要する費用

　　　　　　ｅ．労働者の輸送に要する費用

　　　　　ロ．積み上げ積算による営繕費は次のとおりとし、必要額を適正に積み上げるもの

　　　　　　　とする。なお、積み上げ計上した場合は特記仕様書に明示するものとする。

             ａ．監督員詰所の営繕(設置、撤去、維持、補修)に要する費用　　　　　　

　　　　　　ｂ．特別に必要な製作品の現場における保管倉庫の営繕(設置、撤去、維持、補修)

　　　　　　　に要する費用
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　　　　　　ｃ．現場事務所、監督員詰所等の美装化、シャワーの設置、トイレの水洗化等に要す

　　　　　　　る費用

　　　　　　ｄ．工事施工上、特別に必要な営繕等に要する費用

(2) 現場管理費

　　　　イ． 

　　　　ロ．現場管理費対象額は「純工事費」「（無償貸付機械等評価額＋支給品費）」の合計

　　　　　　額とする。

　　　　ハ．純工事費とは「直接工事費」「共通仮設費」の合計額とする。

　　　　ニ．無償貸付機械等評価額及び支給品費は、「直接工事費」「事損失防止施設費」に

　　　　　　含まれるものを対象とする。

　　　　ホ．現場管理費率は表1.7によるものとする。

　　　　ヘ．複数工種を一括発注する場合の現場管理費は、原則として主たる工種区分の率

　　　　　　を適用するものとする。なお、主たる工種区分は、現場管理費対象額が大きい方

　　　　　　の工種区分という。

　　　　ト．施工地域、工事場所を考慮した現場管理費率の補正及び計算　　　　　

　　　　　　ａ. 施工地域、工事場所を考慮した現場管理費率の補正は、表－1.7の現場管理

　　　　　　　費率に次表の補正係数を乗じるものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域補正の適用

１．１ ３

　　　（注）１　施工地域の区分は以下のとおりとする。

　　　　　　　　市街地：施工地域が人口集中地区（DID 地区）及びこれに準ずる地区をいう。

　　　　　　　　　　　　　なお、DID 地区とは、総務省統計局国勢調査による地域別人口密度が

　　　　　　　　　　　　　4,000人／ km2以上でその全体が5,000 人以上となっている地域をいう。

　　　　　ｂ　適用条件の複数に該当する場合の取扱い

　　　　　　適用条件の複数に該当する場合は、適用優先順に従い決定するものとする。

　　　　　ｃ　その他

　　　　　　設計変更時における共通仮設費率の補正については、工事区間の延長等により当初

　　　　　　計上した補正値に増減が生じた場合、あるいは当初計上していなかったが、上記条件

　　　　　　の変更により補正出来ることとなった場合は設計変更の対象として処理するものとする。

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 １ 章　総則

現場管理費＝（現場管理費対象額）×（現場管理費率）

一般交通影響有り
（１）

全ての工種（注１）

２車線以上（片側１車線以上）かつ交通量が
5,000台/日以上の車道において規制を行う
場合。ただし、常時全面通行止めの場合は
対象外とする。

１．１ １

施工地域区分 工種区分 対象

適用条件 補正
係数

適用
優先

一般交通影響有り
（２）

全ての工種（注１）
一般交通影響有り（１）以外の車道におい
て、規制を伴う場合。（常時全面通行止めの
場合を含む。）

１．１ ２
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市街地（DID 補正） 全ての工種（注１） 市街地部が施工箇所に含まれる場合。



(3) 据付間接費

　　　　イ．

　　　　ロ．据付間接費対象額とは、直接工事費中の労務費のうち「機械設備据付工労務費」

　　　　　　のみを対象とする。なお、危険付手当、夜間割増等を含んだ価格とする。

　　　　ハ．据付間接費率は表1.8によるものとする。

　　　　ニ．複数工種を一括発注する場合の据付間接費は、原則として主たる工種区分の

　　　　　　率を適用するものとする。なお主たる工種区分とは、据付間接費対象額が大きい方の

　　　　　　工種区分をいう。また鋼製付属設備の率は鋼製付属設備単独工事の場合に適用する。

　1.5.3 設計技術費

　　　　イ．   　　　

　　　　ロ．設計技術費対象額は「製作原価」「据付工事原価」の合計額とする。

　　　　ハ．標準設計技術費率は表1.9によるものとする。

　　　　ニ．詳細設計付き施工発注方式の場合も、表－1.9の標準設計技術費率によるものとする。

　　　　ホ．複数工種を一括発注する場合の設計技術費は、原則として主たる工種区分の

　　　　　率を適用するものとする。なお主たる工種区分と設計技術費対象額が大きい方の工種

　　　　　区分をいう。また鋼製付属設備の率は鋼製付属設備単独工事の場合に適用する。

　1.5.4 一般管理費等

　　　　イ．

　　　　ロ． 一般管理費等率は次式により算定した値とする。

　　　　ハ．標準一般管理費率等は表1.10によるものとする。

　　　　ニ．前払金支出割合補正係数は表1.11によるものとする。   

　　　　ホ．機器単体費補正係数は表1.12によるものとする。   

　　　　ヘ．契約保証にかかる費用は別途積算する。

　1.5.5 消費税等相当額

　　　消費税等相当額は工事価格に消費税及び地方消費税の税率を乗じて得た額とする。

　1.5.6 材料等の価格等の取扱い

(1) 工事価格に係る各費目の積算に使用する材料等の価格等は、消費税等相当額を含ま

      ないものとする。
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据付間接費＝（据付間接費対象額）×（据付間接費率）

一般管理費等率＝（標準一般管理費等率）×（機器単体費補正係数）
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設計技術費＝（設計技術費対象額）×（設計技術費率） 

一般管理費等＝(工事原価)×(一般管理費等率)



　1.5.7 支給品の取扱い

(1) 支給品とは設備の製作、据付けに際して別途契約により取得した直接材料、電力、機器

　　　単体品、製作品等を受注者に支給するものをいう。

(2) 支給品の現場管理費に対する取扱は次のとおりとする。

　　　　　イ．直接材料、電力は全額を現場管理費算定の対象とする。

　　　　　ロ．機器単体品費及び製作品費等は現場管理費算定の対象としない。

(3) 支給品は一般管理費等の算定の対象としない。

　1.5.8 「処分費等」の取扱い

   　 「処分費等」とは、下記のものとし、「処分費等」を含む工事の積算は、当該処分費等を

　　直接工事費に計上し、間接工事費等の積算は次表のとおりとする。

1）処分費（再資源化施設の受入費を含む）

2）上下水道料金

3）有料道路利用料

処分費等の対象表

（注）１．上表の処分費等は、準備費に含まれる処分費を含むものとする。

　　　　なお、準備費に含まれる処分費は、伐開、除根等に伴うものである。

      ２．上表により難い場合は別途考慮するものとする。

      ３．設計技術費については、処分費等を率計算の対象としない。

      ４．上下水道料金を工事費に計上する場合は、使用量を確認するためのメーター

　　　　等を設置し、実費精算を基本とする。但し、この場合は、全経費対象外とする。
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区　　分
処分費等が「共通仮設費対象額
（Ｐ）」の３％以下かつ処分費等が３
千万円以下の場合

処分費等が「共通仮設費対象額
（Ｐ）」の３％を超える場合又は処分
費等が３千万円を超える場合
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現場管理費

一般管理費等

共通仮設費

全額を率計算の対象とする。

処分費等は「共通仮設費対象額
（Ｐ）」の３％の金額を率計算の対象
とし、３％を超える金額は、率計算の
対象としない。ただし、対象となる金
額は３千万円を上限とする。



　1.5.9 間接労務費、工場管理費の項目別対象表

○　：　対象とする　　　　×　：　対象としない

　1.5.10 共通仮設費、現場管理費の項目別対象表

○　：　対象とする　　　　×　：　対象としない
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機　器　単　体　費 × ×

材　料　費 × ×

項　　目 間接労務費 工場管理費

直　接　経　費 × ○

塗　装　費 × ○

労　務　費 ○ ○

機器単体費

間接製作費
間接労務費 － ○

輸　送　費　 × ×

支給品費

直接材料 × ×

工場管理費 × －

製作費 × ×

輸　送　費 ○ ○

項　　目 共通仮設費 現場管理費

× ×

電力 × ×

塗　装　費 ○ ○

労　務　費 ○ ○

材　料　費 ○ ○

間接工事費

共通仮設費 － ○

仮　設　費 ○ ○

直　接　経　費 ○ ○

据付間接費 － ×

事業損失防止施設費 ○ ○

支給品費

直接材料 ○ ○

現場管理費 － －

機器単体費 × ×

電力 ○ ○
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無償貸付機械等評価額 ○ ○

製作費 × ×



　1.5.11 設計技術費、一般管理費等の項目別対象表

○　：　対象とする　　　　×　：　対象としない　　　　※　：　補正有

製
 

作
 

原
 

価

材　料　費 ○ ○
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項　　目 設計技術費 一般管理費等

労　務　費 ○ ○

機　器　単　体　費 ○ 　 ○※

直　接　経　費 ○ ○

塗　装　費 ○ ○

間接製作費
間接労務費 ○ ○

工場管理費 ○ ○

材　料　費 ○ ○据
 

付
 

工
 

事
 

原
 

価

輸　送　費 ○ ○

塗　装　費 ○ ○

労　務　費 ○ ○

間接工事費

共通仮設費 ○ ○

仮　設　費 ○ ○

直　接　経　費 ○ ○

無償貸付機械等評価額 × ×

現場管理費 ○ ○

据付間接費 ○ ○

直接材料 ○ ×

電力 × ×

 設 計 技 術 費 － ○
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製作費 × ×

支給品費
機器単体費 × ×



（注）　ステンレス鋼板で機械加工を伴う場合の材料割増率は、２５％とする。

（注）表以外の材料は、別途当該材質の品目を適用する。
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表1.1　材料割増率

 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 １２

 鋼板、ｽﾃﾝﾚｽｸﾗｯﾄﾞ鋼板 １２

材　料　名 割増率(%) 備　　考

 ｽﾃﾝﾚｽ平鋼、ｽﾃﾝﾚｽ形鋼

 形鋼、平鋼、
１０

 銅板 ２５

 炭素鋼 １５ ポンプ主軸に適用

 鋼管、銅管等の管材 １０

 棒鋼、ｽﾃﾝﾚｽ鋼棒等の棒材・丸鋼 ２０ 鉄筋、PC鋼棒は含まない

 鋳鋼 ３０

 鋳鉄 １０ ﾎﾟﾝﾌﾟｹｰｼﾝｸﾞ吸吐出管に適用

 鋳鉄 ２０

 ステンレス鋳鋼 ２０ ﾎﾟﾝﾌﾟ羽根車に適用

 鋳鋼 ２０ ﾎﾟﾝﾌﾟ羽根車に適用

 鍛造 ３０

 銅合金鋳物 ２０ ﾎﾟﾝﾌﾟ羽根車に適用

 銅合金鋳物 ４０

 アルミニウム合金　形材・管材 １０

 アルミニウム合金　板材 １２

 アルミニウム合金鋳物 ２０ 換気設備のﾌｧﾝﾛｰﾀに適用

 鋼板、ｽﾃﾝﾚｽｸﾗｯﾄﾞ鋼板  ﾍﾋﾞｰH1

表1.2　スクラップの該当品目

材　　料　　名 備　　　　考

 形鋼、平鋼  ﾍﾋﾞｰH1

 ｽﾃﾝﾚｽ平鋼、ｽﾃﾝﾚｽ形鋼  銅板　　 ：銅くず（並）

 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板、銅板、  ｽﾃﾝﾚｽ鋼板：ｽﾃﾝﾚｽ新断

 鋳鉄  銑ﾀﾞﾗｲ粉A

 鋼管、銅管等の管材
 鋼管：ﾍﾋﾞｰH1

 銅管：銅くず（並）

 棒鋼、ｽﾃﾝﾚｽ棒鋼等の棒材、丸鋼
 普通棒鋼・丸鋼    ：鋼ﾀﾞﾗｲ粉A

 ｽﾃﾝﾚｽ棒鋼・丸鋼：ｽﾃﾝﾚｽ新断

 鍛鋼  鋼ﾀﾞﾗｲ粉A

 銅合金鋳物  黄、青銅くず　鋳物（並）

 鋳鋼  鋼ﾀﾞﾗｲ粉A
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 アルミニウム合金鋳物  アルミくず　機械鋳物



（注）１．輸送費[円]の算定式において、「x」は「xの定義」によるものとし、[D]は想定輸送距離

　　　  [km]、「対象設備質量」は輸送品の質量［ｔ］とする。なお、輸送費[円]は1,000円未満を

　　　 切り 捨てるものとする。

    　２．各算定式は、各章で定める構成機器全ての輸送費である。

　　  ３．消融雪設備は、プレキャスト製品の輸送には適用しないものとし、別途積上げによる。

    　４．「鋼製付属設備」の算定式は、鋼製付属設備単独の工事に適用するものとし、他の

　　　  設備の算定式には付随する鋼製付属設備（手摺、防護柵、タラップ及び埋設する据付

　　　  架台等）を含んでいる。

表1.3　間接労務費率

機械設備名 間接労務費率（％） 備　　　　考
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 鋼製付属設備、消融雪設備 ６０

 トンネル換気設備 ９０

 トンネル換気設備 ３５

表1.4　工場管理費率

機械設備名 工場管理費率（％） 備　　　　考

表1.5　新設工事輸送費

区　　分 輸送費[円] 「x」の定義

 鋼製付属設備、消融雪設備 ２５

ブースターファン 　　　　　　　×基数
トンネル換気設備

ジェットファン・ 　y＝(0.23x－72)×D＋176,000 　ファン口径[mm]

　(適用範囲：
       x≧1000)

トンネル非常用設備 消火設備 　y=73.9x×D＋170,000 　対象設備質量[t]

融雪設備  　y=337x＋24,000   融雪面積[㎡]

消融雪設備

消雪設備（散・送水
管）

　 y=71.5x＋25,000
散・送水管の延長

[m]

消雪設備（ケーシン
グ管・ストレーナ･揚
水管）

　 y=348x＋73,000
ケーシング管＋
ストレーナ＋揚水
管の延長[m]

道路排水設備 　y=(0.85x＋44)×D＋103,000
　ポンプ口径
    [mm]×台数

車両重量計設備
重量計

　(x×D＜1,500の場合)

　 y=83.9x×D＋51,000 　対象設備質量[t]

軸重計  　y=75.1x×D＋140,000 　対象設備質量[t]

 　y=37.8x×D＋116,000

　(x×D≧1,500の場合)
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鋼製付属設備  　y=38.3x×D＋81,000 　対象設備質量[t]

遠方監視操作制御設備  　y=89.9x×D＋98,000 　対象設備質量[t]



（注）Ｋrの値は小数点以下第3位を四捨五入して第2位止めとする。

（注）ＪＯの値は小数点以下第3位を四捨五入して第2位止めとする。

　３００万円以下 ２４．０１％

対象額 共通仮設費率

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 １ 章　総則

表1.6　共通仮設費率

　　　　Ｐ ：対象額（円）

　３００万円を超え2億円以下 　　　　Ｋr：共通仮設費率（％）

　　　　Ｋr＝762.79Ｐ -0.2319

　３００万円以下 ２２．７６％

表1.7　現場管理費率

対象額 現場管理費率

　2億円を超えるもの ９．０７％

　2億円を超えるもの １７．７１％

　　　　Ｐ：対象額（円）

　３００万円を超え2億円以下 　　　　ＪＯ：現場管理費率（％）

　 　　　　ＪＯ＝55.45Ｐ -0.0597

トンネル換気設備

１１０

表1.8　据付間接費率

機械設備名 据付間接費率（％） 備　　考

鋼製付属設備 ６５ 単独工事に適用

道路排水設備 ９０

トンネル非常用施設

車両重量計設備

消融雪設備
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　適用

　　　区分

　工種区分

　適用

　　　区分

　工種区分

※鋼製付属設備の率は単独工事に適用する。

　　　　算定式

　　　　　　　Ｓe＝Ａ・Ｐ
ｂ

         　　　 ただし　Ｓe：標準設計技術費率（％）

                 　　　　  Ｐ ：対象額（円）

　　　　　　　        　Ａ･b：変数値

　     （注）Ｓeの値は、小数点以下第３位を四捨五入して第２位止めとする。

表1.9　設計技術費率

  対象額　 １０００万円 １０００万円を超え１０億円以下 １０億円を
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以下 超えるもの

（％） （％） （％） （％）

Ａ ｂ

以下 超えるもの

下記の率
    とする

下記の算定式により算出され
た率とする。ただし変数値は
Ａ、ｂによる。

下記の率
    とする

  対象額　 ５００万円 ５００万円を超え２億円以下 ２億円を

トンネル換気設備 ２．７７ ４７．９２５ －０．１７６９ １．２３

Ａ ｂ

下記の率
    とする

下記の算定式により算出され
た率とする。ただし変数値は
Ａ、ｂによる。

下記の率
    とする

トンネル非常用施設 ３．２１ ４３．５３０ －０．１６９０ １．７２

（％） （％） （％） （％）

車両重量計設備 ３．５５ ２５．９２１ －０．１２８９ ２．２１

道路排水設備 ４．３４ ４０．４２５ －０．１４４７ ２．５４

消融雪設備 ２．８０ ３５１．０５ －０．３１３１ ０．８８
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鋼製付属設備 ３．６８ ３５０．０５ －０．２９５３ １．２４



注）Ｇ1の値は小数点以下第3位を四捨五入して第2位止めとする。

注１）補正値を乗じた値は、小数点以下第３位を四捨五入して第２位止めとする。

注２）前払金支出割合が35％以下の場合は別途考慮すること。

注３）一般管理費等率算定式で求められた乗率は、契約保証費が含まれていないので契約

　　　保証費が必要な場合には本章2.3によること。

Ｒ＝1－（Ｋ／１．２５）

Ｒ：機器単体費補正係数（小数）

Ｋ：工事原価に占める機器単体費の比率（小数）

注）Ｒ及びＫの値は小数点以下第3位を四捨五入して第2位止めとする。

対象額 標準一般管理費等率
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表1.10　標準一般管理費等率

　５００万円を超え３０億円以下 　　Ｇ1：標準一般管理費等率（％）

　　Ｇ1＝－1.4357 ｌｏｇ(Ｃ1)＋35.789

　５００万円以下 ２６．１７ ％

表1.11　前払金支出割合補正係数

工期・前払 補正値

　３０億円を超えるもの ２２．１８ ％

　　Ｃ1：対象額（円）

表1.12　機器単体費補正係数
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前払４０％の工事 １．００

前払なしの工事 １．０５



第２章　積算要領

2.1 機器単体費・材料費

(1) 積算に用いる機器、材料の価格等は消費税相当分を含まないものとする。

(2) 積算に用いる材料の価格は必要なロスの費用を含み利用価値のあるくずの価格を差し

　　引いたものとする。

(3) 積算価格の算出に用いる機器、材料の価格は、本社設定単価、物価資料（建設物価・積算

　　資料）掲載価格、単価特別調査、または見積もりをもとに、原則として下記より決定するものとし、

　　実勢の価格を反映するものとする。

　　　なお、施工費等積算に用いる機器、材料以外の単価について、本社制定の歩掛及び参考と

　　なる他団体基準（歩掛）等がない場合は、機器、材料価格の決定方法に準ずるものとする。

(4) 主要材料（生コン、鋼材、アスファルト合材）を除く資材単価は、年度当初「建設物価」・

　　「積算資料」等および見積りによって決定した材料単価表に記載された単価を使用するもの

　　とし、材料単価表にない単価は設計時の「建設物価」・「積算資料」等によるか、3社以上の

　　見積りによるものとする。

(5) 主要材料（生コン、鋼材、アスファルト合材）については、本社積算基準担当によるものとし、

　　これにない単価は設計時の「建設物価」・「積算資料」等によるか、3社以上の見積りによるもの

　　とする。

(6) あらかじめ現場着価格と定められている材料で工事現場の事情により、材料を直接現場に

　　搬入出来ず集積箇所を指定して中継作業を行った場合は、それに要した費用を計上する。

(7) 工事施工に伴い発生した材料で、次に示すものについて自由処分とした場合は、発生品

　　価格相当額をあらかじめ工事費より減ずるものとする。

     ① 再使用価値がなく、くず類として扱うものについてはくずの価格。

     ② 再使用の価値はあっても運搬貯蔵または加工の費用が新品の価格に相当するものに

　　　ついては、残存価格相当額。

　　③ 発生数量を確認するための整理等に発生品価格相当額以上の費用を要すると思われる

　　　ものについては無価格。

(8)  (7)の価格算定については、その都度、当社の積算方式により定めるかまたは市場調査等

　　　を行うことを原則とするが、あらかじめ、くず価格を定めてあるものについてはその限りでない。

 2.1.1　本社設定単価による場合

(1)高速道路設備積算システムに登録されている単価であり、本社積算基準担当課において決定し

　　設定した単価である。

(2) 積算単価算出において、本社設定単価がある場合は、これを基準に用いる単価とするが、

　　各単価の規格や、単価設定の前提条件（取引数量、金額等）が大きく異なる場合は、単価

　　特別調査等の他の方法により決定するものとする。
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 2.1.2　物価資料による場合

(1) 本社設定単価がない場合は、建設物価及び積算資料に掲載されている実勢価格を平均し単価

　　の有効桁の大きい方の桁を決定額の有効桁とする。但し、大きい方の有効桁が3桁未満のときは、

　　決定額の有効桁は3桁とする。また、一方の資料にしか掲載のないものについては、その価格と

　　する。

(2) 取引条件の異なるものや取引条件の明示のないものなど、実勢価格を反映できないと判断され

　　る場合は単価特別調査等の他の方法により決定するものとする。

　　　 ＜例＞1)入力単価の有効桁数の大きい方を有効桁とする場合

　　　　建設物価　　　 33,500円（有効桁3桁）　　　積算資料　　34,000円（有効桁2桁）

　　　  平均額  　　　　33,750円

　　　　決定額　　 　　 33,700円（有効桁3桁、4桁以降切り捨て）

　　　 ＜例＞2)入力単価の有効桁数が3桁未満のために3桁を有効桁とする場合

　　　　建設物価　　　 560円（有効桁2桁）　　　　　積算資料　　570円（有効桁2桁）

　　　  平均額  　　　　565円

　　　　決定額　　　　　565円（最小有効桁3桁、4桁以降切り捨て）

　　(注)公表価格として掲載されている資材価格は、実勢価格と異なるため、原則として積算には用

　　　　いないものとする。

　　　　 ただし、公表価格で、割引率(額)の表示がある資材は、その割引率(額)を乗じた（減じた）価

　　　　格を積算に用いる単価とする。

 2.1.3　特別調査による場合

(1) 前記2.1.1、2.1.2によりがたい場合は、単価特別調査により、積算単価を決定するものとする。

 2.1.4　見積り徴収による場合

(1) 前記2.1.1、2.1.2、2.1.3によりがたい場合、または1工事において調達価格（材料単価×使用数

　　量)の総額がおおむね100万円未満で、かつ1品材料の材料単価が概ね10万円未満の場合は、

　　原則3社以上から見積りを徴収し、積算単価を決定できるものとする。

(2) 見積りを徴収する場合は、見積条件（機器仕様、資材等の形状寸法、品質、規格、数量および

　　納入時期、場所等）を必ず提示するとともに、見積費用に含まれる費用項目（運搬費、取り卸し

　　費、消費税など）も明確に記載した見積書となるように依頼するものとする。

　　　注）積算に用いる見積金額のうち、メーカー製作のものは工場出荷価格で見積りをとること。

(3) 徴収した見積りについて、異常値と思われる見積価格を除く他の見積価格（原則3社以上）の平

　　均値を積算価格とすることができる。

(4) 見積りを徴収し価格を算定する場合で、グループ指定を行う必要がある場合は、グループ合計

　　の平均値を採用することができる。
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 2.2　労　務　費

(1) 労務賃金

   ① 労働賃金は、労働者に支払われる賃金であって、直接作業に従事した時間の労務費の基本給

　　　（基本額）をいい、基本日額については「公共工事設計労務単価（毎年改正）」等を使用する。

   ② 労働者の拘束時間は原則として9時間とする。

   ③ 労働者の日額対象時間は原則として8時間とする。

   ④ 労働者の実作業時間は原則として7時間とする。

   ⑤ 労働者の日当り拘束時間とは労働者が現場で消費する、準備・後片付け、休憩等を含む

    　労務時間をいう。

   ⑥ 労働者の日額対象時間とは労働者に支払う賃金対象をいい、拘束時間から休憩時間を

　　　控除した労働時間をいう。

   ⑦ 労働者の実作業時間とは現場で実際労働する時間すなわち労働者の日額対象時間から

　　　作業前後に消費する準備・後片付け等の1時間を控除した労働時間をいう。

　⑧労務賃金は、工事施工場所における地区単価とする。

　　  なお、単価の適用地区が複数存在する場合は、主たる単価地区（金額に占める割合が

　　高い地区）を適用することができるものとする。ただし、「主たる地区の単価による積算額」と

    「各地区の単価による積算額」が大差ないことが前提であるので、適用にあたって注意する

　 こと。

(2) 労働者の作業時間帯

　 ① 昼間作業とは8時～17時の時間帯で、主として行う作業をいう。

　 ② 夜間作業とは20時～6時の時間帯で、主として行う作業をいい、関係官公署より指定された

　　場合、または現場条件により夜間のみでしか作業が出来ない場合に適用するものとする。

実働時間　８時間

（拘束時間　９時間）
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(3) 作業時間における休憩時間

　 ① 休憩は実働時間8時間の場合1時間とする。

   ② 超過勤務とする場合の休憩は4時間を超えるごとに30分とする。

(4) 作業時間帯および作業場所における基本日額の割増率

   ① 夜間作業の取り扱い

      夜間作業時間帯（20：00～翌6：00）内で所定の８時間労働の場合については、基本日額

　　（Ｐ）に1.5を乗ずる。

          夜間単価：１．５Ｐ

　 ②超過勤務の取り扱い

    　超過勤務については、基本給日額（Ｐ×β）の時間割額（基本給の1/8）に125％を乗じたもの

　　を１時間当りの単価とする。

          超過勤務（夜間１時間当り）：1.25βＰ／８

    　また、深夜時間帯(22:00～翌5:00)まで超過勤務が及んだ場合は乗率を150％とする。

          超過勤務（夜間１時間当り）：1.5βＰ／８

    　一ヶ月60時間を越える時間外労働を工事の契約条件とする場合は、「労働基準法の一部

　　を改正する法律」（平成20年法律第89号、平成22年4月1日施行）に基づき、60時間を超える

　　超過勤務時間に適用する乗率は150％とする。

　③作業条件毎の労務費割増率一覧（所定８時間労働の場合）

 （注）Ｐ：基本日額（８時間当り）（基準額ともいう）　β：基本給率（割増対象賃金比ともいう）     

      Ｐ×β：基本給日額

　④休日作業の労務単価

    　緊急時等、やむを得ず法定休日に作業を行う場合には、休日割増（基準額×割増対象賃金

　　比率×1.35）を計上するものとする。その内深夜部分(22:00～翌5:00)にかかる時間帯は、深

　　夜割増(基準額×割増対象賃金比×0.25)を加算するものとする。

    　法定休日とは、使用者の定める週一回、もしくは４週のうちに4日の休日とする。
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(5) 1日の実働時間が短時間の労務賃金

　　① 小規模工事のため、1日の実働時間が4時間未満の場合の賃金は基本日額の1／2（半日分）

　　　を計上することができる。

　　　ただし、引き続き他の作業に従事できる場合には、実作業時間のみを対象とする。

    ② 小規模工事のため、1日の実働時間が4時間を超え8時間未満の場合の賃金は、基本日額（1

　　　日分）を計上することができる。

　　　ただし、引き続き他の作業に従事できる場合には実作業時間のみを対象とする。

    ③ 地下鉄等の鉄道の営業路線に隣接する場合等で作業時間帯が著しく制限される場合は、上

　　　記①、②に加えて施工歩掛の日当り作業量の低下を考慮すること。

    ④継続的に時間的制約を受け、通常の作業時間を確保できない場合は、国土交通省　土木工

　　　事標準積算基準（共通編）第8章「時間的制約を受ける公共工事の積算」を適用することができ

　　　る。
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2.3　契約保証費

 2.3.1 契約保証費の算定

　　　　当社が金銭的保証を必要とする場合（工事請負契約書第4条を採用する場合）の経費であり、そ

　　　の算出は、次のとおりである。

　　　　対象額に乗率（δ）を乗じて算出した額以内を契約保証額とする。

       注１） 単価契約の場合（維持修繕等）

　　１０００万円以下の工事価格の場合

　　委託工事

 2.3.2 設計変更の取り扱い

(1)契約保証費を変更する場合

    ①最終設計変更以外の設計金額が、契約保証手続きがなされた設計金額に対し、2倍以上の増

　　　額変更時。

    ②最終設計変更以外の設計金額が、契約保証手続きがなされた設計金額に対し、減額の場合。

(2)契約保証費を変更しない場合

    ①最終設計変更以外の設計金額が、契約保証手続きがなされた設計金額に対し、2倍

　　　未満の増額変更時。

    ②工期延期・短縮

　  ③最終変更時

2.4 工事価格の端数処理

(1) 代価表の各構成要素の数量×単価＝金額並びに雑品は1円までとし、1円未満は切り捨てる。

　　なお、雑品は各章の規定による。また、内訳書の各構成要素の数量×単価＝金額は1円までとし、

　　1円未満は切り捨てる。

(2) 歩掛における計算結果の端数処理については、各々に定めのある場合を除き、小数第3位までと

　　し、4位以下を四捨五入する。

(3) 共通仮設費の率計上の金額は1,000円単位とし、1,000円未満は切り捨てる。

(4) 現場管理費の金額は、1,000 円単位とし、1,000 円未満は切り捨てる。

(5) 工事価格は、10,000円単位とする。工事価格の10,000円単位での調整は一般管理費等で行う

　　ものとし、1章1.5.4一般管理費等で算出された一般管理費等の計算額より、端数処理前の工事

　　価格の10,000円 未満の金額を除いた額を計上する。
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発注者が金銭的保証を必要としない工事の場合
注１）

補正しない

契約保証費 ＝ 対　象　額 × δ

契約保証費率δ　（％）
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2.5 落札率の適用、随意契約における調整について

 2.5.1 随意契約（以下「随契」という）に付する工事の場合

(1) 随契に付する工事（以下「随契工事」という）の当初設計書は、一般管理費等の調整を

　　行わない単独発注工事として作成する。（当初設計書上での調整は行わない）

(2)随契工事の当初発注においては「工事契約制限価格下調算定額」は、原則として、以下

　　の調整等を行い算出した「契約後の工事価格」に、既契約工事の落札率(「当初見積額」を

　　「当初設計額」で除した率)を乗じて算出する。

(3) 共通仮設費、現場管理費及び一般管理費等（以下「諸経費」という）の調整は次のとおり

    とする。

    (ア)　随契工事の工期が、既契約工事の工期と1/3以上重複する工事。

　         随契工事の諸経費(Ｐ)＝（Ａ＋Ｂ）×α－Ａ×β

　　　　　　　Ａ：既契約工事の各対象額

　　　　　　　Ｂ：随契工事の各対象額

　　　　　　　α：（Ａ＋Ｂ）に対応する主たる工種の随契工事発注時点の各乗率

　　　　　　　β：Ａに対応する主たる工種の随契工事発注時点の各乗率

    (イ)　随契工事の工期が、既契約工事の工期と1/3未満重複する工事又は継続工事

　　　　　　　γ：Ｂに対応する随契工事発注時点の各乗率

　　　　　　　他の記号は前項に同じ

    　　　　ただし、既契約工事を発注する時点で、当然１件工事として発注すべきところ、な

　　　　 んらかの理由により分割発注を行い、その施工業者に追加工事の形で随契する場

          合の調整は、前記（ア）により行う。

    　　　　ただし、この取扱いによりがたい場合は、別途考慮すること。
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(4) 諸経費以外の費用についての調整は次のとおりとする。
    (ア)　仮設及び共通仮設費の積上げ項目で共用できるものは、その部分を調整する。
    (イ)　仮設で工事規模による乗率等で積算されているものは、内容を考慮し、必要に応じて
        調整する。
(5) 随契工事の発注時点で既契約工事が既に完了している場合は、原則として調整しない。
       ただし、１件工事で中間工期を設けて一部竣工している既契約工事に随契する場合は、
     その工事の一部竣工分を含む全額を対象に調整する。
(6) 既に２件以上の工事を施工している業者に随契する工事の調整
    (ア)　随契工事の発注する時点で既契約工事の工期が重複又は、継続する工事を対象に
        調整する。

 2.5.2 変更設計の場合
(1) 変更設計書は原則として、間接工事費・一般管理費等の調整を行なわない単独工事
　　として作成する。
(2) 変更設計においては「工事契約制限価格下調算定額」は、(1)により算出した「工事価格」
     に、原則として落札率（「当初見積額」を「当初設計額」で除した率）を乗じて算定する。
(3) 変更設計時に新規追加工種があった場合については、原則として落札率は乗じず算定
　　する。この場合の積算に使用する単価については、新規工種の追加指示時点の単価とする。
     備考－１．落札率は、小数４位止り以下切捨とする。
  　        －２．随契工事の場合の当初設計額とは、単独発注工事として作成した設計額をいう。
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工事名

設計書番号

①

②       直接製作費（機器費含む）
高
速 ③
道 ④
路
機 ⑤
械 一
設 般 ⑥
備 工 ⑦
等 事 ⑧

⑨
⑩
⑪

⑫       直接人件費・直接経費
⑬
⑭       一般管理費等

(注) 設計金額（工事価格）は、消費税相当額を除くものとする。

【調査基準価格算定率】
算定式
(②＋⑤)×97%＋（③+⑥）×90%+(④+⑦+⑧+⑨）×90%+⑩×68%+⑪+⑫+⑬×90%+⑭×48%

（単位　：　千円）

（小数点第３位以下切捨）

　　　（注）上記算定式にて算出した割合が 9.2／10 を超える場合は 9.2／10 とし、7.5／10 に満た

  　　　ない場合は 7.5／10 とする。上記算定式は、設計業務以外の業務を工事に含む場合には別途

  　　　考慮すること。

【特別重点調査価格算定率】
算定式
(②＋⑤)×90%＋（③+⑥）×80%+(④+⑦+⑧+⑨）×80%+⑩×30%+⑪+⑫+⑬×90%+⑭×48%

（単位　：　千円）

（小数点第３位以下切捨）

調査基準価格算定率調書

調査基準価格算定率
印

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ２ 章  積算要領

      間接製作費
      　　間接労務費

設計金額（工事価格）
   製作原価

特別重点調査価格算定率

      　 共通仮設費
      　 現場管理費

      直接工事費
      間接工事費

      　　工場管理費
   据付工事原価

   設計費

      その他原価

   一般管理費等
   スクラップ控除額

      　 据付間接費
   設計技術費

(●+●)×97%+(●+●)×90%+(●+●+●+●)×90%+●×68%+●+●+●×90%+●×48%
＝ ●

●

①

①

(●+●)×90%+(●+●)×80%+(●+●+●+●)×80%+●×30%+●+●+●×90%+●×48%
＝ ●

●
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第３章　トンネル換気設備（ジェットファン）

3.1 適用範囲

　　この基準は、トンネル換気設備（ジェットファン及びブースターファン以下ジェットファン）の製作、

　据付けに適用する。

3.2 区分及び構成

　　トンネル換気設備の区分及び構成は、表3.2-1のとおりとする。

3.3 製作原価

 3.3.1 機器単体費

　　　機器単体費として計上する品目は、次のとおりとする。

　　　ジェットファン（本体、吊り金具類、手元開閉器箱）、換気制御盤、ＶＩ計（煙霧透過率測定

　　装置）、ＣＯ計（一酸化炭素濃度計測装置）、ＡＶ計（風向風速測定装置）、計測盤、その他

　　これらに類するもので積み上げ積算しないもの。

　　

3.4 据付工事原価

 3.4.1 材料費

    　据付直接材料費は、据付けに使用するアンカーボルト等の部品をいい、積上げによるものと

　　する。

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ３ 章  トンネル換気設備(ジェットファン)

表3.2-1  区分及び構成

区　　　分 構　　　　成

ジェットファン 本体 ｹｰｼﾝｸﾞ、動翼、電動機

吊り金具類 吊り金具、ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ

手元開閉器箱

換気制御盤 ＦＢ ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ換気制御盤

ＶＩ計 投光部

受光部

投光部電源ボックス

受光部電源ボックス

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙﾎﾞｯｸｽ

ＣＯ計 ＣＯ計本体

ＡＶ計 検出器

変換器

計測盤(VI、CO、AV計)
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 3.4.2 据付工数

　(1) ジェットファン本体部

　　  　ジェットファン本体の据付工数は、表3.4.2-1を標準とする。

（注）１．本体据付の範囲は、ジェットファン本体の据付け、単独試運転調整及びそれに伴う準備、

　　　　後片付けまでとし電気配線・配管の据付けは含まない。

　　　２．アンカーボルトの範囲は、本体据付けに関するアンカーボルトの打込、吊り金具取付、

　　　　引抜試験及びそれに伴う準備・後片付けとする。

　　　３．手元開閉器箱の範囲は、手元開閉器の据付け、アンカーボルト打込、及びそれに伴う

　　　　準備・後片付けまでとし、電気配線・配管の据付けは含まない。

　　　４．総合試運転調整の範囲は、単独試運転調整後、一酸化炭素検出装置及び煙霧透過

　　　　率測定装置、風向風速測定装置等を連動させ全装置の総合試運転調整を行い、運転

　　　　状況を記録するものである。なお、総合試運転は自動運転及び手動運転の両方を行う

　　　　ものとする。

　(2) 換気制御設備・計測機器類

　　　　換気制御盤・計測機器類の据付工数は、表3.4.2-2を標準とする。

（注）標準工数の範囲は、各装置の据付け、アンカーボルト打込、単独試運転調整及びそれに

　　伴う準備、後片付けまでとし、電気配線・配管の据付け及びトンネル本体のはつりは含まない。

　　なお、VI計の内、光ファイバーケーブルボックス、電源ボックスは含まない。

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ３ 章  トンネル換気設備(ジェットファン)

表3.4.2-1 ジェットファン本体部標準据付工数

口径 本体据付 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 手元開閉器箱 総合試運転調整 職種別構成割合（％）

機械設備
据付工

電工
(mm) (人／基） (人／本) (人／台) (人／基)

630

３．８２ ０．２２ ０．５ ０．７５ ７０ ３０
1030

1250

1530

表3.4.2-2 換気制御盤・計測機器類標準据付工数

制御盤 ＶＩ計 ＣＯ計 ＡＶ計 計測盤 職種別構成割合（％）

(人／面） （人／台） 機械設備
据付工

電工
ＦＢ 投光部 受光部 (人／台） (人／台） (人／面）

２．０ １．５ １．５ ３．０ ３．０ ２．０ ７０ ３０
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　(3) 風量・騒音測定

　　　　 風量・騒音測定にかかる標準工数は表3.4.2-3を標準とする。

（注） １．測定はジェットファンの運転組み合わせ毎に風量測定を行うものとする。

 3.4.3 直接経費

　 (1) 機械経費

　　　   ジェットファンの据付けに係る機械経費は表3.4.3-1、表3.4.3-2、表3.4.3-3を標準とする。

注）１．高所作業車はボディ昇降型リフトトラックである。

　　２．雑器具損料は、打設機器、投光器、引抜試験器、発動発電機等の据付用雑器具の

　　　損料である。

　 (2) 試運転費

    　 　試運転調整、風量･騒音測定に関する電気料金は別途計上するものとする。

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ３ 章  トンネル換気設備(ジェットファン)

表3.4.2-3 風量・騒音測定標準工数

準備後片付 測　　定 職種別構成割合（％）

機械設備
据付工

電工
（人／式） （人／風量）

７．０ １．２５ ７０ ３０

表3.4.3-1 ジェットファン小口径（630mm）　１基当たり

機械器具名 規格 運転時間 適　　用

高所作業車 荷重１．７ｔ ３．５時間 芯出し、ｱﾝｶｰ打設、

(ﾎﾞﾃﾞｨ昇降型) ｼﾞｪｯﾄﾌｧﾝ据付用

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ ２ｔ吊４ｔ積 ０．５時間

その他必要器具

雑器具損料 機械器具×２％

表3.4.3-2 ジェットファン小口径（1030mm）　１基当たり

規格 運転時間 適　　用

高所作業車 荷重１．７ｔ ３．５時間 芯出し、ｱﾝｶｰ打設、

(ﾎﾞﾃﾞｨ昇降型) ｼﾞｪｯﾄﾌｧﾝ据付用
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(ﾎﾞﾃﾞｨ昇降型) ｼﾞｪｯﾄﾌｧﾝ据付用

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ ４．９ｔ吊 ０．５時間

その他必要器具

表3.4.3-3 ジェットファン大口径（1250、1530mm）　１基当たり

機械器具名 規格 運転時間 適　　用

高所作業車 荷重３．２ｔ

雑器具損料 機械器具×２％

３．５時間 芯出し、ｱﾝｶｰ打設、

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ ２．９ｔ吊４ｔ積 ０．５時間

その他必要器具

雑器具損料 機械器具×２％

機械器具名



第４章　トンネル非常用施設

4.1 適用範囲

　　この基準は、道路トンネル非常用施設の製作、据付けに適用する。

4.2 区分及び構成

　　トンネル非常用施設の区分及び構成の詳細は、表4.2-1のとおりとする。

警報設備

4.3 製作原価

 4.3.1 機器単体費

　　　機器単体費として計上する品目は、次のとおりとする。

　　　火災検知器、押釦通報装置、端子盤、ポンプ起動押釦スイッチ、防災受信盤、

　　　非常用電話ボックス、トンネル内消火栓、消火器箱、消火器、給水栓、送水口、

　　　外気温度検知器、各種ポンプ、操作・制御盤等で積み上げ積算しないもの。

 4.3.2 製作工数

    　付属設備の製作工数は「第８章 鋼製付属設備」によるものとする。

4.4 据付工事原価

 4.4.1 材料費

　　　据付に使用する配管材等の材料及び各種弁類（逆止弁、仕切弁等）、管継手類

　　　（伸縮管、継手、フランジ等）等の部品をいい、積み上げによるものとする。

 4.4.2 据付工数

　　　据付工数は、「（１）標準据付工数」により求めた値を「（２）工数補正」により補正して

　　　算出するものとする。

　（１）標準据付工数

　　　1)各機器の据付工数は表4.4.2-1を標準とする。

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ４ 章  トンネル非常用施設

表4.2-1  トンネル非常用施設区分及び構成

区　　分 構　　　　成

通報設備 通話型通報設備、操作型通報設備、自動通報設備

非常警報設備

消　火　設　備 消火器、消火栓設備

避難誘導設備 誘導表示設備、避難情報提供設備、避難通路、排煙設備

その他の設備 給水栓設備、無線通信補助設備、水噴霧設備、監視設備
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渦巻ポンプ  

（片吸込形）

多段ポンプ

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ４ 章  トンネル非常用施設

表4.4.2-1　機器標準据付け工数

名　　称 規　　格 単位 機械設備据付工 普通作業員 備　考

押釦式通報装置 人／個 ０．４ ０．３

ﾄﾝﾈﾙ内消火栓 埋込型 人／台 ２．３ １．５

消火器箱 埋込型 人／台 １．２ １．０

火災検知器 人／台 ０．３ ０．２

１．５kw以下 人／台 ０．４ ０．３

２．２ 人／台 １．０ ０．７

３．７ 人／台 １．８ １．２

５．５ 人／台 ２．４ １．６

７．５ 人／台 ２．９ １．９

１１．０ 人／台 ３．４ ２．３

１５．０ 人／台 ３．９ ２．６

１８．５ 人／台 ４．２ ２．８

２２．０ 人／台 ４．５ ３．０

３０．０ 人／台 ５．０ ３．３

３７．０ 人／台 ５．３ ３．５

４５．０ 人／台 ５．６ ３．７

５５．０ 人／台 ５．９ ３．９

７５．０ 人／台 ６．４ ４．２

９０．０ 人／台 ６．７ ４．４

１１０ 人／台 ７．０ ４．６

１５０ 人／台 ７．４ ４．９

２００ 人／台 ７．９ ５．２

２５０ 人／台 ８．２ ５．４

３００ 人／台 ８．５ ５．６

３５０ 人／台 ８．７ ５．８

４００ 人／台 ８．９ ５．９

１．５ｋｗ以下 人／台 １．１ ０．７

２．２ 人／台 １．３ ０．８

３．７ 人／台 １．６ １．１

５．５ 人／台 １．９ １．２

７．５ 人／台 ２．２ １．４

１１．０ 人／台 ２．５ １．７

１５．０ 人／台 ２．９ １．９

１８．５ 人／台 ３．１ ２．１

２２．０ 人／台 ３．４ ２．２

３０．０ 人／台 ３．８ ２．６
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多段ポンプ

自動給水装置

（注）１．機器の据付け、試運転調整を含む。

　　　２．機器据付けに伴うアンカーボルト設置を含む。

　　　３．上表に示す以外のトンネル非常用施設の機器据付け工数は、別途積み上げるものとする。

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ４ 章  トンネル非常用施設

表4.4.2-1　機器標準据付け工数

名　　称 規　　格 単位 機械設備据付工 普通作業員 備　考

３７．０ 人／台 ４．１ ２．８

４５．０ 人／台 ４．５ ３．０

５５．０ 人／台 ４．９ ３．３

７５．０ 人／台 ５．６ ３．７

９０．０ 人／台 ６．１ ４．０

１１０ 人／台 ６．５ ４．４

１５０ 人／台 ７．４ ５．０

０．４ｋｗ以下 人／台 １．３ ０．９

１．７

３．７ 人／台 ３．１ ２．０

０．７５ 人／台 １．７ １．１

１．５ 人／台 ２．２ １．４

１５．０ 人／台 ５．１ ３．４
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５．５ 人／台 ３．５ ２．４

１１．０ 人／台 ４．６ ３．０

２．２ 人／台 ２．５



　2)付属設備

　　付属設備の直接工事費積算は「第８章 鋼製付属設備」によるものとする。　

　3)その他

　　表4.4.2-1機器標準据付工数に示す以外のトンネル非常用施設の機器据付工数は積み

　上げによる他、機器標準据付工数に次のものは含まれないので、別途積み上げ積算するもの

　とする。

　　①操作制御設備の据付け、設備総合試運転調整等。

　　②配管布設、配筋工事、二次コンクリート、各機器の基礎コンクリート、シンダーコンクリート、

　　　掘削等の土木工事。

　(２)工数補正

　 １） 防震護基礎による補正

　　　各種ポンプに防震基礎を使用する場合は、標準据付け工数を２０％増しとする。

　 ２） 据付け数による補正

　　　据付け数による補正は行わないものとする。

 4.4.3 直接経費

　　　消火栓据付けに係る機械経費は表4.4.3-1を標準とする。

（注）雑器具損料とは、ハンマドリル、ジャッキ、チェーンブロック、インパクトレンチ、溶接用雑

　　器具の他、投光器、発動発電機等の据付用雑器具の損料である。

　　　消火栓以外の据付けに係る経費は、必要に応じてトラッククレーン・溶接機・発電機等に

　　ついて積み上げ計上するものとする。

　　　また、試運転に使用する水道・電力料金についても必要に応じて積上げ計上するものとする。

雑器具損料 － － 機械器具費×２％
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表4.4.3-1 消火栓標準機械器具　　　１基当たり

機械器具名 規　　格 標準運転時間 備　　考 

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ 2.9t吊４ｔ車 1.6時間



第５章　道路排水設備

5.1 適用範囲

　　この基準は、水中ポンプ（口径400mm未満）で排水を行う、道路排水設備の製作、据付けに

　適用する。

5.2 区分及び構成

　　道路排水設備の区分及び構成は、表5.2-1のとおりとする。

排水設備 ポンプ設備

操作制御設備

配管設備

補助機器設備

電源設備

付属設備

5.3 製作原価

 5.3.1 材料費

　(1) 直接材料費

 　　　鋼材のエキストラは必要に応じ計上するものとする。

 5.3.2 機器単体費

　　　機器単体費として計上する品目は、次のとおりとする。

　　　水中ポンプ、受電盤、配電盤、機側操作盤、クレーン装置（チェンブロック）、

　　換気扇（壁取付型）、換気装置（床据付型）、発電装置、水位測定装置等

 5.3.3 製作工数

　　　付属設備の製作工数は「第８章 鋼製付属設備」によるものとする。

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ５ 章  道路排水設備 

表5.2-1  区分及び構成

区　分 細工分 構　　　　成

水中ポンプ（本体、水中ケーブル、ベンド、ガイドパ
イプ、ガイドフック、ポンプ吊上げ用チェン、　ガイド
コネクタ等）、水位測定装置（フロートスイッチ、電
極式等）等

機側操作盤、遠方操作盤、手元開閉器、電気配
線・配管等

主配管及び小配管、弁類（逆止弁、仕切弁等）、管
継手類（伸縮管、エルボ、チーズ、フランジ等）、配
管架台等

クレーン装置（チェンブロック）、換気扇、換気装
置、燃料小出槽

受電盤、配電盤、発電装置

階段、手摺、扉、蓋、スクリーン、排風ダクト、　排気
管、その他の鋼構造物
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5.4 据付工事原価

 5.4.1 材料費

  1) 直接材料費

　　　据付けに使用する配管材等の材料及び各種弁類（逆止弁、仕切弁等）、管継手類

　　（伸縮管、継手、フランジ、パッキン等）等の部品をいい、積み上げによるものとする。

  2) 補助材料費

据付補助材料費の積算は次式による。

　　　据付労務費は、据付対象設備の据付けに従事する機械設備据付工、普通作業員の

　　労務費をいい、別途計上される土木工事費、電気工事費中の労務費は対象としない。

　　　なお、据付補助材料費率は１％とする。

 5.4.2 据付工数

　(1) 標準据付工数

　 ① 排水設備

　　　　排水設備の据付工数は表5.4.2-1、表5.4.2-2を標準とする。

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ５ 章  道路排水設備 

据付補助材料費＝据付労務費×据付補助材料費率（％）
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（注）１．標準据付工数の範囲は次のとおりとする。

　　　 (1)準備後片付けはポンプ設置１台当りの現場整理、据付準備及び据付け後の後片付け、

　　　　清掃等の作業をいう。

        (2)ポンプ据付は、構成区分のポンプ設備の現場内小運搬、位置決め、据付け、調整等に

　　　　要する一切の作業をいう。

        (3)操作盤据付は、機側操作盤の据付けに要する一切の作業をいう。

 　　　(4)電気配線は、機側操作盤以降の２次側電気配線に伴う配管、配線、簡易な器具の取付け

　　　　等に要する一切の作業をいう。

        (5)総合試運転は、現場総合試運転に要する一切の作業をいう。

　　　２．１次側電気配管・配線の据付工数は別途積み上げるものとする。

　　　３．本工数はポンプ台数が１ポンプピット当り３台以下の場合に適用し、４台以上の場合は

　　　　別途積み上げによるものとする。

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ５ 章  道路排水設備 

表5.4.2-1 ポンプ設備・操作制御設備標準据付工数

モータ 準　備 ポンプ 操作盤 電　気 総　合 職種別構成割合(%)

出　力 後片付け 据 付 据　付 配　線 試運転
機械設備据付工 普通作業員

(kw) (人/台) (人/台） (人/面) (人/台) (人/面)

０．２５ ０．２ ０．９ １．０ １．１ ０．５

５０ ５０

０．４ ０．２ ０．９ １．０ １．１ ０．５

０．７５ ０．２ １．０ １．０ １．２ ０．５

１．５ ０．３ １．１ １．１ １．３ ０．５

２．２ ０．３ １．２ １．１ １．４ ０．５

３．７ ０．３ １．４ １．２ １．５ ０．６

５．５ ０．４ １．６ １．３ １．７ ０．６

７．５ ０．５ １．８ １．４ ２．０ ０．７

１１．０ ０．６ ２．３ １．６ ２．４ ０．８

１５．０ ０．７ ２．８ １．９ ２．９ ０．９

１８．５ ０．８ ３．２ ２．１ ３．３ １．０

２２．０ ０．９ ３．６ ２．３ ３．７ １．１

３０．０ １．２ ４．６ ２．８ ４．６ １．４

３７．０ １．５ ５．５ ３．２ ５．５ １．６

４５．０ １．７ ６．５ ３．７ ６．４ １．８

５５．０ ２．１ ７．７ ４．２ ７．６ ２．２
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（注）１．標準据付工数の範囲は、ポンプ槽等コンクリート構造物内の露出配管の場合で、

　　　　配管設備（弁類、継手類、配管架台を含む）の布設作業一切をいう。

      ２．配管はSGP或いはFCDのねじ及びフランジ接合とし、配管長（ｍ）は継手類、

　　　　弁類等を除く配管の設計数量（ｍ）とする。

　 ② 補助機器設備

　　　　補助機器設備の据付工数は別途積み上げによるものとする。

　 ③ 電源設備

　　　　電源設備の据付工数は別途積み上げによるものとする。

　 ④ 付属設備

　　　　付属設備の据付工数は「第８章 鋼製付属設備」によるものとする。

　 ⑤ その他

　　　　次の工種については、別途積上げによるものとする。

　　　　配筋工、コンクリート工（二次コンクリート含む）、掘削、はつり等の土木工事。

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ５ 章  道路排水設備 

表5.4.2-2 配管設備標準据付工数（人／１０ｍ）

呼び径 標準据付工数 職種別構成割合(%)

（Ａ） （人／１０ｍ）
機械設備据付工 普通作業員

３２ １．８

５０ ５０

４０ ２．０

５０ ２．４

６５ ２．９

８０ ３．５

１００ ４．２

１２５ ５．１

１５０ ６．０

２００ ７．８

２５０ ９．６

３００ １１．４

４００ １５．０

５００ １８．６
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 5.4.3 直接経費

　　　据付けに係る機械経費は表5.4.3-1を標準とする。

　　なお、各機械器具の規格、所用数量、及び標準運転日数（クレーンを除く）は、現場条件

　　を勘案のうえ、決定する。

（注）雑器具損料とは、ジャッキ、チェンブロック類、溶接用雑器具、据付用雑器具等の損料である。

　x:ポンプ設置台数(台)

発動発電機 排出ガス対策型 積上げによる 商用電源がない場合

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ５ 章  道路排水設備 

表5.4.3-1 標準機械器具

機械器具名 規　　格 標準運転日数 適　　用

その他必要なもの 積上げによる

雑器具損料 － － 機械器具費×２％
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クレーン y=0.23ｘ+0.88 　y:標準運転日数(日)



第６章　車両重量計設備

6.1 適用範囲

　　この基準は、車両重量計設備に適用する。ただし、計量検定は含まない。

6.2 区分及び構成

　　車両重量計設備の区分及び構成は、表6.2-1のとおりとする。

6.3 製作原価

 6.3.1 材料費

　　　鋼材のエキストラは必要に応じ計上するものとする。

 6.3.2 機器単体費

　　　機器単体費として計上する品目は、次のとおりとする。

　　　車重計本体部、計量部、表示部、軸重計検出部、計測部、警告表示部板、接続箱、

　　　計測センサー、後方計測部、カメラ部、記録ユニット、モニター部等で積み上げ積算しないも

　　　の。

 6.3.3 製作工数

      付属設備の製作工数は「第８章 鋼製付属設備」によるものとする。

6.4 据付工事原価

 6.4.1 材料費

　　　据付けに使用する配線材及び樹脂モルタル等の材料をいい、積み上げによるものとする。

軸重計 検出部 載荷板、ロードセル等

車重計 本体部 載荷ブロック、ロードセル、横振れ防止装置、

接続箱等

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ６ 章  車両重量計設備

表6.2-1  区分及び構成

区　分 細工分 構　　　　成

計測部 電源部、測定部、重量表示部、警報部、記録部、

時計部、筐体等

警告表示部 警告表示部

計量部 制御装置、印字装置等

表示部 表示装置等

動画撮影装置 カメラ部、記録ユニット、モニター部
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接続箱 接続箱等

付属設備 ベースプレート、ストッパープレート等

後方計測装置 計測センサー、後方計測部



6.4.2 据付工数

　(1) 車重計

　　　　車重計（ピットタイプ）の据付工数、試運転調整、荷重試験に要する必要工数を積上げる

　　 　　ものとする。

　(2)軸重計

　　　 軸重計（秤量20t)の据付工数は、表6.4.2-1を標準とする。

（注）１．検出部の標準据付工数には、準備・後片付け、樹脂モルタルの混練り等を含む。

      ２．計測部の据付工数は、電源部、測定部、重量表示部、警報部、記録部、時計部等を

　　　　同一筐体に収納した１面当たりの工数を示す。

　　　３．警告表示部の歩掛には、建柱を含まない。

　　　４．各機器間の配線工は、別途計上するものとする。

　　　５．試運転調整とは、軸重計の据付け完了後に実施する監視・制御・動作状態の確認

　　　　及び、静荷重試験、走行試験をいう。

　　　６.後方計測装置、動画撮影装置は必要工数を積み上げるものとする。

 6.4.3 直接経費

　(1) 車重計（ピットタイプ）の据付け及び現地試験に伴う機械経費は、必要に応じてラフテレーン

　　　クレーン等について積上げ計上するものとする。

　(2)軸重計（秤量２０ｔ）の据付け及び現地試験に伴う機械器具は、表6.4.3-1を標準とする。

（注）１．発動発電機は、商用電源がない場合に計上する。

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ６ 章  車両重量計設備

表6.4.2-1 軸重計標準据付工数

職種別構成割合(%)

機械設備据付工 普通作業員

警告表示部 人／面 １．５

接続箱 人／個 １．０

試運転調整費 人／台

名　　　　称 単位 据付工数

発動発電機 ２ｋＶＡ － ２．５

クレーン付トラック 警告表示部 ０．５ 警告表示部１面当たり
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５．０

表6.4.3-1 標準機械器具

機械器具名 規格 規格 所要日数 適　　　用

検出部 人／台 ９．５

６０ ４０

計測部 人／面 ２．０



第７章　遠方監視操作制御設備

7.1 適用範囲

　　この基準は、機械設備の広域管理を目的として設置する遠方監視操作制御設備の製作・

　据付けに適用する。

7.2 区分及び構成

　　遠方監視操作制御設備の区分及び構成は、表7.2-1のとおりとする。

7.3 製作原価

 7.3.1 機器単体費

　　　機器単体費として計上する品目は、次のとおりとする。

　　　遠方監視操作制御盤（卓）、データ処理装置、入出力装置、各種コントローラ、

　　データサーバ、CCTV制御盤、CCTVカメラ装置、音声警報装置、伝送装置（ハブ、ルータ）、

　　計測機器（水位計、温度計、圧力計、振動計、開度計）等

7.4 据付工事原価

 7.4.1 材料費

　　　据付けに使用する配線、配管材等の材料及び、管継手類等の部品は積み上げ計上

　　するものとする。

 7.4.2 据付工数

　　　据付け・調整に要する必要工数を積み上げるものとする。

 7.4.3 直接経費

　　　据付けにかかる経費は、必要に応じてトラッククレーン等について積み上げ計上する

　　ものとする。

 7.4.4 間接工事費

　　　遠方監視操作制御設備の対象となる主たる設備の率を採用するものとする。

伝送設備 ハブ、ルータ等

計測設備 水位計、温度計、圧力計、振動計、開度計等
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第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ７ 章  遠方監視操作制御設備

表7.2-1  区分及び構成

区　　分 構　　　　成

操作制御設備 遠方監視操作制御盤（卓）、データ処理装置、入出力装置、

各種コントローラ、データサーバ等

監視設備 CCTV制御盤、CCTVカメラ装置、音声警報装置等



第８章　鋼製付属設備

8.1 適用範囲

　　この基準は、トンネル換気設備、トンネル非常用施設、道路排水設備等の運転操作、保守、

　安全管理等のために主体となる設備とは独立して設置する小規模かつ簡単な鋼構造物に

　適用する。

8.2 区分及び構成

　　鋼製付属設備の区分及び構成は、表8.2-1のとおりとする。

等の新材料を使用した設備には適用出来ないので、別途積上げるものとする。

8.3 製作原価

 8.3.1 材料費

　(1) 材料費の構成

　 　 材料費の構成は、次のとおりとする。

　(2) 直接部材費

 　① 直接部材費の積算は、次式による。

　 ② 直接部材の所要量の算定及び部材単価は「第１章 総則　1.5　1.5.1　1)　(1)　①直接

 材料費」に準じる。

   ③ 寸法エキストラは、厚みエキストラ、幅エキストラとし、必要に応じて計上するものとする。

　　

第 １ 編 道路付帯機械設備工事積算基準／第 ８ 章  鋼製付属設備

表8.2-1  鋼製付属設備の区分及び構成

区分 内　　　　容 適　　　　用

Ａ
設備の操作管理のために設置されている 操作管理橋(人道用)･歩廊･

小規模な鋼製橋梁及び歩廊。 点検歩廊

Ｂ
形鋼・縞鋼板等を主材とした構造で溶接及び 階段・螺旋階段等に類するもの

加工の程度が比較的高いもの。

Ｃ
鋼管・平鋼・棒鋼等を主材とした構造で溶接 防護柵･梯子･タラップ等に

及び加工の程度が比較的高いもの。 類するもの

Ｄ
形鋼・縞鋼板・棒鋼等を主材とした構造で比較的 ピット蓋･受台･組立架台

単純な構造のもの。

Ｅ
平鋼・鋼板等を主材とした構造で、溶接が少なく スクリーン

組立点数が多いもの。

（注）鋼製付属設備にリーン二相鋼（SUS821L1、SUS323L）又はスーパー二相鋼（SUS327L1）

材料費 ＝ 直接部材費 ＋ 部品費 ＋ 補助材料費 

直接部材費 ＝ 直接部材所要量 × 直接部材単価
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  (3) 部品費

　　　部品費の積算は、次式による。なお、部品費に含まれる品目は、表8.3.1-1 のとおりとする。

　(4) 補助材料費

　　　補助材料の積算は、次式による。

　　　なお、補助材料費率は、表8.3.1-2によるものとする。

（注）補助材料費とは、溶接材、酸素ガス、アセチレンガス、接着材料等の費用をいう。

 8.3.2 機器単体費

      設備の製作にあたって、ほとんど加工せずに設備に組み込むことができる機器、また単体

　　の製品でそのまま設備の構成要素となる機器の費用を積上げ計上する。

 8.3.3 製作工数

　(1) 製作工数

      鋼製付属設備の製作工数は、次式による。

         Ｙ ＝ ｙ × ｘ × Ｋｍ × Ｋｎ

Ｙ ：　製作区分毎１基(橋)当りの製作工数（人／基、橋）  

ｙ　　 ：　製作区分毎１基(橋)当りの標準製作工数（人／ｔ）

ｘ ：　製作区分１基(橋)当りの製作質量（ｔ／基、橋）

Ｋｍ　 ：　使用材料による補正係数

Ｋｎ　 ：　製作数による補正係数
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部品費 ＝ 部品所要量 × 部品単価

　　　表8.3.1-1 部品の品目

アンカーボルト、ボルト・ナット、ヒンジ、カギ、鎖、反射テープ等

補助材料費 ＝ 直接部材費 × 補助材料費率（％）

表8.3.1-2　補助材料費率

区　　分 補助材料費率（％）

鋼製付属設備 １３．０
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　(2) 標準製作工数

　　　鋼製付属設備の標準製作工数は、表8.3.3-1を標準とする。

（注）１．工数算出式ｙは標準製作工数（人／ｔ）、ｘは区分毎の１基(橋)当り製作

　　　　質量（ｔ）である。

　　　２．区分Ｃ、Ｄの工数算出式のｘに入力する質量は、「表8.2-1 摘要欄内の

　　　　設備毎」の全体製作質量（ｔ）により算出を行う。

　　　３．製作質量とは、仕上がり重量であり、部品の質量は含まない。

       ４．区分は、表8.2-1のとおりとする。

　(3) 工数補正

　 ① 使用材料による補正（Ｋｍ）

　　　鋼製付属設備にステンレス鋼、ステンレスクラッド鋼を使用した場合の補正係数（Ｋｍ）は、

　　表8.3.3-2による。

ｋｍ 0 ｋｍ 100

 Ｋｍ ＝ Ｋｍ 100  Ｋｍ 0 ×  Ｋｍ 1  Ｋｍ 0

 Ｋｍ ：使用材料による補正係数

 Ｋｍ 100 ：係数Ｋｍ100 の値

 Ｋｍ 0 ：係数Ｋｍ0 の値

 Ｋｍ 1 ：部材の混合比率＝Ｗ１ ／ Ｗ2

Ｗ 1 ：部材におけるｽﾃﾝﾚｽ鋼、ｽﾃﾝﾚｽｸﾗｯﾄﾞ鋼の

　質量(kg)

Ｗ 2 ：部材質量(kg)

 Ｋｍは小数点第３位を四捨五入し、第２位止めとする。

（注）標準製作工数の区分Ｄ、Ｅについては、ステンレスを使用した場合でも、使用材料による

　　工数補正は行わないものとする。
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表8.3.3-1　標準製作工数

区分 工数算出式（人／ｔ） 適用範囲（ｔ）

Ａ ｙ ＝１２．２０ Ｘ -0.434 ０．５ ≦ Ｘ ≦ １０

Ｂ ｙ ＝１３．６１ Ｘ -0.302 ０．４ ≦ Ｘ ≦ ５

Ｃ ｙ ＝１３．６１ Ｘ -0.302 ０．１ ≦ Ｘ ≦ ５

Ｄ ｙ ＝１０．３４ Ｘ -0.419 ０．１ ≦ Ｘ ≦ ５

Ｅ ｙ ＝１０．３４ Ｘ -0.419 ０．２ ≦ Ｘ ≦ ５

表8.3.3-2 ｽﾃﾝﾚｽ鋼及びｽﾃﾝﾚｽｸﾗｯﾄﾞ鋼の使用比率による補正係数 （ Ｋｍ）

設備区分
係数 係数

補正係数算定式

鋼製付属 １．００ １．３０
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② 製作数による補正

      同一形状、同一規格のものを複数基(橋)同時発注する場合の補正係数(Ｋｎ)は、表8.3.3-3による。

（注）標準製作工数の区分Ｃ、Ｄについては、製作数による補正は行わないものとする。

 8.3.4 工場塗装費

　　　各鋼製付属設備の塗装面積は、積上げにより行い、工場塗装費を計上する。

8.4 据付工事原価

 8.4.1 材料費

　(1) 材料費の構成

　　  材料費の構成は、次のとおりとする。

　(2) 据付材料費

　　  据付材料費の積算は、次式による。

（注）１．据付材料とは、据付に必要な現地加工する据付用鋼材等である。

      ２．据付材料の所要量は積上げによるものとする。

　(3) 据付補助材料費

      据付補助材料費の積算は、次式による。

　　  据付労務費は、据付対象設備の据付に従事する機械設備据付工、普通作業員の労務費

　　をいい、別途計上される土木工事費、電気工事費中の労務費は対象としない。

　　  なお、据付補助材料費率は、表8.4.1-1によるものとする。

(注) 据付補助材料費率に含まれる据付補助材料は、製作品及び機器単体品等を据付ける

　　過程で消費される溶接材、酸素、アセチレンガス等である。

 8.4.2 据付工数

　(1) 据付工数

　　　鋼製付属設備の据付工数は、次式による。

         Ｙ ＝ ｙ × ｘ × Ｋｎ

Ｙ ： 設備１基(橋)当りの据付工数（人／基、橋）

ｙ ： 設備の標準据付工数（人／ｔ）

ｘ ： 設備１基(橋)当りの据付質量（ｔ／基、橋）

Ｋｎ ： 据付数による補正係数
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表8.3.3-3 製作基(橋)数による補正係数　（Ｋｎ）

製作数（基、橋） 1 ２ ３ ４ ５以上

補正率(1基(橋)当り) １．００ ０．９５ ０．９３ ０．９２ ０．９１

材料費 ＝ 据付材料費 ＋ 据付補助材料費

据付材料費 ＝ 据付材料所要量 × 据付材料単価

据付補助材料費 ＝ 据付労務費 × 据付補助材料費率（％）

表8.4.1-1 据付補助材料費率（％）

区　　　分 据付補助材料費率

鋼製付属設備 １．０
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　(2)標準据付工数

　　　鋼製付属設備の標準据付工数は、表8.4.2-1を標準とする。

（注）１．工数算出式ｙは標準据付工数(人／ｔ)、ｘは区分毎の１基(橋)当りの据付質量(ｔ)である。

       ２．区分Ｃ、Ｄの工数算出式のｘに入力する質量は、「表8.2-1 摘要欄内設備毎」の全体

　　　　質量(ｔ)である。

       ３．据付質量とは、製作質量に部品等の質量を加えた総質量である。

       ４．区分は、表8.2-1のとおりとする。

　(3) 工数補正（Kｎ）

　 ① 据付数による補正

        同時期・同現場、同形状・規格の鋼製付属設備を複数基(橋)据付ける場合は、据付数

　　(基、橋)により工数の補正を行うものとする。

　　　　なお、据付数による補正係数(Ｋｎ)は、表8.4.2-2による。

（注）標準据付工数の区分Ｃ、Ｄについては、据付数による補正は行わないものとする。

 8.4.3 直接経費

　(1) 標準機械器具

　　　据付にかかる機械経費は、表8.4.3-1を標準として計上するものとする。     

 　　　なお、機種選定、所要数量、運転時間(日数)等については、据付条件並びに関連工事など

　　を勘案の上決定するものとする。

（注）１．「雑器具損料」とはジャッキ、チェーンブロック類、溶接用雑器具、据付用雑器具等の

　　　　損料である。

      ２．溶接機の運転日当りの標準運転時間は、５時間とする。
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表8.4.2-1 標準据付工数

職種別構成割合(％)

区　分 工数算出式 適用範囲
機械設備据付工 普通作業員

（人／ｔ） （ｔ）

Ａ ｙ＝５．０９ Ｘ -0.434 ０．５ ≦ Ｘ ≦ １０

８０ ２０

Ｂ ｙ＝５．９５ Ｘ -0.427 ０．４ ≦ Ｘ ≦ ５

Ｃ ｙ＝５．９５ Ｘ -0.427 ０．１ ≦ Ｘ ≦ ５

Ｄ ｙ＝５．９５ Ｘ -0.427 ０．１ ≦ Ｘ ≦ ５

Ｅ ｙ＝４．３０ Ｘ -0.584 ０．２ ≦ Ｘ ≦ ５

表8.4.2-2 据付数(基、橋)による補正係数　（Ｋｎ）

据付数（基、橋） １ ２ ３ ４ ５以上

補正率(1基(橋)当り) １．００ ０．９５ ０．９２ ０．９０ ０．８８

表8.4.3-1 標準機械器具

機械器具名 規　　　　格 摘　　　　　要

　ラフテレーンクレーン
　クレーンの能力は最大部材質量、作業半径
等を考慮して決定する。

　電気溶接機
　交流アーク式（手動・電
撃防止器内臓型）２００Ａ

　その他必要なもの 　現場条件により計上する

　雑品具損料 　機械器具費×２％
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第９章　塗装

9.1 適用範囲

　　この基準は、機械設備の工場塗装、工場塗替塗装、現場塗装、現場塗替塗装に適用する。

9.2 工場塗装

 9.2.1 工場塗装歩掛

　　工場塗装歩掛は、表9.2-1を標準とする。

 9.2.2 工場素地調整

　(1) 工場素地調整程度

　　　工場素地調整の程度及び使用用具は、表9.2-2のとおりとする。
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表9.2-1  工場塗装標準歩掛　　　　（１００㎡当り）

名　　称 単位 数量 備　　　　考

　素地調整費 式 　表9.2-2、表9.2-3による

　橋梁塗装工 人 　表9.2-5による

　ペイント ｋｇ 　１回当りのペイント使用量×塗装回数

　希釈剤 ｋｇ 　表9.2-4による

　計

表9.2-2　工場素地調整の程度及び使用用具

素地調整 素地調整面の状態 主要器具

の程度

１
種

原板 加工前に表面処理し、その後プライマー

ブラスト 処理を行う。 ブラスト機

製品 ミルスケール、錆等を完全に除去し、清浄な

ブラスト 金属板とする。 ブラスト機
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　(2) 工場素地調整歩掛

　　　工場素地調整歩掛は、表9.2-3を標準とする。

　素地調整

　程度

　項目

 9.2.3 ペイント使用量

　　ペイント使用量は、使用する塗料を適切に積み上げるものとする。

 9.2.4 希釈剤使用量

　　塗料類の希釈剤使用量（質量）は、表9.2-4を標準とする。

（注）１．希釈剤の比重は、０．８５とする。

　　　２．希釈剤使用率には、使用機器の洗浄用希釈剤を含む。

 9.2.5 工場塗装工歩掛

　　工場塗装工歩掛は、表9.2-5を標準とする。

注）１．工場塗装は、エアレススプレー塗りを標準とするが、設備の形状等によりはけ塗り

　　　とすることが出来る。

　　２．鋳物類は、プライマー処理を行わないのを標準とする。
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表9.2-3　工場素地調整歩掛　　　　（１００㎡当り）

１種

（製品ブラスト）

　研削材料 ショット　６０ｋｇ

　橋梁塗装工 ５．５人

表9.2-4　希釈剤使用量

エアレススプレー塗り は け 塗 り

ペイント用及びプライマー用 　ペイント使用量× 　９％ 　ペイント使用量× 　９％

ミストコート用 　ペイント使用量× ５０％ 　ペイント使用量× ５０％

表9.2-5　工場塗装工標準歩掛　　（人／100㎡／回）

作 業 区 分 橋梁塗装工 備　　　　考

　　プ ラ イ マ ー 処 理 １．４

　　エアレススプレー塗り １．４

　　は　　け　　塗　　り ２．１
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9.3 現場塗装

 9.3.1 現場塗装歩掛

　　現場塗装歩掛は、表9.3-1を標準とする。

 9.3.2 現場塗装工歩掛

　(1) 現場塗装工歩掛

　　　現場塗装工歩掛は、表9.3-2を標準とする。

（注）１．準備・後片付け・補修工数は、標準歩掛に含まれているので計上しないものとする。

　　　２．現場塗装は、はけ塗りを標準とするが、現場条件、設備の形状等によりエアレス

　　　　スプレー塗りとすることが出来る。

　(2) 歩掛補正

　　　表9.3-2に示す現場塗装工標準歩掛は、作業条件に応じて次式により補正するものとする。

現場塗装工歩掛(人/100㎡/回)

　＝現場塗装工標準歩掛(人/100㎡/回)×（１＋現場塗装工補正率）

現場塗装工補正率は、表9.3-3のとおりとする。
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表9.3-1  現場塗装標準歩掛　　　　（１００㎡当り）

名　　称 単位 数量 備　　　　考

　素地調整費 式 　表9.3-4、表9.3-5、表9.3-6による

　橋梁塗装工 人 　表9.3-2、表9.3-3による

　ペイント ｋｇ 　１回当りのペイント使用量×塗装回数

　希釈剤 ｋｇ 　表9.2-4による

　諸雑費 式 　表9.3-7による

　計

表9.3-2　現場塗装工標準歩掛　　（人／100㎡／回）

作 業 区 分 橋梁塗装工 備　　　　考

　プ ラ イ マ ー 処 理 １．４

　エアレススプレー塗り １．４

　は　　け　　塗　　り ２．８

表9.3-3　現場塗装工補正率

区　　分 　プライマー処理、エアレススプレー塗り、はけ塗り

密閉部内部 ０．５
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 9.3.3 現場塗替素地調整

　(1) 現場塗替素地調整程度

　　　現場塗替素地調整の程度及び使用用具は、表9.3-4のとおりとする。
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表9.3-4　現場塗替素地調整の程度及び使用用具

素地調整 素地調整面の状態 主要器具

の程度

１種 塗膜、さび、その他付着物を十分に除去し、清浄
な金属面とする。

ブラスト機

２種 塗膜、さび、その他付着物を除去し、金属面を露
出させる。

ディスクサンダ

３種Ａ 塗膜の活膜部は残すが、それ以外の塗膜不良部
(われ、ふくれ、はがれ等)、さび、その他付着物を
除去する。活膜部については、表面清掃と目粗し
を行う。　　　３種の中でも旧塗膜の劣化程度がひ
どく全面積に対し、おおむね錆が１５～３０％及び
ふくれ、われ、はがれが３０％以上発生したもので
あり、一般的には点錆がかなり点在している状態の
もの。

ディスクサンダ

３種Ｂ 塗膜の活膜部は残すが、それ以外の塗膜不良部
(われ、ふくれ、はがれ等)、さび、その他付着物を
除去する。活膜部については、表面清掃と目粗し
を行う。　　　３種Ａと３種Ｃの中間的なもので、旧塗
膜の劣化程度は、全面積に対し、おおむね錆が５
～１５％及びふくれ、われ、はがれが５～３０％程度
発生したものであり、一般的には点錆が少し点在し
ている状態のもの。

３種Ｃ 塗膜の活膜部は残すが、それ以外の塗膜不良部
(錆われ、ふくれ、はがれ等)、さび、その他付着物
を除去する。活膜部については、表面清掃と目粗
しを行う。　　　３種の中でも旧塗膜の劣化程度は
少なく全面積に対し、おおむね錆が５％以下及び
ふくれ、われ、はがれが０～３０％程度発生したもの
であり、一般的には点錆がほんの少し点在してい
る状態のもの。

４種 塗膜表面の劣化物、その他付着物を除去し、目粗
しを行う。

-1-65-



　(2) 現場塗替素地調整歩掛

　　　現場塗替素地調整歩掛は、表9.3-5を標準とする。

（注）１．３種については、タッチアップ作業を含むものとする。

　　　２．1種及び４種については、タッチアップ作業を含ないものとする。

　　　３．準備・後片付けは標準歩掛に含まれているので計上しないものとする。

　　　４．※１：２種の労務は、処分に伴う集積も含めて別途積上げるものとする。

　　

　(3) 歩掛補正

表9.3-5に示す現場塗替素地調整標準歩掛は、作業条件に応じて次式により補正する

ものとする。

現場塗替素地調整歩掛(人/100㎡)

現場塗替素地調整補正率は、表9.3-6のとおりとする。

Ａ Ｂ Ｃ

（注）１．※１：１種及び２種の現場塗替素地調整補正率については別途考慮するものとする。

 9.3.4 諸雑費

　　　 諸雑費の計上は、次式による。

　諸雑費率は、表9.3-7を標準とする。

（注）１．現場塗装の諸雑費には、工器具（エアレススプレー機、発動発電機、はけ等及び

　　　　密閉部内作業の送風機、照明設備等）の損料を含む。

      ２．現場塗替素地調整の諸雑費にはブラスト機、発動発電機、空気圧縮機、ディスク

　　　　サンダ、密閉部内作業の送風機、照明設備の損料を含む。

　 　３．※１：１種（密閉部内部）の諸雑費については、別途積み上げるものとする。
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表9.3-5　現場塗替素地調整標準歩掛    （１００㎡当り）

素地調整　　

１種 ２種
３種

４種の程度　 備　　考

　項目 Ａ Ｂ Ｃ

研 削 材 料

フェロニッ
ケルスラグ － － － － －
3,600ｋｇ

橋梁塗装工 ７．０人 　※1 ４．２人 ３．６人 ３．１人 １．９人

諸　雑　費 一式 一式 一式 一式 一式 一式 表9.3-7による

＝現場塗替素地調整標準歩掛(人/100㎡)×(１＋現場塗替素地調整補正率)

表9.3-6　現場塗替素地調整補正率

種別　
１種 ２種

３種
４種

　割増条件

密閉部内部 ※1 １．０

諸雑費＝橋梁塗装工労務費×諸雑費率

表9.3-7　諸雑費率　　　　　　　　　　（％）

区　分
現　場　塗　装 現場塗替素地調整

プライマー・エアレススプレー・はけ 1種 2種 ３種・４種

 開　放　部 ５ ３８ ※１ ５

密閉部内部 ８ ※１ ※１ ７

-1-66-



 9.3.5 現場水洗い清掃

       現場塗装及び現場塗替塗装前の水洗い清掃に適用する。

　(1) 対象範囲

　　　機械設備本体の内外面の塗装施工箇所を対象とする。

    　なお、塩分濃度測定については別途積み上げるものとする。

　(2) 水洗い清掃歩掛

　　　水洗い清掃歩掛は、表9.3-8を標準とする。

（注）１．諸雑費は、高圧洗浄機・発動発電機等の機械を含む。

　　　２．水洗い清掃は、素地調整前の１回のみ計上する。

　　　３．準備・後片付けは標準歩掛に含まれているので計上しないものとする。

（注）１．計上する面積は、水洗い清掃面積（㎡）とする。

 9.3.6 現場素地調整研削材料処分費

　　　 現場塗替素地調整における研削調整材料の処分に適用する。

　　　 現場塗替素地調整に使用した研削材料の処分は、産業廃棄物処理を行うものとする。

　(1) 素地調整研削材料処分費

　　　素地調整研削材料処分費の積算は次式による。

　１．運搬費は、現場から処分場までの費用を積み上げるものとする。

　２．処分する研削材料の集積に要する費用は素地調整歩掛に含まれる。

　３．処分単価は各地区の単価を採用する。

　(2) 素地調整研削材料処分量

　　　素地調整研削材料処分量は、次式による。

      素地調整研削材料処分率は、表9.3-10を標準とする。

 （注）処分率は現場作業における研削材料の飛散等を除いたものである。
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表9.3-8　水洗い清掃標準歩掛 （水洗い清掃面積100㎡当り)

名　　称 単位 数量 備　　　　考

　労　務　費 式 　表9.3-9による

　諸　雑　費 式 　労務費の７％以内

　計

表9.3-9　水洗い清掃工歩掛 　　　　　（人／100㎡)

作業区分 普通作業員 備　　考

水洗い清掃 １．２

素地調整研削材料処分費＝素地調整研削材料処分量×処分単価＋運搬費

 素地調整研削材料処分量＝素地調整研削材料使用量×処分率

表9.3-10　処分率　　　　　（％）

処分材料 処　　分　　率

素地調整研削材料 ８０
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第10章　消融雪設備

10.1 適用範囲

　　この基準は、消融雪設備のうち消雪設備の製作、据付け及びさく井に適用する。

 10.1.1 区分及び構成

　　消雪設備の区分及び構成は、表10．１－１のとおりとする。

10.2 製作原価

 10.2.1 材料費

　　　（１）材料費の構成

　　　　材料費の構成は、次のとおりとする。

　　　　　　材料費　＝　部材費　＋　部品費　＋補助材料費

　　　（２）部材費

　　　　　１）　部材費の積算は、次式による。

　　　　　　　　部材費　＝　部材所要量　×　部材単価

　　　　　２）　部材の所要量の算定及び部材単価は、「第１章　総則」に準ずる。

　　　　　３）　部材費は、付属設備を積上げるものとする。

　　　（３）部品費

　　　　部品費は、散水管及び送水管（２００A≦φ≦３５０A）の溶接フランジ等を積上げるものと

する。なお、散水管は、二次製品価格を採用するものとする。

　　　（４）補助材料費

　　　　　１）　補助材料費　＝　部材費　×　補助材料費率　（％）

　　　　　２）　補助材料費率は、「第8章　鋼製付属設備」に準ずる。
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表10.1-1  区分及び構成

区　　分 構　　　　成

さく井 掘削、ケーシング作業、砂利充填、孔内洗浄、電気検層、揚水試験

ポンプ ポンプ、揚水管、配電盤、操作盤、制御盤、検知器、流量計、圧力計等

配管 送水管、散水管、散水ノズル、菅継手、弁類等

付属設備 ポンプ据付架台、配管据付架台等
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 10.2.2 機器単体費

　　　　機器単体費として計上する品目は、次のとおりとする。

 10.2.3 製作工数

　　　（１）付属設備の製作工数は、以下による。

　　　　付属設備は、ポンプピット、ポンプ受台、配管取付支柱及び取付架台等であり、製作工数

　　　　は、「第８章鋼製付属設備」によるものとする。

　　　（2）送水管（２００Ａ≦φ≦３５０Ａ）の製作工数は、別途積上げるものとする。

　　　　なお、送水管の製作工数とは、フランジ部と送水管の溶接をいう。

10.3 据付工事原価

 10.3.1 材料費

　　　（１）据付材料費

　　　　送水管（１５０Ａ以下）の材料費及び散水ノズル、揚水管、各種弁類（逆止弁、仕切弁等）、

　　　　圧力計、低水位用電極、井戸ふた、管継手（チーズ、エルボ、ソケット、カップリング等）等の

　　　　部品費を積上げるものとする。

　　　（２）据付補助材料費

　　　　据付補助材料費の積算は、次式による。

　　　　　　　　据付補助材料費　＝　据付労務費　×　据付補助材料費率（％）

　　　　据付労務費は、据付対象設備の据え付けに従事する機械設備据付工、電工、配管工、普

　　　　通作業員等の労務費をいい、別途計上される土木工事費、電気工事中の労務費は対象と

　　　　しない。

　　　　なお、据付補助材料費率は、表10．３－１によるものとする。

　　（％）

 10.3.2 ポンプ据付

　　　（１）据付工数

　　　　ポンプ据付工数は、次式による。

　　　　　　　　Ｙ　＝　ｙ　×　ｎ

　　　　　　　　　　Ｙ　：　設備１施設当りの据付工数（人）

　　　　　　　　　　ｙ　：　ポンプ１台当りの標準据付工数（人／台）

　　　　　　　　　　ｎ　：　設備１台当りのポンプ台数（台）

　　　（２）標準据付工数

　　　　ポンプ据付工数は、表10．３－２を標準とする。
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ポンプ、各種配電盤、各種操作盤、各種制御盤、各種検知器、水位計、流量計等

表10.3-1  据付補助材料費率

区　　分 据付補助材料費率

ポンプ送水管、散水管等 2
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（注）１．ｙは標準据付工数（人／台）、ｘは揚水管長さ（ｍ）である。

      ２．本工数は、口径１５０㎜以下かつ出力４５ｋＷ以下の深井戸用水中モータポンプ［柱状

     　型］に適用する。

      ３．ポンプの据付けには、逆止弁、仕切弁、圧力計、揚水管、低水位用電極、制御用

     　電力ケーブル、流量計、吐出曲管、空気弁、相フランジ、井戸ふた、支持バンド、

     　水中ケーブル、基礎ボルト、受台等の据付け及び配線・配管を含むものとする。

      ４．操作盤、試運転は、井戸用操作盤設置及び井戸用ポンプ設備の試運転をいう。

      ５．取水位置と制御盤の距離は、１０ｍを標準とし、それ以上の配管、配線については

     　別途計上する。

      ６．ポンプ室設置等の土木工事は、本工数に含まない。

      ７．深井戸用水中モータポンプ［柱状型］以外の場合、別途積上げることとする。

　　　（３）機械経費

　　　　機械経費の積算は、表10．３－３によるものとする。

標準運転日数（日／台）

（注）１．上記の規格以外のクレーンを使用する場合は、別途積上げるものとする。

      ２．雑器具損料とは、ジャッキ、チェーンブロック類、溶接用雑器具、据付用雑器具等の

      　損料である。

 10.3.3 送水管、散水管据付

　　　（１）据付工数

　　　　送水管、散水管据付工数は、次のとおりとする。

　　　　　　　　Ｙ　＝　ｙ　×　L　÷　１００

　　　　　　　　　　Ｙ　：　設備１施設当りの据付工数（人）

　　　　　　　　　　ｙ　：　標準据付工数（人／１００ｍ）

　　　　　　　　　　ｎ　：　設備１施設当りの施工延長（ｍ）

　　　（２）標準据付工数

　　　　送水管、散水管の据付工数は、表10．３－４を標準とする。
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表10.3-2　標準据付工数

区　分 標準据付工数
職種別構成割合（％）

機械設備据付工 電工 普通作業員

 ポンプ ｙ＝0.05ｘ＋2.6（人／台）
３５ ２０ ４５

操作盤･試運転 ｙ＝5.6　（人／式）

表10.3-3　標準機械器具

機械器具名 標準規格 適　　用

ラフテレーンクレーン 現場条件により決定する 1

雑器具損料 ― ― 機械器具費×２％
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（注）１．ｙは標準据付工数（人／１００ｍ）、ｘは鋼管呼径［JIS G 3452管の呼び方（A）である。

      ２．適用範囲は、送水管の鋼管呼び径３５０A以下及び散水管の鋼管呼び径１５０A以下

     　のコンクリート埋設配管、土中埋設配管及び露出配管とする。

     　なお、プレキャスト製品には適用しない。

      ３．上記算定式において、管径が１５０A以下は人力施工、２００A以上は機械施工の歩掛

     　を示す。備は含まないものとする。

      ４．ダブル配管の場合には、それぞれの管について工数を算出する。

      ５．本工数は、散水管、送水管及び配管架台の据付けまで含むものとし、その他の付属

     　設備は含まないものとする。

      ６．切削工、配筋工、コンクリート工等の土木工事は、本工数に含まない。

　　　（３）機械経費

　　　　鋼管呼び径１５０A以下の管の据付けは、人力を標準とするが、現場条件によりクレーン等が

　　　　必要な場合には、別途計上するものとする。

　　　　鋼管呼び径２００A以上の管の据付けに係る機械経費は、表10．３－５を標準とする。

（注）１．上記の規格以外のクレーンを使用する場合は、別途積上げるものとする。

      ２．雑器具損料とは、ジャッキ、チェーンブロック類、溶接用雑器具、据付用雑器具等の

      　損料である。

      ３．機械経費は、施工延長から使用日数を算出後、０，５日単位で端数切り上げとする。

 10.3.4 さく井

　　　　標準として積算に用いる工法はパーカッション工法とし、工期、現場条件等を勘案して最も

　　　　適した施工法を選択するものとする。

　　　（１）材料費

　　　　ケーシング、充填砂利等の材料費及び、ストレーナ等の部品費を積上げるものとする。

　　　　なお、充填砂利の標準使用量は、表10．３－６によるものとする。

（注）砂利は、標準としてφ６～１０㎜の豆砂利とする。
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表10.3-4　標準据付工数

区分及び適用範囲
標準据付工数
（人／１００ｍ）

職種別構成割合(%)

機械設備据付工 配管工 普通作業員

送水管
φ≦１５０A ｙ＝０．０８ｘ＋７．６

２５ ４５ ３０
２００A≦φ≦３５０A ｙ＝０．００４ｘ＋７．１

散水管 φ≦１５０A ｙ＝０．０８ｘ＋７．８ ３５ ３５ ３０

表10.3-5　標準機械器具

機械器具名 標準規格 標準運転日数（日／１００ｍ） 適　　用

トラック［クレーン装置付］ ４ｔ級　吊能力２．９ｔ ２．７

雑器具損料 － － 機械器具費×２％

表10.3-6　標準砂利充填量

ケーシング径 ２００Ａ ２５０Ａ ３００Ａ ３５０Ａ ４００Ａ

掘削径（㎜） ３５０ ４００ ４５０ ５００ ５５０

標準砂利充填量（㎥／ｍ） ０．０７ ０．０８ ０．１０ ０．１１ ０．１２

-1-71-



　　　（２）さく井工数

　　　　　１）　さく井工数は表10．３－７を標準とする。

（注）１．ｙは標準さく井工数（人）、ｘは掘削深度（ｍ）、ａはｍ当り掘削日数（日／ｍ）である。

      ２．さく井工数には、掘削、電気検層、ケーシング管設置、砂利充填、孔内洗浄、揚水

      　試験を含むものとし、さく井機設置撤去の工数は、表10．３－９により別途加算する。

      ３．ａの値は、各井戸の掘削速度αから求めるものとし、次式による。

Ｌ１ Ｌ２ Ｌ３

α１ α２ α３

　　　　　　　　　　αｎ　：　各土質の掘削速度（ｍ／日）

　　　　　　　　　　Ｌｎ　：　各土質層の長さ（ｍ）

      ４．各土質の削孔速度αｎは、表10．３－８のとおりとする。

（ｍ／日）

　　　　　２）　さく井機（パーカッション式）設置撤去工数は、表10．３－９を標準とする。

（人／台）

(注)　本工数は、さく井機の設置準備、設置、動力設置撤去、撤去、後片付けまで含むものとする。

　　　（３）機械経費

　　　　　１）　さく井に係る機械の組合せは、表10．３－１０を標準として計上するものとする。
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表10.3-7　標準機械器具

区分 標準さく井工数（人）
職種別構成割合(%)

特殊作業員 普通作業員

さく井 ｙ＝（２．７ａ＋０．０６７）ｘ＋１６．６ ５０ ５０

　　　　　　　　ａ　＝　〔 ＋ ＋ ・・・〕×
１

Ｌ１＋Ｌ２＋Ｌ３・・・

表10.3-8　掘削速度（αｎ）

　　　　　　　　　　ケーシング径
土質

２００Ａ ２５０Ａ ３００Ａ ３５０Ａ ４００Ａ

粘性土 ６．２１ ５．８７ ５．４７ ４．９５ ４．５５

砂・砂質土 ５．６５ ５．３４ ４．９６ ４．５０ ４．１４

レキ質土・軟岩 ４．０４ ３．８１ ３．５６ ３．２２ ２．９６

岩塊・玉石 １．２４ １．１７ １．１１ ０．９９ ０．９１

表10.3-9　さく井機設置撤去工数

区分 規格 特殊作業員 普通作業員 電　工 とび工

さく井機分解組立

小型 ６ ４ ２ ２

中型 ８ ５ ２ ２

大型 １１ ７ ３ ３
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機械器具費×２％

（注）１．雑器具損料とは、ジャッキ、チェーンブロック類、溶接用雑器具等の損料である。

      ２．さく井機（パーカッション式）の選定は、ケーシング径、掘削深度により、表10．３－１１を

      　標準とする。

      ３．発動発電機及び掘削機の規格は、表10．３－12を標準として、計上するものとする。

所要発電機容量（ｋVA）
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表10.3-10　標準機械器具

機械器具名 標準規格 数量 適　　用

ボーリングマシン［さく井機・
パーカッション式（定置式・片
やぐら型）］

１台

掘削用ビット １台

発動発電機［ディーゼルエン
ジン駆動・排出ガス対策型］

１台

ベントナイトミキサ［１槽型］ ０．２㎥×１槽　２．２ｋＷ級 １台

工事用水中モータポンプ［撹
拌装置付（水中サンドポン
プ）］

口径８０㎜　全揚程１０ｍ　３．７ｋW １台

電気溶接機［交流アーク式
（手動・電撃防止器内蔵型）］

２００～３００Ａ １台

深井戸用水中モータポンプ
［柱状型］

実際に据付けるポンプと同規格 １台 揚水試験用

トラック［クレーン装置付］ ベーストラック４ｔ積　吊能力２．９ｔ １台

ラフテレーンクレーン［油圧伸
縮ジブ型］

２５ｔ吊 １台 さく井機設置撤去

雑器具損料 ４ｔ級　吊能力２．１６ｔ １台

表10.3-11　さく井機選定

表10.3-12　発電機及び掘削機規格

パーカッション機械の規格 掘削機容量（ｋＷ） 適　　用

小　　型 ３５ １５

中　　型 ４５ ２２

大　　型 ６０ ３０
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      ４．必要に応じ水槽、マッドスクリーンを計上するものとする。

　　　　　２）　さく井に係る機械の運転日数は、表10．３－１３を標準とする。

小型さく井機の場合

中型さく井機の場合

大型さく井機の場合

（注）１．ｘは掘削深度（ｍ）である。

      ２．ａの値は、「表10．３－７　（注）３」によるものとする。

      ３．標準運転日数には、掘削、電気検層、ケーシング管設置、砂利充填、孔内洗浄、揚

      　水試験及びさく井機設置撤去に係る運転日数である。

      ４．コンダクターパイプは、ケーシングの経費を別途計上するものとする。

　　　　　３）　ビット等の損耗品費は、次式による。

　　　　　　　　損耗品費　＝　さく井労務費　×　損耗品費率　（％）

　　　　さく井労務費は、さく井に関する掘削、電気検層、ケーシング管設置、砂利充填、孔内洗浄、

　　　　揚水試験に従事する特殊作業員、普通作業員の労務費をいい、それ以外（さく井機設置撤

　　　　去等）の労務費は対象としない。

　　　　なお、損耗品費率は、表10．３－１４によるものとする。

　　（％）

　　　　　　（注）　損耗品費率には、ノコチューブメタル、ベントナイト、粘土、ワイヤーロープ、

　　　　　　　　酸素、アセチレンガス、溶接棒の使用料が含まれている。
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表10.3-13　標準運転日数

機械器具名 標準運転日数（日） 運転時間（時間／日）

ボーリングマシン［さく井機・パーカッショ
ン式（定置式・片やぐら型）］

（ａ＋０．０１７）ｘ＋２．４ －

掘削用ビット ａｘ －

２．８ －

トラック［クレーン装置付］ １．６ ６．３

発動発電機［ディーゼルエンジン駆動・
排出ガス対策型］

（ａ＋０．０１７）ｘ＋５．１ ７．６

ベントナイトミキサ［１槽型］ ａｘ －

工事用水中モータポンプ［撹拌装置付
（水中サンドポンプ）］

ａｘ －

さく井 ２０
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ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型］

２．４ －

２．９ －

３．０ －

表10.14  損耗品費率

区　　分 損耗品費率

電気溶接機［交流アーク式（手動・電撃
防止器内蔵型）］

（ａ＋０．００３）ｘ＋０．５ ２．４

深井戸用水中モータポンプ［柱状型］
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第1章　積算基準

1.1　適用範囲

    この基準は阪神高速道路株式会社の機械設備のうちトンネル換気設備、トンネル非常用設備、

車両重量計設備、料金所機械設備、建物機械設備等の点検・整備の積算に適用し、必要な事項を

定めることにより、請負工事の設計金額の算定を適正に行うことを目的とする。

1.2　点検整備費の構成

直接材料費

材料費

補助材料費

水道光熱

　電力料

直接経費 機械経費

特別経費

点検・整備原価 直接労務費

点検・整備価格 安全費

共通仮設費

技術管理費

現場管理費

　　点検整備費

点検整備間接費

一般管理費等

消費税相当額
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1.3 点検・整備費の費目

　1.3.1 点検・整備原価

　　1) 材料費

　　　(1）直接材料費

　　　　　点検・整備に関して直接消費され、原則として設備の基本的実体となって再現される材料

　　　　及び部品の費用である。

      (2）補助材料費（雑品）

　　　　　点検・整備に関して補助的に消費され作業過程において多くは消滅し、原則として設備

　　　　の基本的実体となって再現されない材料の費用である。

　　2) 直接経費

　　　(1) 水道光熱電力量

　　　　　点検・整備を実施するために必要な電力料等である。

　　　(2) 機械経費

　　　　　設備の点検・整備を実施するために必要とする機械器具の経費で、機械損料、運転経費

　　　　及び仮設材の損料の合計金額である。

　　　(3) 特別経費

　　　　　点検・整備にかかる材料分析等に必要とする特別経費である。

　　3) 直接労務費

　　　　点検・整備に直接従事する作業者に対して支払われる賃金

　　　（直接労務の例）　点検整備工、点検員（Ａ）、点検員（Ｂ）

　　　　　　点検整備工･････機器設備メーカーの点検員

　　　　　　点検員（Ａ）･･･特殊な技能を有する点検及び現場の統括指示を行う点検員

　　　　　　点検員（Ｂ）･･･点検員（Ａ）の指示に基づき主体となって点検を行う点検員

　　4) 共通仮設費

　　　(1) 安全費

　　　　　当該業務の安全施工に必要な交通管理、安全管理及び安全施設等に要する費用で

　　　　ある。

　　　(2) 技術管理費

　　　　　点検・整備記録、報告書等の技術管理上必要な資料の作成及び打ち合わせ等に要する

　　　　費用である。

　　5）現場管理費

　　　　　点検・整備にあたって現場を管理するために必要な経費である。現地採用の従業員の

　　　　労務管理費、法定福利費、作業員の安全訓練費、工場・発注者・本支店への電話料、郵便

　　　　料等、点検・整備に直接使用しない水道光熱電力料、保険料、現場での交際費、雑費等である。

　　6) 点検整備間接費

　　　　　点検整備工を派遣する会社の点検整備工部門を管理するために要する費用である。

　　　　点検整備間接費の項目は、間接工・管理業務者（監理技術者を含む）の給料、賞与及び諸

　　　　手当、法定福利費、退職金、旅費交通費、会議費、交際費、福利厚生費、動力用水光熱費、

　　　　印刷製本費、教育訓練費、図書費、不動産賃借料、保険料、租税公課、事務用品費、雑費

　　　　等である。
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　1.3.2 一般管理費等

　　　「一般管理費（企業全体の管理運営及び財務処理等のために要する費用）」及び「付加利益」

　　である。

　　　「一般管理費の項目は役員給与、従業員の給料、賞与及び諸手当、法定福利費、福利厚生費、

　　退職金、修繕維持費、事務用品費、通信交通費、交際費、不動産賃借料、保険料、減価償却費、

　　動力用水光熱費、調査研究費、寄付金、租税公課、広告宣伝費、契約補償費、雑費等である。

　　　「付加利益」の項目は法人税、都道府県民税、市町村民税、株主配当金、役員賞与、内部留保金、

　　支配利息割引料、支払保証料、その他営業外費用等である。

　1.3.3 消費税等相当額

　　　消費税等相当額は、消費税及び地方消費税相当分の費用である。

1.4 点検・整備費の積算

　1.4.1 点検・整備原価

　　1) 材料費

　　　(1）直接材料費

　　　　① 直接材料費の積算は   とする。

　　　　② 所要量の積算は積み上げ方式とする。

　　　　③ 単価は「建設物価」、「積算資料」、見積価格、価格調査等の資料により決定するものとする。

　　　　　なお統一単価を定めているものについては、それを適用する。

      (2）補助材料費（雑品）

　　　　① 補助材料の積算は 　とする。

　　　　② 補助材料費率は表1.5.1による。

　　2) 直接経費

　　　(1) 直接経費の積算は

　とする。

　　　(2) 直接経費率は表1.5.2に示す。

　　　(3) 直接経費率による直接経費は

　　　　　　イ.点検に必要な各種計測機器

　　　(4) 積上げとする直接経費は

　　　　　　イ.維持点検等に必要な車両費

　　　　　　ロ.水道光熱電力料及び特別経費

　　　　　　ハ.荷重試験に伴う分銅のリース費

　　　　　　ニ.検査費・処分費

　　3) 直接労務費

　　　(1) 直接労務費の積算は　　　 　とする。

　　　(2) 工数は各設備ごとの各章による。
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（所要量）×（単価）

（直接労務費）×（補助材料費率）

（直接労務費）×（直接経費率）＋（積上げによる費用）

（工数）×（賃金）



　　4) 共通仮設費

　　　(1) 共通仮設費の積算は、率計算による額と積み上げ積算による額とを加算して算定するものとす

　　　　　る。なお、率計算による積算は次に示すとおりとする。

　　　(2) 共通仮設費率は表1.5.3に示すとおりとする。

　　　(3) 「直接点検・整備費」とは「材料費」、「直接経費」、「直接労務費」とする。

　　　　また、無償貸付機械等評価額及び支給品費は、「直接点検・整備費」に含まれるものを対象とす

         る。

　　　(4) 安全費

　　　　① 共通仮設費率に含まれる安全費は

　　　　　イ．現場内全般の安全管理上の監視、あるいは連絡等に要する費用

　　　　　ロ．保安帽、命綱、救命胴衣、耳栓等の安全用品の費用

　　　　　ハ．安全委員会等に要する費用           

　　　　　ニ．標識板、標識、保安燈、防護柵、バリケード、照明等の安全施設類の設置、撤去、補修に

　　　　　　　要する費用及び使用期間中の損料。

　　　　　イ．交通誘導警備員等の交通管理に要する費用

　　　　　ロ．規制等に要する車両費

　　　　　ハ．酸素欠乏症の予防に要する費用

　　　　　ニ．粉塵作業の予防に要する費用

　　　　　ホ．高圧作業の予防に要する費用

　　　　　ヘ．バリケード、転落防止柵、工事標識、照明等のイメージアップに要する費用

　　　　　ト．その他現場条件等により積み上げを要する費用

　　　(5) 技術管理費

　　　　① 共通仮設費率に含まれる技術管理費は

　　　　　イ．点検・整備における工程管理に関する費用

　　　　　ロ．点検・整備における出来高管理に要する費用

　　　　　ハ．点検・整備における点検結果報告の確認等に必要な写真管理に要する費用

　　　　　ニ．点検・整備における打ち合わせに要する費用

　　　　　ホ．その他点検・整備の実施に際し、必要な資料作成に要する費用

　　　　② 積み上げ積算による技術管理費は、必要額を適正に積み上げるものとする。

　　　　　なお積み上げ計上した場合は、特記仕様書に明示するものとする。

　　5) 点検整備間接費

　　　(1) 点検整備間接費の積算は

　とする。

　　　(2) 点検整備間接費率は表1.5.4に示すとおりとする。

　　6) 現場管理費

　　　(1) 現場管理費の積算は 　 　とする。
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　　(対象額)＝(直接点検・整備費)＋(無償貸付機械等評価額＋支給品費)

　　(共通仮設費(率分))＝（対象額）×（共通仮設費率）　　

　　　 ② 積み上げによる安全費は
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（点検整備工費）×（点検整備間接費率）

（純点検・整備費）×（現場管理費率）



　　　(2) 純点検・整備費とは

　とする。

　　　(3) 現場管理費率は表1.5.5に示すとおりとする。

　　　(4) 点検業務等に必要な高速道路通行料は、積み上げによる現場管理費として、計上する

　　　　ものとする。

　1.4.2 一般管理費等

　　　(1) 一般管理費等の積算は

　とする。

      (2) 一般管理費等率については表1.5.6によるものとする。

1.5　各率計上表

（点検整備原価）×（一般管理費等率）

表1.5.1　補助材料費率

機械設備名 補助材料（雑品）費率（％）

トンネル換気設備（送(排)風機） ２
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（材料費）＋（直接経費）＋（直接労務費）＋（共通仮設費）

車両重量計設備 １

料金所機械設備 １

建物機械設備 １

トンネル換気設備（ｼﾞｪｯﾄﾌｧﾝ） ２

トンネル非常用設備 ２

道路排水設備 ２

点検整備間接費率（％）

車両重量計設備（精度、精密）点検 １

表1.5.3　共通仮設費率

機械設備名 共通仮設費率（％）

清掃 １

表1.5.2　直接経費率

機械設備名 直接経費率（％）
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トンネル換気設備 １６０

トンネル非常用設備 １６０

車両重量計設備（精度、精密）点検 ５０

機械設備各工種共通 ５

表1.5.4　点検整備間接費率

機械設備名



 Ｊ：現場管理費率（％）

Ｎ：純点検整備費（円）

（注）Ｊは小数点以下第３位を四捨五入して２位止めとする。

Ｇ：標準一般管理費率（％）

C：点検整備原価（円）

（注）Ｇは小数点以下第３位を四捨五入して２位止めとする。
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表1.5.6　一般管理費率

点検整備原価 一般管理費率(％)

50万円以下の場合 ２５．５５

300万円以下の場合 ２０．２１

300万円を超えるもの Ｊ＝５１．８９Ｎ -0.06322

50万円を超えるもの Ｇ＝－０．７４０２ ｌｏｇＣ+２９．７６

第 ２ 編 機械設備維持点検積算基準／第 １ 章 積算基準

表1.5.5　現場管理費率

純点検整備費 現場管理費率(％)



第2章　一般事項

2.1 適　用

　　本基準は設備の機能保持のために定期的に、または点検結果に基づき実施する調整、給油、

　部品交換などの作業及びその点検結果報告書作成までの一連の作業に適用する。

　　なお、補修工事や大規模な整備及び取替工事については第１編の工事積算基準及び施設工事

　積算基準（営繕編）によるものとする。

2.2 歩　掛

　　本歩掛は、別に定める点検等の内容による標準的な作業を示したもので、特殊な場合は別途考慮

　して決定する。

2.3 労務費

　2.3.1 労務賃金

　 (1) 労働賃金は、労働者に支払われる賃金であって、直接作業に従事した時間の労務費の基本給

　　（基本額）をいい、基本日額については「公共工事設計労務単価（毎年改正）」等を使用する。

   (2) 労働者の拘束時間は原則として9時間とする。

   (3) 労働者の日額対象時間は原則として8時間とする。

   (4) 労働者の実作業時間は原則として7時間とする。

   (5) 労働者の日当り拘束時間とは労働者が現場で消費する、準備・後片付け、休憩等を含む労務

　　時間をいう。

   (6) 労働者の日額対象時間とは労働者に支払う賃金対象をいい、拘束時間から休憩時間を控除

　　した労働時間をいう。

   (7) 労働者の実作業時間とは現場で実際労働する時間すなわち労働者の日額対象時間から作業

　　前後に消費する準備・後片付け等の1時間を控除した労働時間をいう。

作
業
前
準
備

実
作
業

休
　
憩

実
作
業

作
業
後
片
付

第 ２ 編 機械設備維持点検積算基準／第 ２ 章 一般事項

０．５ｈ ３．５ｈ １ｈ ３．５ｈ ０．５ｈ
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４ｈ 実作業時間　７時間 ４ｈ

実働時間　８時間

（拘束時間　９時間）



　　(8)労務賃金は、工事施工場所における地区単価とする。

     　 なお、単価の適用地区が複数存在する場合は、主たる単価地区（金額に占める割合が

      高い地区）を適用することができるものとする。ただし、 「主たる地区の単価による積算額」と

     「各地区の単価による積算額」が大差ないことが前提であるので、適用にあたって注意すること。

　2.3.2 労働者の作業時間帯

　 (1) 昼間作業とは8時～17時の時間帯で、主として行う作業をいう。

　 (2) 夜間作業とは20時～6時の時間帯で、主として行う作業をいい、関係官公署より指定された場合、

　　または現場条件により夜間のみでしか作業が出来ない場合に適用するものとする。

　2.3.3 作業時間における休憩時間

　 (1) 休憩は実働時間8時間の場合1時間とする。

   (2) 超過勤務とする場合の休憩は4時間を超えるごとに30分とする。

　2.3.4 作業時間帯および作業場所における基本日額の割増率

  （1）夜間作業の取り扱い

    ○公共工事現場労働者の場合（設計業務委託等技術者は除く）

      夜間作業時間帯（20：00～翌6：00）内で所定の８時間労働の場合については、基本日額（Ｐ）に

　　1.5を乗ずる。

          夜間単価：１．５Ｐ

    ○設計業務委託等技術者の場合

　　　深夜作業時間帯（22：00～翌5：00）に作業する時間数のみ基本給日額（Ｐ×β）に0.25を乗じた

   　ものを、基本日額（Ｐ）に加算する。   

          深夜単価（1時間当り）：（Ｐ＋0.25×Ｐ×β）／８＝（１＋0.25β）Ｐ／８

　（2）超過勤務の取り扱い

　　　超過勤務については、基本給日額（Ｐ×β）の時間割額（基本給の1/8）に125％を乗じたものを

   　１時間当りの単価とする。 

          超過勤務（夜間１時間当り）：1.25βＰ／８

    また、深夜時間帯まで超過勤務が及んだ場合は乗率を150％とする。

　　　　 超過勤務（夜間１時間当り）：1.5βＰ／８

    　一ヶ月60時間を越える時間外労働を工事の契約条件とする場合は、「労働基準法の一部

　　を改正する法律」（平成20年法律第89号、平成22年4月1日施行）に基づき、60時間を超える

　　超過勤務時間に適用する乗率は150％とする。

 　(3)作業条件毎の労務費割増率一覧（所定８時間労働の場合）

 （注）Ｐ：基本日額（８時間当り）（基準額ともいう）　β：基本給率（割増対象賃金比ともいう）     

　　　Ｐ×β：基本給日額

 なお、上表により難い場合の積算は次項以降の参考例を参照すること。

第 ２ 編 機械設備維持点検積算基準／第 ２ 章 一般事項

作業条件 現場労働者 設計技術労務者
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昼間作業 Ｐ Ｐ

夜間作業 １．５Ｐ （１＋０．１９β）Ｐ



（参考資料）公共工事現場労働者の場合

１．一般工事

　（Ｐ）

２．一般工事（夜間作業）

（参考資料）設計技術者の場合

１．一般的な昼間作業の場合

　（Ｐ）

１．一般的な夜間作業の場合

６

８

  2.3.5 １日の実働時間が短時間の労務賃金

    (1) 小規模工事のため、1日の実働時間が4時間未満の場合の賃金は基本日額の1／2（半日分）

　　　を計上することができる。

　　 　 ただし、引き続き他の作業に従事できる場合には、実作業時間のみを対象とする。

    (2) 小規模工事のため、1日の実働時間が4時間を超え8時間未満の場合の賃金は、基本日額

　　　（1日分）を計上することができる。ただし、引き続き他の作業に従事できる場合には実作業時間

　　　のみを対象とする。

   （3）地下鉄等の鉄道の営業路線に隣接する場合等で作業時間帯が著しく制限される場合は、

　　　上記（1）、（2）に加えて、施工歩掛の日当り作業量の低下を考慮すること。

８Ｈ×１．５
＝１．５Ｐ

８Ｈ
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8時 12時　　13時 17時

深夜作業

労務費＝ Ｐ＋ ×０．２５βＰ＝（１＋０．１９β）Ｐ
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8時 12時　　13時 17時

21時　22時 1時　　2時 5時　6時

21時 1時　　2時 6時

労務費＝



第3章　トンネル換気設備点検

3.1　適用範囲

　　この基準は、トンネル換気設備の維持点検に適用する。

3.2　点検歩掛

　3.2.1　トンネル換気設備巡回点検標準歩掛

　 (1) トンネル換気設備巡回点検の標準歩掛は表3.2.1-1に示すとおりとする。

単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

面 0.191 0.520 0.173

面 0.145 0.399 0.133

基 0.166 0.453 0.151

基 0.121 0.334 0.111

基 0.210 0.570 0.190

基 0.205 0.559 0.186

基 0.123 0.338 0.113

面 0.105 0.289 0.096

基 0.218 0.592 0.197

面 0.131 0.361 0.120

箇所 0.245 0.454 0.227

箇所 0.215 0.763 0.191

箇所 0.340 1.197 0.299

箇所 0.264 0.932 0.233

面 0.127 0.456 0.114

面 0.075 0.274 0.069

箇所 0.910 2.444 0.815

箇所 0.467 0.860 0.430

基 0.103 0.286 0.095

基 0.125 0.345 0.115

台 0.141 0.263 0.131

台 0.070 0.134 0.067

面 0.047 0.091 0.045

避難口設備 避難通路送風機

避難口設備 避圧口電動ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

ダクト設備 ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

脱硝設備 窒素酸化物測定設備

避難口設備 排煙ダンパ・階段ファン 階段ファン

避難口設備 排煙ダンパ・階段ファン 排煙ダンパ

電気集塵機設備 集塵機盤類 高圧発生盤

電気集塵機設備 集塵機盤類 盤類集塵機制御盤類

脱硝設備 脱硝装置

電気集塵機設備 集塵機本体 電気集塵機

電気集塵機設備 集塵機補助機器 汚水処理装置

電気集塵機設備 集塵機補助機器 洗浄補機

送排風機設備 本体（ﾀﾞﾝﾊﾟｰ共）

送排風機設備 計測設備 制御盤類

送排風機設備 換気操作卓

計測設備 ＣＯ計 計測盤共

計測設備 ＣＯ計非吸引式 計測盤共

送排風機設備 計測設備 動力盤類

ジェットファン設備 ジェットファン

計測設備 ＡＶ計 計測盤共

計測設備 ＶＩ計 計測盤共
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表3.2.1-1 トンネル換気設備巡回点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

ジェットファン設備 計測設備 制御盤類

ジェットファン設備 計測設備 動力盤類
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　3.2.2　トンネル換気設備定期点検標準歩掛

　 (1) トンネル換気設備定期点検の標準歩掛は表3.2.2-1に示すとおりとする。

単
位

点
検
整
備
工
（

人
）

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

面 0.685 0.765 1.371 0.685

面 0.842 0.940 1.683 0.842

基 0.565 0.647 1.696 0.565

計測設備 AV計 基 0.400 0.445 0.800 0.400

組 1.311 1.428 1.311 1.311

基 1.655 0.925 0.828 0.828

基 0.607 1.117 0.558

面 0.729 0.836 2.188 0.729

基 2.128 2.380 4.256 2.128

面 0.955 1.096 2.866 0.955

箇所 2.183 2.435 4.367 0.546

基 0.259 0.287 0.518 0.259

ユニット 0.263 0.299 0.789 0.263

箇所 0.853 0.978 2.558 0.853

箇所 2.150 2.472 6.449 2.150

ブロック 0.560 0.640 1.679 0.560

面 1.062 1.219 3.186 1.062

箇所 5.748 3.479 11.496 5.748

箇所 2.862 1.687 4.293 2.862

箇所 0.162 0.092 0.323 0.162

基 0.660 2.308 0.577

基 0.250 0.678 0.226

避難口設備 台 1.379 1.850 3.448 1.379

避難口設備 台 0.261 0.155 0.653 0.261

電気集塵機 集塵機本体電気集塵機設備

ダクト内ダンパーダクト内設備

換気操作卓送排風機設備
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避難口設備 排煙ダンパ・階段ファン 階段ファン 

電気集塵機設備 集塵機補助機器 洗浄補機 

排煙ダンパ・階段ファン 避圧口電動ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

脱硝設備 脱硝IO盤

高圧発生盤 
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表3.2.2-1 トンネル換気設備定期点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

ジェットファン設備 換気制御盤類

ジェットファン設備 動力盤類

ジェットファン設備 ジェットファン

計測盤共

送排風機設備

送排風機設備 送排風機本体 ダンパー共

電気集塵機設備 集塵機補助機器 汚水処理装置 

計測盤共VI計計測設備

計測設備 CO計

換気動力盤類

計測盤共

計測設備 CO計非吸引式 計測盤共

送排風機設備 換気制御盤類

集塵機盤類電気集塵機設備

避難口設備 排煙ダンパ・階段ファン 排煙ダンパ 

排煙ダンパ・階段ファン 避難通路送風機

電気集塵機設備 集塵機盤類 集塵機制御盤類 

脱硝設備 脱硝装置

脱硝設備 窒素酸化物測定設備



第4章　トンネル非常用設備点検

4.1　適用範囲

　　この基準は、トンネル非常用設備の点検・整備に適用する。

4.2　点検歩掛

　4.2.1 トンネル非常用設備巡回点検歩掛

　 (1) トンネル非常用設備巡回点検の標準歩掛は表4.2.1-1に示すとおりとする。

単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

箇所 0.640 0.603 0.302

箇所 0.039 0.037 0.019

本 0.026 0.025 0.012

区画 0.043 0.040 0.020

個 0.031 0.030 0.015

個 0.026 0.025 0.012

台 0.253 0.239 0.120

箇所 0.064 0.061 0.030

箇所 0.328 0.602 0.301ダクト冷却設備 ダクト冷却装置 ポンプ点検含む
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火災通報設備 火災通報装置 火災検知器

ポンプ設備 消火ポンプ

抗口給水栓・送水口設備 連結送水管 抗口給水栓・送水口

消火設備 消火器

水噴霧設備 水噴霧装置

火災通報設備 火災通報装置 押釦通報装置
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表4.2.1-1 トンネル非常用設備巡回点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

消火設備 水槽

消火設備 消火栓



　4.2.2 トンネル非常用設備定期点検歩掛

　 (1) トンネル非常用設備定期点検の標準歩掛は表4.2.2-1に示すとおりとる。

箇所 0.045 0.121 0.040

箇所 0.081 0.148 0.074

本 0.045 0.123 0.041

本 0.027 0.073 0.024

本 0.029 0.078 0.026

箇所 0.019 0.181 0.042

本 0.012 0.105 0.029

区画 0.586 0.958 1.172 0.586

区画 0.066 0.176 0.059

個 0.029 0.078 0.026

台 0.856 1.569 0.785

個 0.041 0.023 0.020 0.020

台 0.418 1.119 0.373

箇所 0.060 0.163 0.054

箇所 0.020 0.054 0.018

箇所 0.271 0.727 0.242

箇所 0.027 0.073 0.024

箇所 0.014 0.039 0.013消火設備

抗口給水栓・送水口

火災検知器 

可燃性ガス検知警報機 ６ヶ月

押釦通報装置 

水噴霧設備放水試験

設備名称（１）

避難口設備

避難口設備

消火設備

消火設備

消火設備

消火設備

消火設備

水噴霧設備

水噴霧設備

火災通報設備

火災通報設備

火災通報設備

ポンプ設備

抗口給水栓
　　　・
送水口設備

連結送水管

機能点検（法定） 消火栓

放水試験(ﾒﾝﾃﾅﾝｽ弁使用)

放水試験

ポンプ点検含む

給水栓放水試験
抗口給水栓
　　　・
送水口設備

ダクト冷却設備

消火設備

機器点検（法定） 消火ポンプ

火災通報装置

機器点検（法定） 火災通報装置

機能点検（法定） 水噴霧装置

機器点検（法定）

機能点検（法定） 消火器

機器点検（法定）

機器点検（法定） ダクト冷却装置

機能点検（法定） 消火栓

水噴霧装置

機器点検（法定） 火災通報装置

機器点検（法定）

機器点検（法定）
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連結送水管

機能点検（法定）

消火栓

外観点検（法定） 消火器

機能点検（法定） 避難用扉

薬剤充填（法定） 消火器

放射試験（法定） 消火器

機能点検（法定） 避難用扉 リミットスイッチ新神戸トンネル
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表4.2.2-1 トンネル非常用設備定期点検標準歩掛

工種細別
設備名称

（２）
単
位

点
検
整
備
工
（

人
）

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

種　　別



第5章　車両重量計設備等点検

5.1 適用範囲

　　この基準は車両重量計設備等の維持点検に適用する。

5.2 点検歩掛

　5.2.1 車両重量計設備等巡回点検標準歩掛

　　(1) 車両重量計設備等巡回点検の標準歩掛は表5.2.1-1に示すとおりとする。

単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

セ
ミ
ト
レ
ー

ラ
ー

5
軸
車

箇所 0.221 0.412 0.206

箇所 0.071 0.266 0.066

箇所 0.059 0.113 0.056

箇所 0.072 0.137 0.069

箇所 0.021

基 0.334 0.618 0.309

箇所 0.142 0.267 0.133

レーン 0.099 0.095 0.095
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軸重計測装置等設備 軸重計測装置 機械監視卓Ⅵ型ﾃﾞｰﾀ収集工

巡回点検 車重計測設備 車重計測装置 車重計（トラックスケール）

巡回点検 軸重計測装置等設備 軸重計測装置 軸重違反車両動画撮影装置

簡易点検 軸重計測装置等設備 軸重計測装置 軸重計測装置

附属点検 軸重計測装置等設備 軸重計測装置 Ⅴ型データ収集工（点検時）

軸重計測装置等設備 軸重計測装置 走行精度確認5軸車

附属点検 軸重計測装置等設備 軸重計測装置 Ⅵ型データ収集工（点検時）

附属点検
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表5.2.1-1　車両重量計設備等巡回点検標準歩掛

工種細別
設備名称

（１）
設備名称

（２）
種　　別

巡回点検 軸重計測装置等設備 軸重計測装置 軸重計測装置



　5.2.2 車両重量計設備等定期点検標準歩掛

　　(1) 車両重量計設備等定期点検の標準歩掛は表5.2.2-1に示すとおりとする。

ト
ラ
ッ

ク
（

日
）

ト
ラ
ッ

ク
（

日
）

高
所
作
業
車
（

日
）

試
験
分
銅

2ｔ 11ｔ 6ｍ 20ｔ

定
期
点
検

軸
重
計
測
装
置
等
設
備

軸
重
計
測
装
置

Ⅵ
型

箇
所

1.932 1.249 6.761 1.932 1.932 0.966

注）１．試験分銅は軸重計点検は２０ｔを計上するものとする。

ト
ラ
ッ

ク
（

日
）

ク
レ
ー

ン
装
置
付

16ｔ吊り
4ｔ積

2.9ｔ吊り

0.966

工
種
細
別

設
備
名
称
（

1
）

設
備
名
称
（

2
）

種
　
　
別

単
　
　
位

点
検
整
備
工
（

人
）

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

（

日
）

ク
レ
ー

ン

ト
ラ
ッ

ク
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表5.2.2-1　車両重量計設備等定期点検標準歩掛



第６章　入口遠隔閉鎖設備点検

6.1 適用範囲

　　この基準は入口遠隔閉鎖設備の維持点検に適用する。

6.2 点検歩掛

　6.2.1 入口遠隔閉鎖設備巡回点検標準歩掛

　　(1) 入口遠隔閉鎖設備巡回点検の標準歩掛は表6.2.1-1に示すとおりとする。

箇所 0.403 0.757 0.378

箇所 0.174 0.324 0.162

箇所 0.467 0.875 0.438

箇所 0.405 0.762 0.381

　6.2.2 入口遠隔閉鎖設備定期点検標準歩掛

　　(1) 入口遠隔閉鎖設備定期点検の標準歩掛は表6.2.2-1に示すとおりとする。

高
所
作
業
者
（

日
）

６ｍ

箇所 0.607 1.130 0.565 0.565

箇所 0.389 0.718 0.359

箇所 0.572 1.565 0.522 0.522
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入口遠隔　標識有

表6.2.1-1　入口遠隔閉鎖設備巡回点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別
単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

入口遠隔　標識有

入口遠隔閉鎖設備 通行止装置 入口遠隔

入口遠隔閉鎖設備 通行止装置
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入口遠隔閉鎖設備 通行止装置 入口遠隔

入口遠隔閉鎖設備 通行止装置 ＰＡ

入口遠隔閉鎖設備 通行止装置

表6.2.2-1　入口遠隔閉鎖設備定期点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別
単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

ＰＡ

仮閉鎖装置入口遠隔閉鎖設備

入口遠隔閉鎖設備 通行止装置

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）



第７章　道路排水設備点検

7.1 適用範囲

　　この基準は道路排水設備の維持点検に適用する。

7.2 点検歩掛

　7.2.1 道路排水設備巡回点検標準歩掛

　　(1) 道路排水設備巡回点検の標準歩掛は表7.2.1-1に示すとおりとする。

箇所 1.595 2.933 1.467

箇所 0.315 0.588 0.294

箇所 0.355 0.661 0.331

箇所 0.142 0.526 0.131
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道路排水設備

道路排水設備 共同溝排水設備

道路排水設備 ＰＨ中和装置 中和装置

第 ２ 編 機械設備維持点検積算基準／第 ７ 章 道路排水設備点検

表7.2.1-1　道路排水設備巡回点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別
単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

道路排水設備 電動弁 大和川線



　7.2.2 道路排水設備定期点検標準歩掛

　　(1) 道路排水設備定期点検の標準歩掛は表7.2.2-1に示すとおりとする。

箇所 0.486 2.470 0.412

箇所 0.429 1.166 0.389

台 0.791 2.134 0.711

台 0.353 0.963 0.321

基 2.368 6.353 2.118

基 4.270 9.677 3.871

箇所 0.381 1.039 0.346道路排水設備
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道路排水設備 ＰＨ中和装置 中和装置Ａ

道路排水設備 ＰＨ中和装置 中和装置Ｂ

道路排水設備 ポンプ類 排水用水中ポンプ 0.711

道路排水設備 ポンプ類 電気室水中ポンプ

道路排水設備 自動開閉電動弁装置 雨量計含む

道路排水設備 雨量観測装置 雨量計
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表7.2.2-1　道路排水設備定期点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別
単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

ト
ラ
ッ

ク
（

日
）

ク
レ
ー

ン
装
置
付

4ｔ積2.9ｔ吊り



第８章　凍結防止設備点検

8.1 適用範囲

　　この基準は凍結防止設備の維持点検に適用する。

8.2 点検歩掛

　8.2.1 凍結防止設備巡回点検標準歩掛

　　(1) 凍結防止設備巡回点検の標準歩掛は表8.2.1-1に示すとおりとする。

箇所 0.481 0.892 0.446

　8.2.2 凍結防止設備定期点検標準歩掛

　　(1) 凍結防止設備定期点検の標準歩掛は表8.2.2-1に示すとおりとする。

基 1.241 3.338 1.113

基 0.956 2.577 0.859

箇所 1.504 4.044 1.348

箇所 0.612 1.656 0.552

台 0.822 1.517 0.758

台 0.689 1.273 0.637

揚重設備 箇所 0.809 1.494 0.747

凍結防止剤製造施設 水中ポンプ

ホイストクレーン

本体設備

攪拌機

凍結防止剤製造施設

凍結防止剤製造施設

凍結防止剤製造施設 濃度測定器

表8.2.2-1　凍結防止設備定期点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別
単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

ト
ラ
ッ

ク
（

日
）

ク
レ
ー

ン
装
置
付

４ｔ積
２．９ｔ吊り

凍結防止剤製造施設 本体設備

第 ２ 編 機械設備維持点検積算基準／第 ８ 章 凍結防止設備点検
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濃度測定装置 シーズン後

凍結防止剤製造施設 濃度測定器 濃度測定装置 シーズン前

凍結防止剤製造施設

凍結防止剤製造施設 陸上ポンプ

表8.2.1-1　凍結防止設備巡回点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別
単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

ト
ラ
ッ

ク
（

日
）

ク
レ
ー

ン
装
置
付

４ｔ積
２．９ｔ吊り



第９章　その他機械設備点検（乗継券発行機）

9.1 適用範囲

　　この基準はその他機械設備点検（乗継券発行機）の維持点検に適用する。

9.2 点検歩掛

　9.2.1その他機械設備点検（乗継券発行機）巡回点検標準歩掛

　　(1) その他機械設備点検（乗継券発行機）巡回点検の標準歩掛は表9.2.1-1に示すとおりとす

          る。

単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

基 0.609 1.123 0.561

　9.2.2 その他機械設備点検（乗継券発行機）定期点検標準歩掛

　　(1) その他機械設備点検（乗継券発行機）定期点検の標準歩掛は表9.2.2-1に示すとおりとす

         る。

単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

基 1.135 4.818 0.964その他機械設備 乗継券発行機
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その他機械設備 乗継券発行機

表9.2.2-1　その他機械設備点検（乗継券発行機）定期点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

第 ２ 編 機械設備維持点検積算基準／第 ９ 章 その他機械設備点検（乗継券発行機）

表9.2.1-1　その他機械設備点検（乗継券発行機）巡回点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別



第１０章　料金所機械設備点検

10.1 適用範囲

　　この基準は料金所機械設備の維持点検に適用する。

10.2 点検歩掛

　10.2.1 料金所機械設備巡回点検標準歩掛

　　(1) 料金所機械設備巡回点検の標準歩掛は表10.2.1-1に示すとおりとする。

単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

基 0.062 0.279 0.112

基 0.050 0.096 0.048

空調機 基 0.057 0.109 0.054

空調機 基 0.104 0.374 0.094

空調機 基 0.089 0.167 0.083

送風機 基

基 0.097 0.183 0.091

基 0.066 0.241 0.060

箇所 0.243 0.449 0.225

箇所 0.144 0.625 0.125

回 0.100 0.275 0.092

箇所 0.173 0.322 0.161

箇所 0.062 0.281 0.113

給排水衛生設備 ﾎﾟﾝﾌﾟ給水箇所(増圧式)
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給排水衛生設備 仮眠所

給排水衛生設備

給排水衛生設備 水道メーター検針

給排水衛生設備 直圧給水

給排水衛生設備 水槽類 汚水槽

給排水衛生設備 水槽類 浄化槽　10人槽以下

ポンプ給水

空調設備

空調設備 大型機用フィルター

換気設備 換気扇 簡易点検

空調設備 セパレート用フィルター

大型機
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表10.2.1-1　料金所機械設備巡回点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

空調設備 空調機 セパレートエアコン

空調設備 空調機 空気清浄機



　10.2.2 料金所機械設備定期点検標準歩掛

　　(1) 料金所機械設備定期点検の標準歩掛は表10.2.2-1に示すとおりとする。

単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

本 0.051 0.097 0.048

本 0.040 0.078 0.039

基 0.430 0.792 0.396

基 0.992 1.822 0.911

基 0.454 0.837 0.418

台 0.733 1.348 0.674

台 0.703 1.293 0.646

基 0.454 0.837 0.418

基 0.317 0.585 0.293

台 0.575 1.057 0.529

台 0.653 1.201 0.600

箇所 1.135 2.085 1.043

箇所 1.865 3.423 1.711

箇所 1.672 3.069 1.534

箇所 1.042 1.913 0.957

箇所 0.457 0.841 0.420

箇所 0.489 0.900 0.450

箇所 1.228 2.255 1.127

箇所 0.273 0.737 0.246

給排水衛生設備 水槽類 浄化槽　10人槽以下

給排水衛生設備 重力式･路下有 高所作業車別

給排水衛生設備 直圧給水

給排水衛生設備 共有加圧式･路下有 高所作業車別
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給排水衛生設備 直圧給水･路下有　街路規制要 高所作業車別

給排水衛生設備 増圧式･路下有 高所作業車別

給排水衛生設備 仮眠所

給排水衛生設備 共有重力式･路下有 高所作業車別

給排水衛生設備 給水ポンプ設備 陸上ポンプ　3.75kW以下

給排水衛生設備 加圧式･路下有 高所作業車別

給排水衛生設備 給水ポンプ設備 陸上ポンプ　1.5kW以下

給排水衛生設備 排水ポンプ設備 水中ポンプ　3.75kW以下

給排水衛生設備 水槽類 汚水槽

空調設備 空調機 全熱交換機

給排水衛生設備 排水ポンプ設備 水中ポンプ　1.5kW以下

空調設備 空調機 大型機

空調設備 空調機 セパレートエアコン

機能点検（法定） 消火設備 消火器 粉末小型

外観点検（法定） 消火設備 消火器 粉末小型
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表10.2.2-1　料金所機械設備定期点検標準歩掛

工種細別
設備名称

（１）
設備名称

（２）
種　　別　（１） 種　　別　（２）



第１１章　建物機械設備点検

11.1 適用範囲

　　この基準は建物機械設備の維持点検に適用する。

11.2 点検歩掛

　11.2.1 建物機械設備巡回点検標準歩掛

　　(1) 建物機械設備巡回点検の標準歩掛は表11.2.1-1に示すとおりとする。

単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

基 0.099 0.184 0.092

基 0.128 0.238 0.119

台 0.122 0.227 0.113

台 0.080 0.150 0.075

基 0.090 0.167 0.084

基 0.070 0.131 0.066

基

台 0.159 0.295 0.148

基 0.074 0.139 0.070

基 0.283 0.522 0.261

基 0.074 0.138 0.069

基 0.081 0.151 0.076

基 0.132 0.244 0.122

箇所 0.272 0.501 0.250換気設備 集煙器 喫煙室用集塵脱臭器
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空調設備 加湿器 天吊型

換気設備 送風機 換気扇 簡易点検

換気設備 送風機 換気扇 分解整備

換気設備 送風機

換気設備 全熱交換器 全熱交換機　カセット型

換気設備 全熱交換器 全熱交換機　ユニット型

空調設備 空調機 マルチエアコン　室外機

空調設備 空調機 マルチエアコン　室内機

空調設備 空調機 熱回収チラー
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表11.2.1-1　建物機械設備巡回点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

空調設備 空調機 3.75kW以下

空調設備 空調機 3.75kW超　～　37.5kW以下

空調設備 空調機 ガスヒートポンプマルチ　室外機

空調設備 空調機 ガスヒートポンプマルチ　室内機



単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

台 0.100 0.187 0.093

台 0.329 0.605 0.303

台 0.120 0.223 0.112

台 0.128 0.238 0.119

基 0.153 0.283 0.142

基 0.302 0.557 0.278

台 0.154 0.285 0.143

箇所 0.273 0.504 0.252

箇所 0.179 0.331 0.166

基 0.086 0.161 0.081

基 0.217 0.586 0.195

箇所 0.093 0.173 0.086

基 0.301 0.554 0.277

箇所 0.719 1.320 0.660

箇所 0.444 0.817 0.408

箇所 0.277 0.510 0.255

箇所 0.476 0.876 0.438

パーキングエリア設備 パーキングエリア設備

パーキングエリア設備 ポンプ給水箇所　1000m2以上

パーキングエリア設備 ポンプ給水箇所　1000m2未満

パーキングエリア設備 ミニパーキングエリア設備
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給排水衛生設備 直圧給水箇所　1000m2未満

給排水衛生設備 汚水槽　

給排水衛生設備 浄化槽　130人槽以下

給排水衛生設備 湧水槽

建物付属設備 建物付属装置 ろ過装置

給排水衛生設備 熱源器 電気ボイラ　貯湯槽　1.0m3未満

給排水衛生設備 熱源器 電気湯沸器･温水器

給排水衛生設備 熱源器 HP給湯器　加熱能力5.3ｋW

給排水衛生設備 熱源器 HP給湯器　加熱能力35kW

給排水衛生設備 太陽集熱装置

給排水衛生設備 直圧給水箇所　1000m2以上
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表11.2.1-1　建物機械設備巡回点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

給排水衛生設備 熱源器 簡易ボイラ　伝熱面積４m2未満

給排水衛生設備 熱源器 電気ボイラ　貯湯槽　1.0m3以上



　11.2.2 建物機械設備定期点検標準歩掛

　　(1) 建物機械設備定期点検の標準歩掛は表11.2.2-1に示すとおりとする。

単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

汚
泥
吸
排
車
（

日
）

台 0.244 0.659 0.220

台 0.594 1.594 0.531

台 0.241 0.445 0.223

台 0.174 0.322 0.161

台 0.236 0.435 0.218

台 0.188 0.348 0.174

台 0.738 1.355 0.678

基 0.194 0.684 0.171

台 0.398 0.733 0.366

台 2.408 4.415 2.208

箇所 0.378 0.695 0.348

台 0.234 1.342 0.383

台 0.766 1.408 0.704

台 0.943 1.732 0.866

台 2.682 4.919 2.460

台 0.836 1.538 0.768

台 0.298 0.549 0.274

基 0.447 1.203 0.401

基 1.038 3.613 0.903

台 1.149 2.109 1.054

台 0.588 1.081 0.540

台 0.861 1.581 0.790
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給排水衛生設備 太陽集熱装置

給排水衛生設備 給湯ポンプ設備 加圧給湯ポンプ

給排水衛生設備 給排水ポンプ設備 水中ポンプ　11kW以下

給排水衛生設備 給水ポンプ設備 水中ポンプ　22kW以下

給排水衛生設備 熱源器 電気ボイラー　貯湯槽1.0m3以上

給排水衛生設備 熱源器 電気ボイラー　貯湯槽1.0m3未満

給排水衛生設備 熱源器 電気湯沸器･温水器

給排水衛生設備 熱源器 HP給湯器　加熱能力5.3ｋW

給排水衛生設備 熱源器 エコキュート設備中間期加熱能力35kW

換気設備 全熱交換器 全熱交換機　ユニット型

換気設備 集煙器 喫煙室用集塵脱臭器

給排水衛生設備 給排水ポンプ設備 水中ポンプ　3.75kW以下

給排水衛生設備 熱源器 簡易ボイラー　10ｍ,4m2未満

空調設備 加湿器 天吊型

換気設備 送風機

換気設備 全熱交換器 全熱交換機　カセット型

空調設備 空調機 ガスヒートポンプマルチ　室内機

空調設備 空調機 マルチエアコン　室外機

空調設備 空調機 マルチエアコン　室内機

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

空調設備 空調機 3.75ｋW以下

空調設備 空調機 3.75ｋW超～37.5ｋW以下

空調設備 空調機 ガスヒートポンプマルチ　室外機
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単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

汚
泥
吸
排
車
（

日
）

台 0.745 1.369 0.684

台 0.285 1.428 0.476

箇所 0.086 0.160 0.080

基 0.556 1.022 0.511

基 0.274 1.375 0.458

箇所 0.676 1.243 0.621

箇所 0.081 0.151 0.075

基 0.575 1.057 0.528

台 0.213 0.394 0.197

箇所 1.053 4.453 0.891

本 0.371 0.681 0.340

本 0.055 0.101 0.051

本 0.038 0.069 0.034

式 0.438 0.802 0.401

本 0.074 0.135 0.068

本 0.036 0.067 0.033

本 0.307 0.563 0.281

本 0.049 0.091 0.045

本 0.259 0.474 0.237

本 0.244 0.447 0.223

本 0.037 0.068 0.034

個 0.011 0.021 0.010

個 0.020 0.038 0.019

基 0.033 0.061 0.031

箇所 0.018 0.032 0.016

箇所 0.009 0.017 0.009
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機器点検（法定） 建物消防設備 連結送水管／連結散水設備 連結送水管　ホース・ノズル

機器点検（法定） 建物消防設備 連結送水管／連結散水設備 連結送水管　器具格納箱

機器点検（法定） 建物消防設備 連結送水管／連結散水設備 連結送水管　送水口

機器点検（法定） 建物消防設備 連結送水管／連結散水設備 連結送水管　放水口

機能点検（法定） 建物消防設備 消火器 粉末 移動式33kg

機能点検（法定） 建物消防設備 消火器 粉末 車載50型

機能点検（法定） 建物消防設備 消火器 粉末 小型

機器点検（法定） 建物消防設備 連結送水管／連結散水設備 連結散水ヘッド

放射試験（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 放出試験試験費

放射試験（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 放出試験付属部品交換

放射試験（法定） 建物消防設備 消火器 粉末

機能点検（法定） 建物消防設備 消火器 化学泡　車載100型

機能点検（法定） 建物消防設備 消火器 粉末 20型

薬剤充填（法定） 建物消防設備 消火器 薬剤充填化学泡車載100型

薬剤充填（法定） 建物消防設備 消火器 薬剤充填粉末小型 10型

放射試験（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 放出試験起動容器

給排水衛生設備 湧水槽

給排水衛生設備 貯湯槽温度測定等

建物付属設備 建物付属装置 ろ過装置

建物付属設備 建物付属装置 ハンドドライヤー

法定点検 建物付属設備 貯蔵容器ガス量測定点検工IG541

給排水衛生設備 給水ポンプ設備 陸上ポンプ　22ｋW以下

給排水衛生設備 給水ポンプ設備 陸上ポンプ　3.75ｋW以下

法定点検 給排水衛生設備 特定建築物　残留塩素測定等

給排水衛生設備 汚水槽

給排水衛生設備 浄化槽　130人槽以下

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別
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単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

汚
泥
吸
排
車
（

日
）

式 0.033 0.060 0.030

個 0.011 0.020 0.010

個 0.010 0.019 0.009

個 0.017 0.032 0.016

個 0.006 0.011 0.005

個 0.058 0.106 0.053

個 0.030 0.056 0.028

個 0.009 0.016 0.008

個 0.005 0.009 0.005

台 0.032 0.058 0.029

面 0.040 0.074 0.037

台 0.033 0.060 0.030

台 0.040 0.074 0.037

面 0.121 0.223 0.111

台 0.117 0.215 0.108

個 0.014 0.027 0.013

台 0.014 0.025 0.013

個 0.014 0.027 0.013

台 0.274 0.502 0.251

個 0.009 0.016 0.008

個 0.011 0.020 0.010

面 0.023 0.043 0.021

台 0.025 0.047 0.023

台 0.035 0.065 0.032

面 0.035 0.065 0.033

個 0.019 0.035 0.018

個 0.004 0.008 0.004

台 0.100 0.183 0.091

個 0.018 0.032 0.016

台 0.100 0.183 0.091

個 0.100 0.183 0.091
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機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 ポンプモーター

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 圧力スイッチ

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 起動装置（P・T）

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 警報盤 5回線迄

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 予備電源蓄電池設備

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 連動操作盤

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 ダンパー手動解除リミット付

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 スプリンクラーヘッド

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 非常発電機ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 付属連動機器切替器等

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 防火シャッターヒューズなし

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 防火扉

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 予備電源

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 操作盤

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 排煙機ファン・モータ

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 排煙口煙連動式

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 排煙口手動開放装置

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 排煙口手動式

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 音響装置

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 可動たれ壁手動式

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 起動盤スターデルタ式

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 常用電源

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 常用電源(動力)

機器点検（法定） 建物消防設備 誘導灯設備 避難口･階段通路　40W

機器点検（法定） 建物消防設備 誘導灯設備 非常照明

機器点検（法定） 建物消防設備 誘導灯設備 誘導標識

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 ダンパ自動解除

機器点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 煙感知器

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

機器点検（法定） 建物消防設備 誘導灯設備 常用電源

機器点検（法定） 建物消防設備 誘導灯設備 避難口･階段通路　10W

機器点検（法定） 建物消防設備 誘導灯設備 避難口･階段通路　20W
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単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

汚
泥
吸
排
車
（

日
）

台 0.040 0.074 0.037

台 0.100 0.183 0.091

個 0.059 0.109 0.055

個 0.008 0.015 0.008

箇所 0.198 0.363 0.182

台 0.040 0.074 0.037

面 0.198 0.363 0.182

個 0.014 0.026 0.013

基 0.040 0.074 0.037

台 0.198 0.363 0.182

個 0.004 0.007 0.004

台 0.067 0.123 0.061

個 0.067 0.123 0.061

基 0.040 0.074 0.037

箇所 0.040 0.074 0.037

個 0.014 0.026 0.013

台 0.109 0.199 0.100

本 0.028 0.052 0.026

個 0.027 0.049 0.025

面 0.104 0.191 0.095

本 0.036 0.067 0.033

本 0.011 0.020 0.010

個 0.011 0.020 0.010

台 0.039 0.072 0.036

面 0.156 0.285 0.143

式 0.053 0.097 0.048

個 0.007 0.013 0.007

個 0.005 0.009 0.004

個 0.014 0.026 0.013

個 0.018 0.032 0.016

台 0.010 0.018 0.009

台 0.027 0.049 0.025
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機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 薬剤チェック

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 容器開放弁　ガス式

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 容器開放弁 電磁式

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 制御盤

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 動作試験

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 表示灯

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 放出口　ヘッド

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 放出表示灯

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 音声盤

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 加圧用容器

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 起動用小容器

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 起動用操作箱

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 常用電源

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 連結送水口

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 スピーカー

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 タンク

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 ホースリール

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 圧力スイッチ

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 泡タンク

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 泡ﾍｯﾄﾞ

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 泡消火栓

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 流水検出器警報弁

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 流量計

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 消火水槽

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 常用電源

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 制御盤

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 表示灯

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 補助高架水槽

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 呼水槽

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 混合装置

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 作動弁湿式

機器点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 手動開放弁

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛



第 ２ 編 機械設備維持点検積算基準／第 １１ 章 建物機械設備点検

単
位

点
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員
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（
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）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
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日
）

汚
泥
吸
排
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（

日
）

個 0.006 0.010 0.005

基 0.110 0.201 0.101

基 0.114 0.208 0.104

基 0.147 0.270 0.135

個 0.020 0.037 0.018

個 0.007 0.013 0.006

基 0.046 0.085 0.043

個 0.013 0.023 0.011

個 0.009 0.016 0.008

台 0.016 0.030 0.015

個 0.205 0.376 0.188

個 0.003 0.006 0.003

面 0.053 0.097 0.049

個 0.005 0.010 0.005

台 0.035 0.064 0.032

台 0.015 0.028 0.014

個 0.019 0.035 0.018

個 0.037 0.068 0.034

台 0.018 0.033 0.016

個 0.011 0.020 0.010

個 0.006 0.011 0.006

基 0.074 0.137 0.068

個 0.107 0.197 0.098

個 0.046 0.085 0.043

個 0.031 0.058 0.029

個 0.024 0.045 0.023

個 0.028 0.052 0.026

基 0.024 0.044 0.022

基 0.039 0.071 0.035

個 0.009 0.018 0.009

面 0.050 0.092 0.046

個 0.048 0.088 0.044

-2-31-

機器点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 ﾎﾟﾝﾌﾟ表示盤

機器点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 圧力調整弁

機器点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 避難梯子（固定4F）

機器点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 避難梯子（固定5F）

機器点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 避難梯子2F固定

機器点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 避難梯子6-10F固定

機器点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 バルブ

機器点検（法定） 建物消防設備 非常コンセント設備 保護箱

機器点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 緩降機2-4F

機器点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 救助袋(固定3F)

機器点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 避難梯子（ﾊｯﾁ2,3F）

機器点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 避難梯子（金属2,3F）

機器点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 非常電話

機器点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 非常用押釦

機器点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 複合装置

機器点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 予備電源

機器点検（法定） 建物消防設備 非常コンセント設備 単相

機器点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 アンプ10局迄

機器点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 スピーカー

機器点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 遠隔操作盤

機器点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 音量調整器

機器点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 常用電源

機器点検（法定） 建物消防設備 非常通報設備 手動押釦

機器点検（法定） 建物消防設備 非常通報設備 受信装置

機器点検（法定） 建物消防設備 非常通報設備 受話器

機器点検（法定） 建物消防設備 非常通報設備 切替スイッチ

機器点検（法定） 建物消防設備 非常通報設備 予備電源

機器点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 連動用熱感知器

機器点検（法定） 建物消防設備 非常用電源設備 非常(専用受電）受電設備　  300KVA以下

機器点検（法定） 建物消防設備 非常用電源設備 非常（蓄電池設備　）充電装置

機器点検（法定） 建物消防設備 非常用電源設備 非常（蓄電池設備　）蓄電池

機器点検（法定） 建物消防設備 非常通報設備 確認ランプ

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別
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単
位

点
検
員
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（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

汚
泥
吸
排
車
（

日
）

台 0.041 0.076 0.038

台 0.138 0.253 0.127

個 0.010 0.019 0.010

台 0.031 0.056 0.028

箇所 0.130 0.239 0.119

台 0.039 0.072 0.036

面 0.134 0.246 0.123

個 0.005 0.009 0.004

面 0.034 0.063 0.031

基 0.071 0.130 0.065

個 0.005 0.009 0.005

基 0.049 0.090 0.045

個 0.005 0.010 0.005

個 0.010 0.018 0.009

式 0.041 0.075 0.038

個 0.006 0.011 0.005

個 0.006 0.012 0.006

面 0.066 0.122 0.061

個 0.035 0.064 0.032

面 0.041 0.076 0.038

面 0.180 0.330 0.165

個 0.006 0.011 0.005

個 0.005 0.010 0.005

個 0.005 0.010 0.005

個 0.038 0.070 0.035

個 0.033 0.060 0.030

式 0.034 0.063 0.031

台 0.100 0.183 0.091

本 0.050 0.093 0.046

本 0.050 0.093 0.046

個 0.011 0.020 0.010

個 0.014 0.026 0.013

-2-32-

機器点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 ガス遮断弁

機器点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 予備電源

機器点検（法定） 建物消防設備 パッケージ型消火設備 タンク

機器点検（法定） 建物消防設備 パッケージ型消火設備 ホースリール

機器点検（法定） 建物消防設備 パッケージ型消火設備 加圧容器

機器点検（法定） 建物消防設備 パッケージ型消火設備 表示灯

機器点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 赤外線式スポット感知器

機器点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 定温式スポット感知器

機器点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 表示灯

機器点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 副受信機P型

機器点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 副受信機P型1窓増毎

機器点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 手動発信器

機器点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 受信機Ｐ型1級

機器点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 受信機P型1窓増毎

機器点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 受信機Ｐ型2級

機器点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 受信機Ｒ型

機器点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 流量計

機器点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 ベル

機器点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 煙式スポット感知器

機器点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 交流電源

機器点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 差動式スポット感知器

機器点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 制御盤

機器点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 表示灯

機器点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 表示盤

機器点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 補助高架水槽

機器点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 放水口

機器点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 加圧送水装置 ポンプ

機器点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 起動押し釦

機器点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 呼水槽

機器点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 消火水槽

機器点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 常用電源

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

機器点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 屋内消火栓
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個 0.011 0.021 0.010

個 0.007 0.013 0.006

台 0.010 0.018 0.009

個 0.015 0.027 0.014

個 0.009 0.018 0.009

台 0.036 0.066 0.033

面 0.013 0.023 0.011

式 0.030 0.055 0.028

個 0.003 0.006 0.003

面 0.071 0.131 0.066

個 0.059 0.109 0.055

面 0.056 0.104 0.052

個 0.003 0.006 0.003

個 0.015 0.028 0.014

台 0.101 0.186 0.093

個 0.016 0.030 0.015

基 0.032 0.059 0.030

台 0.094 0.173 0.086

台 0.032 0.059 0.030

個 0.008 0.015 0.008

個 0.007 0.013 0.007

台 0.035 0.065 0.032

面 0.099 0.182 0.091

個 0.004 0.007 0.004

基 0.046 0.085 0.043

個 0.021 0.040 0.020

個 0.028 0.052 0.026

基 0.048 0.089 0.044

箇所 0.019 0.036 0.018

個 0.065 0.119 0.059

個 0.005 0.009 0.004

-2-33-

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 放水試験費

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 流量計

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 連結送水口

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス漏れ火災警報設備 G型受信機P型

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス漏れ火災警報設備 音響警報機

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 常用電源

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 制御盤

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 表示灯

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 補助高架水槽

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 補助散水栓

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 圧力タンク

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 起動装置（P・Ｔ）

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 呼水槽

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 手動開放弁

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 手動起動スイッチ

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 流水検知器警報弁

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 スプリンクラーヘッド

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 フロートスイッチ

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 ポンプモーター

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 圧力スイッチ

機器点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 操作盤

機器点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 配管

機器点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 表示灯

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 警報盤　5回線迄

機器点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 作動弁湿式

機器点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 感知器

機器点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 手動起動装置

機器点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 収納ボックス

機器点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 消火剤容器

機器点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 常用電源

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

機器点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 ﾉｽﾞﾙ
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個 0.019 0.035 0.018

個 0.028 0.051 0.025

台 0.038 0.069 0.035

個 0.034 0.063 0.032

台 0.021 0.039 0.020

個 0.006 0.010 0.005

個 0.018 0.033 0.017

個 0.021 0.039 0.019

個 0.008 0.014 0.007

個 0.024 0.044 0.022

面 0.093 0.170 0.085

個 0.022 0.041 0.020

本 0.013 0.023 0.012

本 0.011 0.020 0.010

個 0.010 0.019 0.009

個 0.044 0.080 0.040

本 0.030 0.055 0.028

式 0.038 0.070 0.035

面 0.143 0.263 0.131

個 0.023 0.041 0.021

式 0.049 0.090 0.045

個 0.012 0.022 0.011

個 0.037 0.068 0.034

個 0.004 0.008 0.004

個 0.010 0.019 0.009

式 0.037 0.068 0.034

台 0.010 0.018 0.009

台 0.019 0.034 0.017

個 0.014 0.025 0.013

個 0.006 0.012 0.006

個 0.026 0.048 0.024

個 0.008 0.015 0.007

-2-34-

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 連動用煙感知器

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 連動用熱感知器

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 ダンパー復旧弁箱

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 ﾍﾞﾙ又はﾌﾞｻﾞｰ

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 放出口 ホーン

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 放出表示灯

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 予備電源

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 容器開放弁 ガス式

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 容器開放弁 電磁式

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 制御盤

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 選択弁

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 動作試験

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 不還弁

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 閉止弁

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 起動用小容器

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 起動用操作箱

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 継電器盤5窓まで

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 消火剤容器

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 常用電源

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 モータサイレン

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 圧力スイッチ

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 音声盤

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 開口部閉鎖

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 起動用開放器

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス漏れ火災警報設備 中継器

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス漏れ火災警報設備 予備電源

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 スピーカー

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 ダンパー閉鎖

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 チャッキ弁

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス漏れ火災警報設備 感知器一般型

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス漏れ火災警報設備 交流電源

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス漏れ火災警報設備 常用電源
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単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

汚
泥
吸
排
車
（

日
）

個 0.014 0.025 0.013

面 0.074 0.135 0.068

台 0.014 0.026 0.013

個 0.019 0.035 0.018

本 0.039 0.071 0.036

式 0.046 0.085 0.043

個 0.006 0.011 0.005

本 0.061 0.113 0.056

本 0.012 0.022 0.011

本 0.015 0.028 0.014

本 0.051 0.094 0.047

本 0.038 0.070 0.035

本 0.013 0.023 0.012

式 0.043 0.078 0.039

本 0.110 0.202 0.101

式 0.068 0.124 0.062

式 0.025 0.046 0.023

本 0.109 0.199 0.100

式 0.176 0.322 0.161

式 0.114 0.209 0.105

本 0.056 0.104 0.052

式 0.418 0.767 0.384

式 0.038 0.069 0.035

本 0.057 0.104 0.052

本 0.053 0.098 0.049

個 0.004 0.008 0.004

-2-35-

法定点検 建物消防設備 ガス系消火設備 放出試験付属部品交換

法定点検 建物消防設備 ガス系消火設備 放出試験容器

総合点検（法定） 建物消防設備 連結散水ヘッド

法定点検 建物消防設備 ガス系消火設備 放出試験運搬費　CO2･N2

法定点検 建物消防設備 ガス系消火設備 放出試験運搬費　ハロン

法定点検 建物消防設備 ガス系消火設備 放出試験起動容器

法定点検 建物消防設備 ガス系消火設備 放出試験試験費

法定点検 建物消防設備 ガス系消火設備 放出試験塗装費

法定点検 建物消防設備 誘導灯設備 絶縁測定

法定点検 建物消防設備 粉末消火設備 窒素ガス

法定点検 建物消防設備 非常通報設備 絶縁測定

法定点検 建物消防設備 非常コンセント設備 絶縁測定

法定点検 建物消防設備 ガス系消火設備 窒素ガス

外観点検（法定） 建物消防設備 消火器 小型CO2

外観点検（法定） 建物消防設備 消火器 粉末 20型

外観点検（法定） 建物消防設備 消火器 粉末 移動式33kg

外観点検（法定） 建物消防設備 消火器 粉末 車載50型

外観点検（法定） 建物消防設備 消火器 粉末 小型

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 貯蔵容器

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 電源装置

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 噴射ﾍｯﾄﾞ

外観点検（法定） 建物消防設備 消火器 化学泡　車載100型

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 煙感知器

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 音声警報装置

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 加圧用窒素ガス容器

機器点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 減圧ダンパー

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛
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単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

汚
泥
吸
排
車
（

日
）

個 0.029 0.053 0.026

基 0.038 0.070 0.035

箇所 0.028 0.051 0.025

箇所 0.008 0.015 0.007

個 0.040 0.074 0.037

個 0.019 0.035 0.018

個 0.010 0.019 0.009

台 0.058 0.106 0.053

面 0.096 0.177 0.089

台 0.030 0.056 0.028

台 0.040 0.074 0.037

式 0.062 0.113 0.057

面 0.206 0.378 0.189

台 0.154 0.283 0.141

個 0.015 0.027 0.014

台 0.013 0.023 0.011

個 0.015 0.028 0.014

台 0.399 0.731 0.366

個 0.009 0.017 0.009

個 0.036 0.065 0.033

面 0.022 0.040 0.020

台 0.029 0.053 0.026

台 0.059 0.109 0.054

面 0.061 0.112 0.056

個 0.019 0.034 0.017

個 0.004 0.007 0.003

台 0.128 0.235 0.118

個 0.020 0.037 0.019

台 0.128 0.235 0.118

個 0.096 0.177 0.089

台 0.033 0.060 0.030

-2-36-

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 警報盤 5回線迄

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 呼水槽

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 ダンパー手動解除リミット付

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 スプリンクラーヘッド

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 ポンプモーター

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 圧力スイッチ

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 起動装置（P・T）

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 防火扉

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 予備電源

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 予備電源蓄電池設備

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 連動操作盤

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 排煙口手動開放装置

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 排煙口手動式

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 非常発電機ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 付属連動機器切替器等

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 防火シャッターヒューズなし

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 常用電源(動力)

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 絶縁測定

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 操作盤

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 排煙機ファン・モータ

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 排煙口煙連動式

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 煙感知器

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 音響装置

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 可動たれ壁手動式

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 起動盤スターデルタ式

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 常用電源

総合点検（法定） 建物消防設備 連結送水管／連結散水設備 連結送水管　ホース・ノズル

総合点検（法定） 建物消防設備 連結送水管／連結散水設備 連結送水管　器具格納箱

総合点検（法定） 建物消防設備 連結送水管／連結散水設備 連結送水管　送水口

総合点検（法定） 建物消防設備 連結送水管／連結散水設備 連結送水管　放水口

総合点検（法定） 建物消防設備 防排煙設備 ダンパ自動解除

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別
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単
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員
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員
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汚
泥
吸
排
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（

日
）

台 0.096 0.177 0.089

個 0.066 0.121 0.060

個 0.010 0.019 0.010

箇所 0.160 0.294 0.147

台 0.033 0.060 0.030

面 0.128 0.235 0.118

式 0.033 0.060 0.030

台 4.139 7.585 3.793 3.793

台 1.147 2.102 1.051

個 0.012 0.022 0.011

基 0.033 0.060 0.030

台 0.160 0.294 0.147

台 0.288 0.527 0.264

個 0.004 0.007 0.003

台 0.033 0.060 0.030

個 0.065 0.119 0.059

基 0.065 0.119 0.059

箇所 0.033 0.060 0.030

個 0.019 0.035 0.018

台 0.193 0.354 0.177

本 0.029 0.053 0.026

個 0.038 0.069 0.034

面 0.183 0.335 0.168

本 0.029 0.053 0.026

本 0.014 0.026 0.013

個 0.014 0.026 0.013

台 0.034 0.062 0.031

面 0.256 0.469 0.234

式 0.036 0.066 0.033

式 0.074 0.135 0.068

個 0.011 0.021 0.011

個 0.004 0.008 0.004
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総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 放出口　ヘッド

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 常用電源

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 制御盤

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 絶縁測定

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 動作試験

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 表示灯

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 圧力スイッチ

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 音声盤

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 加圧用容器

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 起動用小容器

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 起動用操作箱

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 流量計

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 連結送水口

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 スピーカー

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 タンク

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 ホースリール

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 放水テスト（泡消火栓）

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 泡タンク

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 泡ﾍｯﾄﾞ

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 泡消火栓

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 流水検出器警報弁

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 絶縁測定

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 廃液処理

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 発泡試験

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 表示灯

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 補助高架水槽

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 作動弁湿式

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 手動開放弁

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 消火水槽

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 常用電源

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 制御盤

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

総合点検（法定） 建物消防設備 泡消火設備 混合装置
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汚
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個 0.010 0.019 0.009

個 0.016 0.030 0.015

台 0.009 0.017 0.008

台 0.038 0.069 0.034

個 0.006 0.011 0.006

基 0.203 0.372 0.186

基 0.037 0.068 0.034

基 0.211 0.387 0.193

基 0.089 0.163 0.082

基 0.262 0.480 0.240

個 0.319 0.585 0.293

個 0.003 0.006 0.003

面 0.066 0.120 0.060

個 0.005 0.010 0.005

台 0.036 0.067 0.034

式 0.041 0.076 0.038

台 0.008 0.014 0.007

個 0.024 0.045 0.023

個 0.044 0.080 0.040

台 0.018 0.032 0.016

個 0.010 0.019 0.009

個 0.005 0.010 0.005

基 0.132 0.242 0.121

個 0.143 0.262 0.131

個 0.065 0.119 0.059

個 0.026 0.048 0.024

個 0.019 0.035 0.017

個 0.022 0.040 0.020

基 0.026 0.048 0.024

基 0.038 0.070 0.035
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総合点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 避難梯子（金属2,3F）

総合点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 避難梯子（固定4F）

総合点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 避難梯子（固定5F）

総合点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 避難梯子2F固定

総合点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 避難梯子6-10F固定

総合点検（法定） 建物消防設備 非常コンセント設備 単相

総合点検（法定） 建物消防設備 非常コンセント設備 保護箱

総合点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 緩降機2-4F

総合点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 救助袋(固定3F)

総合点検（法定） 建物消防設備 避難器具設備 避難梯子（ﾊｯﾁ2,3F）

総合点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 絶縁測定

総合点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 非常電話

総合点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 非常用押釦

総合点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 複合装置

総合点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 予備電源

総合点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 アンプ10局迄

総合点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 スピーカー

総合点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 遠隔操作盤

総合点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 音量調整器

総合点検（法定） 建物消防設備 非常警報装置 常用電源

総合点検（法定） 建物消防設備 非常用電源設備 非常（専用受電）絶縁測定

総合点検（法定） 建物消防設備 非常用電源設備 非常（蓄電池設備　）充電装置

総合点検（法定） 建物消防設備 非常用電源設備 非常（蓄電池設備　）絶縁測定

総合点検（法定） 建物消防設備 非常用電源設備 非常（蓄電池設備　）蓄電池

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 容器開放弁　ガス式

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 容器開放弁 電磁式

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 連動用熱感知器

総合点検（法定） 建物消防設備 非常用電源設備 非常(専用受電）受電設備　　300KVA以下

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 放出表示灯

総合点検（法定） 建物消防設備 粉末消火設備 薬剤チェック
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単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

汚
泥
吸
排
車
（

日
）

個 0.009 0.017 0.009

面 0.056 0.102 0.051

個 0.054 0.098 0.049

台 0.029 0.053 0.026

台 0.121 0.223 0.111

個 0.009 0.017 0.009

台 0.032 0.059 0.029

箇所 0.124 0.228 0.114

台 0.043 0.079 0.040

面 0.137 0.252 0.126

式 0.058 0.107 0.054

個 0.005 0.010 0.005

面 0.052 0.095 0.048

基 0.090 0.166 0.083

個 0.005 0.010 0.005

式 0.191 0.351 0.176

基 0.057 0.105 0.052

個 0.008 0.015 0.008

個 0.018 0.034 0.017

式 0.040 0.074 0.037

個 0.006 0.011 0.005

個 0.011 0.020 0.010

面 0.106 0.195 0.098

個 0.032 0.059 0.030

面 0.058 0.107 0.054

面 0.236 0.432 0.216

個 0.007 0.013 0.007

式 0.045 0.083 0.041

個 0.006 0.012 0.006

個 0.006 0.010 0.005

個 0.053 0.097 0.048

-2-39-

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 絶縁測定

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 定温式スポット感知器

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 表示灯

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 副受信機P型

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 受信機Ｐ型1級

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 受信機P型1窓増毎

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 受信機Ｐ型2級

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 受信機Ｒ型

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 赤外線式スポット感知器

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 ベル

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 煙式スポット感知器

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 交流電源

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 差動式スポット感知器

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 手動発信器

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 表示盤

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 補助高架水槽

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 放水口

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 放水試験費

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 流量計

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 消火水槽

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 常用電源

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 制御盤

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 絶縁測定

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 表示灯

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 圧力調整弁

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 屋内消火栓

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 加圧送水装置 ポンプ

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 起動押し釦

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 呼水槽

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 バルブ

総合点検（法定） 建物消防設備 消火栓設備 ﾎﾟﾝﾌﾟ表示盤
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単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

汚
泥
吸
排
車
（

日
）

個 0.033 0.061 0.031

式 0.040 0.074 0.037

式 1.289 2.363

台 0.264 0.483 0.242

本 0.033 0.060 0.030

本 0.033 0.060 0.030

個 0.009 0.017 0.008

個 0.044 0.081 0.041

個 0.011 0.020 0.010

式 0.010 0.018 0.009

個 0.011 0.021 0.010

台 0.011 0.021 0.010

個 0.017 0.032 0.016

個 0.026 0.048 0.024

台 0.027 0.049 0.025

式 0.030 0.055 0.028

面 0.024 0.045 0.023

式 0.026 0.047 0.024

個 0.003 0.005 0.003

面 0.115 0.211 0.106

個 0.053 0.096 0.048

面 0.056 0.103 0.051

個 0.003 0.006 0.003

個 0.015 0.028 0.014

台 0.106 0.194 0.097

個 0.018 0.033 0.016

基 0.040 0.073 0.036

台 0.103 0.190 0.095

台 0.040 0.073 0.036

個 0.009 0.016 0.008

個 0.008 0.015 0.007

-2-40-

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 呼水槽

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 手動開放弁

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 手動起動スイッチ

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 フロートスイッチ

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 ポンプモーター

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 圧力スイッチ

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 圧力タンク

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 起動装置（P・Ｔ）

総合点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 表示灯

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 警報盤　5回線迄

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 作動弁湿式

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 流水検知器警報弁

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 スプリンクラーヘッド

総合点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 消火剤容器

総合点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 常用電源

総合点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 絶縁測定

総合点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 操作盤

総合点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 配管

総合点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 ﾉｽﾞﾙ

総合点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 ﾌｧﾝ停止

総合点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 感知器

総合点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 手動起動装置

総合点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 収納ボックス

総合点検（法定） 建物消防設備 パッケージ型消火設備 ホースリール

総合点検（法定） 建物消防設備 パッケージ型消火設備 加圧容器

総合点検（法定） 建物消防設備 パッケージ型消火設備 表示灯

総合点検（法定） 建物消防設備 ダクト・フード消火設備 ガス遮断弁

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 副受信機P型1窓増毎

総合点検（法定） 建物消防設備 自動火災報知設備 予備電源

総合点検（法定） 建物消防設備 火災予兆設備 超高感度煙センサー

総合点検（法定） 建物消防設備 パッケージ型消火設備 タンク

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛
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単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

汚
泥
吸
排
車
（

日
）

台 0.042 0.078 0.039

面 0.103 0.190 0.095

式 0.042 0.078 0.039

個 0.004 0.007 0.004

基 0.043 0.078 0.039

個 0.021 0.040 0.020

台 0.131 0.240 0.120

基 0.056 0.102 0.051

箇所 0.031 0.058 0.029

個 0.065 0.120 0.060

個 0.006 0.011 0.006

個 0.019 0.035 0.018

個 0.030 0.055 0.028

台 0.056 0.102 0.051

個 0.034 0.062 0.031

個 0.034 0.063 0.031

台 0.022 0.040 0.020

個 0.011 0.020 0.010

個 0.019 0.034 0.017

個 0.015 0.027 0.014

個 0.006 0.011 0.005

個 0.026 0.048 0.024

面 0.196 0.360 0.180

個 0.008 0.015 0.007

本 0.018 0.032 0.016

本 0.011 0.021 0.011

個 0.011 0.021 0.011

個 0.042 0.077 0.039

本 0.029 0.053 0.026

式 0.047 0.087 0.043

面 0.241 0.442 0.221

式 0.058 0.107 0.054

-2-41-

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 制御盤

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 絶縁測定

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 起動用小容器

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 起動用操作箱

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 継電器盤5窓まで

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 消火剤容器

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 常用電源

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 モータサイレン

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 圧力スイッチ

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 音声盤

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 開口部閉鎖

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 起動用開放器

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス漏れ火災警報設備 中継器

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス漏れ火災警報設備 予備電源

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 スピーカー

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 ダンパー閉鎖

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 チャッキ弁

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス漏れ火災警報設備 音響警報機

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス漏れ火災警報設備 感知器一般型

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス漏れ火災警報設備 交流電源

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス漏れ火災警報設備 常用電源

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス漏れ火災警報設備 絶縁測定

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 補助散水栓

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 放水ﾃｽﾄ

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 流量計

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 連結送水口

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス漏れ火災警報設備 G型受信機P型

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 常用電源

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 制御盤

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 絶縁測定

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 表示灯

総合点検（法定） 建物消防設備 スプリンクラー設備 補助高架水槽

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別
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単
位
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）

点
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員
Ｂ
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）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

汚
泥
吸
排
車
（

日
）

個 0.024 0.044 0.022

本 0.103 0.190 0.095

式 0.068 0.124 0.062

個 0.014 0.027 0.013

個 0.044 0.082 0.041

個 0.004 0.008 0.004

本 0.110 0.202 0.101

個 0.010 0.019 0.010

式 0.038 0.070 0.035

台 0.010 0.018 0.009

台 0.012 0.022 0.011

個 0.022 0.041 0.020

個 0.008 0.015 0.008

個 0.023 0.043 0.021

個 0.010 0.019 0.009

個 0.023 0.042 0.021

個 0.015 0.027 0.014

台 0.010 0.019 0.009

個 0.015 0.027 0.014

本 0.033 0.060 0.030

式 0.462 0.847 0.423

個 0.006 0.011 0.006

式 0.048 0.088 0.044

個 0.005 0.010 0.005

箇所 1.332 3.569 1.190

箇所 0.768 1.411 0.705

箇所 0.794 3.371 1.348

-2-42-

パーキングエリア設備 パーキングエリア設備

パーキングエリア設備 ミニパーキングエリア設備

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 定温式スポット型感知器

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 電源装置

パーキングエリア設備 ミニパーキングエリア路下

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 噴射ﾍｯﾄﾞ

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 音声警報装置

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 加圧用窒素ガス容器

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 減圧ダンパー

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 貯蔵容器

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 通気試験

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 連動用煙感知器

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 連動用熱感知器

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 ダンパー復旧弁箱

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 ﾍﾞﾙ又はﾌﾞｻﾞｰ

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 煙感知器

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 放出試験費2本放出 

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 放出表示灯

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 予備電源

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 容器開放弁 ガス式

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 容器開放弁 電磁式

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 耐圧試験費2本放出

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 動作試験

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 不還弁

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 閉止弁

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 放出口 ホーン

表11.2.2-1　建物機械設備定期点検標準歩掛

工種細別 設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

総合点検（法定） 建物消防設備 ガス系消火設備 選択弁



第１２章　緑地帯散水設備点検

12.1 適用範囲

　　この基準は緑地帯散水設備の維持点検に適用する。

12.2 点検歩掛

　12.2.1 緑地帯散水設備巡回点検標準歩掛

　　(1) 緑地帯散水設備巡回点検の標準歩掛は表12.2.1-1に示すとおりとする。

単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

箇所 0.113 0.210 0.105

箇所 0.241 0.446 0.223

箇所 0.220 0.408 0.204

　12.2.2 緑地帯散水設備定期点検標準歩掛

　　(1) 緑地帯散水設備定期点検の標準歩掛は表12.2.2-1に示すとおりとする。

単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

点
検
員
Ｂ
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

箇所 0.792 0.748 0.748

箇所 0.435 0.411 0.411
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緑地散水設備 自動散水圧送箇所

緑地散水設備 自動散水直圧箇所

緑地散水設備 自動散水直圧箇所

表12.2.2-1　緑地帯散水設備定期点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

緑地散水設備 散水栓 散水栓のみ箇所

緑地散水設備 自動散水圧送箇所

第 ２ 編 機械設備維持点検積算基準／第 １２ 章 緑地散水設備点検

表12.2.1-1　緑地帯散水設備巡回点検標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別



第１３章　定期清掃

13.1 適用範囲

　　この基準は機械設備の定期清掃に適用する。

13.2 点検歩掛

　13.2.1 機械設備定期清掃標準歩掛

　　(1) 機械設備定期清掃の標準歩掛は表13.2.1-1に示すとおりとする。

単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

普
通
作
業
員
（

人
）

道
路
清
掃
作
業
員
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

高
圧
洗
浄
車
（

日
）

汚
泥
吸
排
車
（

日
）

箇所 2.129 3.913 1.956 1.956 1.956

箇所 1.900 3.493 1.746 1.746 1.746

箇所 1.604 2.951 1.475 1.475 1.475

箇所 0.727 1.336 0.668

箇所 1.268 3.400 1.133

箇所 1.076 1.976 0.988

箇所 0.645 1.186 0.593 0.593 0.593

箇所 0.240 0.649 0.216 0.216

箇所 0.456 0.840 0.420

箇所 0.213 0.395 0.198

箇所 0.102 0.192 0.096

料金所機械設備
給排水衛生設
備（排水管）

小便器

料金所機械設備
給排水衛生設
備（排水管）

洗面器
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料金所機械設備
給排水衛生設
備（水槽類）

汚水槽

料金所機械設備
給排水衛生設
備（水槽類）

浄化槽　　１０人
槽以下

料金所機械設備
給排水衛生設
備（排水管）

屋外会所

受水槽　加圧式

料金所機械設備
給排水衛生設
備（水槽類）

受水槽　共有式

料金所機械設備
給排水衛生設
備（水槽類）

受水槽　重力式

第 ２ 編 機械設備維持点検積算基準／第 １３ 章 定期清掃

表13.2.1-1　機械設備定期清掃標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別　（１）
種　　別

（２）

道路排水設備 路面排水設備
路面排水槽　１０
００m3以下

道路排水設備 路面排水設備
路面排水槽　５０
０m3以下

道路排水設備 路面排水設備
路面排水槽　５０
m3以下

料金所機械設備
給排水衛生設
備（水槽類）



単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

普
通
作
業
員
（

人
）

道
路
清
掃
作
業
員
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

高
圧
洗
浄
車
（

日
）

汚
泥
吸
排
車
（

日
）

箇所 0.368 0.678 0.339

箇所 0.131 0.245 0.123

箇所 0.161 0.298 0.149

箇所 0.114 0.214 0.107

注）　１．処分費及び輸送費は、別途計上するものとする。
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料金所機械設備
給排水衛生設
備（排水管）

掃除流し

料金所機械設備
給排水衛生設
備（排水管）

浴室

料金所機械設備
給排水衛生設
備（排水管）

流し台
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表13.2.1-1　機械設備定期清掃標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別　（１）
種　　別

（２）

料金所機械設備
給排水衛生設
備（排水管）

掃除口



単
位

点
検
員
Ａ
（

人
）

普
通
作
業
員
（

人
）

ラ
イ
ト
バ
ン
（

日
）

高
圧
洗
浄
車
（

日
）

汚
泥
吸
排
車
（

日
）

箇所 1.400 2.568 1.284

箇所 0.541 0.995 0.498

箇所 0.956 1.756 0.878

箇所 0.984 1.807 0.903

箇所 0.450 0.828 0.414

箇所 0.207 0.383 0.191

箇所 0.096 0.180 0.090

箇所 0.361 0.665 0.333

箇所 0.125 0.233 0.116

箇所 0.155 0.286 0.143

箇所 0.108 0.202 0.101

基 0.425 0.782 0.391 0.391 0.391

基 0.283 1.619 0.463 0.463

箇所 0.462 0.850 0.425 0.425 0.425

箇所 0.192 0.355 0.178

箇所 0.080 0.149 0.075

注）　１．処分費及び輸送費は、別途計上するものとする。
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建物機械設備 グリスフィルター

建物機械設備 浄化槽　130人槽以下

建物機械設備 湧水槽　

建物機械設備 グリストラップ

建物機械設備 排水管　掃除口

建物機械設備 排水管　掃除流し

建物機械設備 排水管　浴室

建物機械設備 排水管　流し台

建物機械設備 汚水槽

建物機械設備 排水管　屋外会所

建物機械設備 排水管　小便器

建物機械設備 排水管　洗面器

建物機械設備 受水槽　加圧式

建物機械設備 受水槽　重力式

建物機械設備 受水槽・高架水槽　重力式
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表13.2.1-1　機械設備定期清掃標準歩掛

設備名称（１） 設備名称（２） 種　　別

建物機械設備 受水槽 ミニＰＡ


